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本
稿
は
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
十
一
月
、
紀
州
か
ら
江
戸
に
む
か
う
途
中
難
船
し
た
、
尾
張
の
「
宝
順
丸
」
の
遭
難
の
顛
末
か
ら
、
生
存
者
三
名
の
末

路
に
つ
い
て
、
新
史
料
に
も
と
づ
い
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
末
尾
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
公
文
書
館
が
蔵
す
る
宝
順
丸
の
三
漂
流
民
に
関
す
る
史
料
を
そ

え
た
。 一
方
、
漂
着
後
、
国

念
し
、
以
後
じ
ぶ
ん
‐

同
胞
に
欣
喜
雀
躍
し
、

こ
の
稿
の
主
人
公
１
尾
州
の
音
吉
（
別
名
・
オ
ッ
ト
Ｚ

で
ひ
と
り
淋
し
く
逝
つ
た
日
本
漂
流
民
の
一
典
型
で
あ
っ
た
。

し
け

江
戸
時
代
、
和
船
は
帆
を
か
け
沿
岸
を
見
な
が
ら
走
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ひ
と
た
び
時
化
や
暴
風
雨
に
遭
う
と
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
難
船
し
、
海
底
の
も
く

ず
と
消
え
る
か
、
運
よ
く
異
国
に
流
れ
つ
い
て
、
肋
か
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
。

幸
い
外
国
に
漂
着
し
て
も
、
そ
こ
で
日
本
人
を
待
ち
構
え
て
い
た
の
は
、
数
々
の
顛
難
辛
苦
で
あ
っ
た
。
人
生
に
運
、
不
運
は
つ
き
も
の
だ
が
、
幸
運
に
め

ぐ
ま
れ
た
者
は
、
漂
流
の
す
え
、
ま
れ
に
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
中
に
は
通
弁
と
な
っ
て
世
間
に
出
、
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
者
も
い
る
。

一
方
、
漂
着
後
、
異
国
を
さ
す
ら
い
、
幾
度
か
日
本
本
土
に
接
近
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幕
吏
か
ら
上
陸
を
拒
否
さ
れ
た
り
、
死
の
恐
怖
か
ら
帰
国
を
断

念
し
、
以
後
じ
ぶ
ん
と
同
じ
身
の
上
に
あ
る
漂
流
民
に
援
助
の
手
を
差
し
の
べ
、
母
国
に
帰
還
さ
せ
る
こ
と
に
生
き
甲
斐
を
感
じ
、
ま
た
ご
く
ま
れ
に
出
会
う

〃
オ
ッ
ト
ソ
ン
〃

懐
旧
の
涙
を
流
す
者
も
い
た
。

と
呼
ば
れ
た
曰
本
漂
流
民

（
別
名
・
オ
ッ
ト
ソ
ン
）
ｌ
は
、
ま
さ
に
そ
う
い
っ
た
人
間
で
あ
り
、
か
れ
は
望
郷
の
念
に
か
ら
れ
な
が
ら
、
異
国

宮
永
孝
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お
の
う
ら

（１△） 

ｌ
小
野
浦
［
現
・
美
浜
町
］
の
樋
口
源
之
所
有
の
帆
船
、
千
五
百
石
積
）
は
、
い
ま
の
名
古
屋
港
を
出
帆
し
て
江
戸
へ
む
か
っ
た
。
し
か
‐
）
、
船
は
港
を
出

ｏ
し
け
〉

て
ま
Ｊ
い
）
な
く
、
時
化
に
あ
っ
た
の
で
、
志
摩
の
鳥
羽
に
入
港
し
て
、
天
候
が
よ
く
な
る
の
を
待
っ
た
。

宝
順
丸
の
乗
組
員
（
十
四
名
）
は
、
つ
ぎ
の
面
々
で
あ
る
。

船
頭
…
…
…
重
右
衛
門

か
こ

水
夫
…
…
：
・
仁
右
衛
門

利
七

三
四
郎

常
治
郎

（
金
右
衛
門
の
せ
が
れ
）

（
源
六
の
せ
が
れ
）

（
弥
右
衛
門
の
せ
が
れ
）

紀
伊
半
島
の
東
端
に
位
置
し
、
天
然
の
良
港
と
し
て
古
く
か
ら
栄

え
た
の
は
、

と
ば
・
つ
ら

「
鳥
羽
浦
（
湾
）
」

で
あ
っ
た
。
鳥
羽
浦
に
は
大
小
の
島
々
が
点
在
し
、
そ
れ
が
天
然
の

防
波
堤
の
役
目
を
は
た
し
て
い
た
。

江
戸
時
代
、
江
戸
と
大
坂
間
の
航
路
が
ひ
ら
け
る
と
、
船
の
出
入

り
も
多
く
な
っ
た
。
何
よ
り
も
”
風
待
ち
港
“
（
避
難
港
）
と
し
て

そ
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

天
保
三
年
十
一
月
二
十
日
（
’
八
三
二
・
一
二
・
一
一
）
、
尾
張

藩
の
廻
米
そ
の
他
の
品
々
を
積
ん
だ
「
宝
順
丸
」
（
知
多
半
島
南
部

＊ 

（２）２４３ 



"オットソン,,と呼ばれた日本漂流民

者
は

（
４
）
 

突
端
ｌ
フ
ー
フ
ッ
タ
リ
ィ
岬
の
あ
た
り
に
流
れ
着
い
た
。

や
が
て
陸
地
を
失
な
い
、
船
の
位
置
も
わ
か
ら
な
く
な
り
、
す
っ
か
り
進
路
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
か
ら
漂
流
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
漂

流
の
顛
末
に
つ
い
て
は
、
生
き
残
っ
た
三
名
が
、
後
年
マ
カ
オ
に
お
い
て
宣
教
師
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
に
語
っ
た
談
話
に
く
わ
し
い
。

（
３
）
 

漂
流
す
る
こ
と
＋
四
ヵ
月
、
船
は
翌
天
保
四
年
十
月
か
十
一
月
（
一
八
一
一
一
一
一
一
・
｜
｜
、
一
一
｜
）
ご
ろ
、
現
在
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
半
島
の
北
西

た
｡ 

漂
流
中
は
、
積
荷
の
米
と
雨
水
で
露
命
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
た
が
、
十
四
名
い
た
乗
組
員
の
う
ち
十
一
名
ま
で
が
壊
血
病
に
よ
っ
て
命
を
失
な
い
、
生
存

（
２
）
 

宝
順
丸
は
鳥
羽
浦
（
一
一
一
重
県
東
端
の
港
町
）
で
十
一
一
日
間
も
天
候
の
回
復
を
待
ち
、
の
ち
出
帆
し
た
が
、
ほ
ど
な
く
暴
風
雨
に
あ
い
、
帆
柱
や
か
じ
を
失
っ

（
筒
）

乙
幸
曰
（
当
時
十
六
歳
ぐ
ら
い
）

久
吉
（
当
時
十
七
歳
ぐ
ら
い
）

六
右
衛
門

吉
治
郎

（
音
）

乙
士
口

久
吉

政
吉

山
石圭ロ

（
千
）

仙
之
助

勝
五
郎

辰
蔵

（
伊
勢
若
松
の
出
身
）

（
新
ヶ
居
浜
の
出
身
）

（
伊
勢
波
切
の
出
身
）

（
熱
田
宮
の
出
身
）

（
小
野
浦
の
出
身
、
武
右
衛
門
の
長
男
）

（
小
野
浦
の
出
身
、
武
右
衛
門
の
次
男
、

（
小
野
浦
の
出
身
、
又
平
の
せ
が
れ
）

（
小
野
浦
の
と
な
り
野
間
村
出
身
）

の
ち
「
オ
ッ
ト
ソ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
）
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だ
け
と
な
っ
た
。

う
墓
が
あ
る
。

宝
順
丸
が
鳥
羽
浦
を
出
帆
し
て
か
ら
消
息
は
す
っ
か
り
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
で
、
き
っ
と
遭
難
し
た
も
の
と
信
じ
ら
れ
、
小
野
浦
で
は
乗
組
員
た
ち
の
め
い

ふ
く
を
祈
る
た
め
に
墓
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
小
野
浦
（
町
）
の
禅
林
山
良
参
寺
（
曹
洞
宗
）
の
本
堂
脇
の
小
さ
い
墓
地
に
、
宝
順
丸
乗
組
員
の
菩
提
を
と
む
ら

て
、
判
読
で
き
な
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

墓
石
の
四
面
に
遭
難
者
の
戒
名
や
氏
名
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
文
字
が
磨
滅
し
読
め
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
刻
字
は
早
晩
す
り
へ
っ

[正面］
岩
吉
（
当
時
、
三
十
歳
ぐ
ら
い
、
郷
里
［
熱
田
宮
］
に
妻
と
家
族
が
い
た
）

[正面に向って右側］

（４）２４１ 



オヅトソン，，と呼ばれた日本漂流民

宝
順
丸
の
乗
組
員
の
家
族
ら
は
、
八
方
手
を
つ
く
し
て
同
船
の
消
息
を
得
る
こ
と
に
努
め
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
行
方
を
つ
き
と
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、
年
が
改
っ
た
天
保
四
年
に
供
養
の
墓
を
つ
く
っ
た
も
の
ら
し
い
。

と
も
あ
れ
三
名
の
生
存
者
は
漂
着
後
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
る
と
、
そ
の
部
落
へ
連
れ
て
ゆ
か
れ
、
や
が
て
奴
隷
同
然
に
使
役
さ
れ
た
。
七

（
５
）
 

ペ
イ

ヵ
月
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
、
’
一
一
人
は
年
に
一
、
一
一
度
、
獣
皮
類
の
取
引
の
た
め
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
居
住
地
に
や
っ
て
く
る
ハ
ド
ソ
ン
湾
会
社
の
商
船
ラ
ー
マ
号

の
船
長
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
マ
ッ
ク
ネ
ル
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
同
人
の
尽
力
で
買
い
取
ら
れ
、
つ
い
に
救
出
さ
れ
た
。

三
人
は
、
ブ
リ
ッ
グ
型
帆
船
ラ
ー
マ
号
に
乗
る
と
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
川
を
遡
行
し
、
ハ
ド
ソ
ン
湾
会
社
の
毛
皮
工
場
へ
む
か
っ
た
。
そ
こ
で
四
ヵ
月
ほ
ど
親
切

な
扱
い
を
受
け
た
の
ち
、
フ
ォ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ン
ク
ー
パ
ー
（
現
・
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
近
く
）
の
町
に
連
れ
て
ゆ
か
れ
、
同
社
の
太
平
洋
岸
総
責
任

者
ジ
ョ
ン
・
マ
ク
ロ
ー
リ
ン
博
士
の
保
護
下
に
お
か
れ
た
。
時
に
天
保
五
年
八
月
（
一
八
三
四
・
九
）
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

や
が
て
同
年
十
一
月
ご
ろ
（
’
八
一
一
一
四
・
一
二
）
、
三
人
の
漂
流
民
は
必
要
な
も
の
を
与
え
ら
れ
た
の
ち
、
フ
ォ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
ブ
リ
ッ
グ

型
帆
船
「
イ
ー
グ
ル
」
号
（
ダ
ー
ビ
ー
船
長
）
に
乗
せ
ら
れ
、
ロ
ン
ド
ン
に
む
か
っ
た
。
従
来
の
研
究
で
は
、
同
船
が
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
諸
島
（
現
・
ハ
ワ
イ

、
、

諸
島
）
に
寄
港
し
、
南
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ー
プ
・
ホ
ー
ン
を
経
て
イ
ギ
リ
ス
に
む
か
い
、
ロ
ン
ド
ン
に
は
一
八
一
一
一
六
年
六
月
（
洋
暦
）
に
到
着
し
た
、
と
な
っ
て

い
る
。

[裏面］

帳
力
』
雷
干
石
欝

豚
上
Ｉ
ロ
可
ル
ー
｜
「
ゴ

[正面に向って左側］

ご
」
Ｌ
」

注
・
頁
は
古
宇
、
事
に
お
な
恥
Ｉ
）
。
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と
こ
ろ
が
前
月
、
す
な
わ
ち
一

ぎ
に
引
く
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

さ
い
な
い
の
で
唾
あ
る
。

「
ザ
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
（
い
わ
ゆ
る
『
ロ
ン
ド
ン
タ
イ
ム
ズ
』
、
一
七
八
八
年
か
ら
弓
冨
曰
冒
の
ｍ
と
な
る
）
の
「
船
舶
ニ
ュ
ー
ス
」
（
の
冨
己
ｚ
の
三
ｍ
）
の
欄

、
、

に
は
、
ロ
ン
ド
ン
港
に
出
入
り
し
た
船
の
情
報
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
’
八
一
一
一
五
年
六
月
に
、
同
港
に
イ
ー
グ
ル
号
が
入
港
し
た
形
跡
は
い
つ

い
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
夏
と
い
え
ば
、
ふ
つ
う
六
月
か
ら
八
月
ご
ろ
ま
で
を
い
う
の
だ
が
、
い
ま
引
い
た
五
人
の
説
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
イ
ー
グ
ル
号
の
ロ
ン
ド

ン
着
を
一
八
三
五
年
の
夏
（
六
月
）
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
八
三
五
年
六
月
に
ロ
ン
ド
ン
に
入
港
し
た
船
の
中
に
は
、
イ
ー
グ
ル
号
の
名
が
見
当
ら
な

三
名
の
日
本
人
を
乗
せ
た
イ
ー
グ
ル
号
の
ロ
ン
ド
ン
到
着
の
時
日
に
関
し
て
は
、
諸
説
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
に
掲
げ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
イ
ー
グ
ル
号
が
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
拳

『
最
初
に
ア
メ
リ
カ
を
見
た
日
本
人
ら

「
モ
リ
ソ
ン
号
の
来
航
と
日
本
人
漂
流
者
山
」
『
海
員
』
所
収
）
。

「
其
処
か
ら
ハ
ワ
イ
及
ヘ

リ
ソ
ン
号
渡
来
の
研
究
』
）

、
、
、
、
、
、
、

「
そ
れ
は
一
八
一
一
一
五
年
の
夏
の
こ
と
で
あ
る
」
（
奥
平
武
彦
「
英
国
政
府
と
日
本
漂
流
民
」
）

、
、
、
、
、
、
、

「
其
処
か
ら
ハ
ワ
イ
及
び
ケ
ー
プ
・
ホ
ー
ン
を
経
て
英
国
へ
送
ら
れ
、
一
八
一
一
一
五
年
六
月
ロ
ン
ド
ン
へ
着
い
た
「
’
（
相
原
良
一
『
天
保
八
年
米
船
モ

、
、
、
、
、
、
、

「
…
…
ケ
ー
プ
・
ホ
ー
ン
経
由
で
翌
一
八
一
一
一
五
年
六
月
に
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
」
（
春
名
徹
『
に
っ
ぼ
ん
音
吉
漂
流
記
』
）

、
、
、
、
、
、
、

「
イ
ー
グ
ル
号
が
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
諸
島
に
寄
港
し
、
ホ
ー
ン
岬
を
廻
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
着
い
た
の
は
、
’
八
一
一
一
五
年
六
月
で
あ
る
」
（
職
荊
ソ
喝
一
福
‐
締

、
、
、
、
、
、
、

「
さ
ら
に
一
一
一
名
は
、
そ
こ
か
ら
ハ
ワ
イ
及
び
ケ
ー
プ
・
ホ
ー
ン
を
経
て
イ
ギ
リ
ス
へ
送
ら
れ
、
一
八
一
一
一
五
年
六
月
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
」
（
川
合
彦
充

八
三
五
年
五
月
の
「
船
舶
ニ
ュ
ー
ス
」
を
み
る
と
、
イ
ー
グ
ル
号
の
名
が
何
度
か
姿
を
み
せ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
っ

注
・
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。

（６）２３９ 



"オットソン”と呼ばれた日本漂流民

い
ま
引
用
し
た
イ
ー
グ
ル
号
は
、
三
人
の
日
本
漂
流
民
を
乗
せ
た
船
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ
こ
で
一
つ
矛
盾
が
生
じ
る

の
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
三
人
の
漂
流
者
は
ロ
ン
ド
ン
よ
り
、
ハ
ド
ソ
ン
湾
会
社
所
属
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
パ
ー
マ
１
号
に
乗
せ
ら
れ
、
喜
望
峰
を
経
て
、

マ
カ
オ
へ
送
致
さ
れ
、
’
八
三
五
年
十
二
月
（
天
保
六
年
十
月
）
に
同
地
に
着
い
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

漂
流
民
ら
は
マ
カ
オ
到
着
後
、
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
師
ら
か
ら
事
情
聴
取
を
う
け
た
と
き
、
ロ
ン
ド
ン
で
乗
船
し
た
船
名
に
つ
い
て
何
も
語
っ
て
お
ら
ず
、
マ
カ
オ

リ
ン
テ
イ
エ
ン

に
近
い
伶
汀
島
ち
か
く
の
錨
地
に
到
着
す
る
ま
で
約
半
年
の
航
海
で
あ
っ
た
と
だ
け
語
っ
て
い
る
。
か
れ
ら
は
お
そ
ら
く
イ
ー
グ
ル
号
で
ロ
ン
ド
ン
を
出
帆

し
た
の
ち
、
ど
こ
か
の
寄
港
先
で
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
パ
ー
マ
１
号
に
移
乗
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
マ
カ
オ
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
諸
島
に
寄
り
、
ケ
ー
プ
ホ
ー
ン
を
廻
っ
た
あ
と
の
イ
ー
グ
ル
号
の
航
路
に
つ
い
て
は
、
資
料
に
欠
け
る
た
め
明
ら
か
で
な
い
。

先
に
引
用
し
た
イ
ー
グ
ル
号
が
、
三
人
の
日
本
人
を
乗
せ
た
船
と
同
一
で
あ
る
と
す
る
と
、
同
船
の
航
跡
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
の
は
、
そ
れ
が
イ
ン
ド
洋

に
入
り
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
島
（
イ
ギ
リ
ス
領
）
に
到
着
し
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
イ
ー
グ
ル
号
は
お
そ
ら
く
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
寄
っ
た
の
ち
、
喜
望
峰
を

へ
て
大
西
洋
に
入
る
と
北
上
を
つ
づ
け
、
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
島
、
ベ
ル
デ
岬
諸
島
、
マ
デ
イ
ラ
諸
島
の
各
港
に
寄
港
し
な
が
ら
、
徐
々
に
イ
ギ
リ
ス
に
近
づ
い
た

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
を
出
帆
し
た
イ
ー
グ
ル
号
は
、
ダ
ウ
ン
ズ
（
ケ
ン
ト
州
東
海
岸
沖
の
錨
地
ｌ
引
用
者
）
に
到
着
し
た
。
同
船
は
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
島
を
二
月
五
日
に
出

帆
し
た
（
一
八
一
一
一
五
・
五
・
一
三
付
）
。

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
（
イ
ン
ド
洋
南
西
部
、
マ
ダ
カ
ス
カ
ル
島
東
方
の
島
ｌ
引
用
者
）
か
ら
や
っ
て
来
た
イ
ー
グ
ル
号
は
、
二
月
二
十
三
日
喜
望
峰
に
到
着
（
一
八
三
五
・

五
・
七
付
）
。

荷
積
み
の
た
め
に
港
を
離
れ
る
ｌ
イ
ー
グ
ル
号
、
喜
望
峰
や
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
へ
む
か
う
（
一
八
三
五
・
五
・
二
八
付
）
．

税
関
の
構
内
に
入
っ
た
船
。
五
月
十
三
日
。
（
前
文
略
）
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
や
喜
望
峰
か
ら
や
っ
て
来
た
イ
ー
グ
ル
号
。
…
…
（
一
八
三
五
・
五
・
’
四
付
）
。
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も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ダ
ウ
ン
ズ
ｅ
・
乏
己
、
）
の
錨
地
を
経
て
、
テ
ー
ム
ズ
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
税
関
前
あ
た
り
に
到
着
し
た
の
は
、

一
八
三
五
年
五
月
十
三
日
（
天
保
六
年
四
月
十
六
日
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

、
、
、

従
来
の
説
で
は
、
イ
ー
グ
ル
号
の
ロ
ン
ド
ン
到
着
の
時
日
は
、
一
八
一
一
一
五
年
夏
と
か
一
八
一
一
一
五
年
六
月
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
『
タ
イ
ム
ズ
』
紙
に
あ

る
イ
ー
グ
ル
号
の
ロ
ン
ド
ン
到
着
の
時
日
に
関
す
る
記
事
は
、
信
ぴ
ょ
う
性
が
高
い
よ
う
に
お
も
え
る
。

一
一
一
人
の
日
本
人
が
訪
れ
た
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
ホ
イ
ッ
グ
党
の
メ
ル
バ
ー
ン
内
閣
（
一
八
三
四
、
三
五
～
四
一
年
）
の
時
代
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
天
保

の
大
飢
饅
（
一
八
三
一
一
～
一
一
一
七
）
の
最
中
で
あ
り
、
二
年
後
に
大
坂
で
大
塩
平
八
郎
の
乱
が
お
こ
っ
て
い
る
（
一
八
三
七
）
。
と
も
あ
れ
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
新

し
い
政
府
の
も
と
で
社
会
改
革
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
お
こ
な
わ
れ
、
中
で
も
最
大
の
改
革
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
制
に
か
か
わ
る
第
一
次
選
挙
法
改
正
（
一
八
三
二
年
）

（
６
）
 

と
救
民
法
の
改
正
（
一
八
一
二
四
年
）
で
あ
っ
た
。

’
八
一
一
一
○
年
代
か
ら
五
○
年
代
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
農
業
国
か
ら
工
業
国
に
脱
皮
し
は
じ
め
た
こ
ろ
で
あ
り
、
首
都
ロ
ン
ド
ン
の
人
口
は
約
二
○
○
万
、
リ
ヴ

ァ
プ
ー
ル
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
な
ど
も
人
口
十
万
の
都
市
へ
と
躍
進
し
て
い
た
。
鉄
道
建
設
ブ
ー
ム
の
波
に
の
っ
て
営
業
線

（
７
）
 

が
各
地
に
伸
び
、
一
八
五
一
年
に
は
ブ
リ
ー
プ
ン
島
の
鉄
道
は
一
万
キ
ロ
を
突
破
し
た
。

ま
た
一
八
三
○
年
代
は
、
新
興
中
産
階
級
に
対
立
す
る
一
つ
の
社
会
階
級
と
し
て
、
労
働
者
層
が
形
成
さ
れ
、
後
者
の
政
治
を
改
革
す
る
た
め
の
熱
狂
的
な

（
８
）
 

組
合
運
動
（
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
）
は
、
一
八
一
二
六
年
の
不
況
の
到
来
と
と
も
に
活
発
化
し
た
。

一
方
、
三
人
の
日
本
人
が
身
を
置
い
た
ロ
ン
ド
ン
港
（
ｇ
の
勺
ｏ
１
ｏ
扁
旧
・
己
。
ご
）
は
、
ど
の
よ
う
な
所
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ロ
ン
ド
ン
港
は
、
テ
ー

（
９
）
 

ム
ズ
川
を
港
と
し
て
使
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
一
プ
ー
ム
ズ
川
は
ロ
ン
ド
ン
の
交
通
や
輸
送
の
大
動
脈
で
あ
っ
た
。

ブ
リ
ッ
ジ

十
一
一
、
一
一
一
世
紀
に
か
け
て
造
ら
れ
た
ロ
ン
ド
ン
橋
（
外
敵
を
防
ぐ
た
め
の
城
壁
の
役
目
を
荷
な
っ
て
い
た
）
の
ア
ー
チ
型
の
橋
脚
は
、
大
型
船
の
航
行
を

（
川
）

は
ば
ん
で
い
た
の
で
、
こ
の
橋
か
ら
上
流
方
面
は
港
と
し
て
栄
一
え
ず
、
自
然
下
流
に
む
か
っ
て
発
展
す
る
一
因
と
も
な
っ
た
。

プ
ー
ル

古
来
、
多
く
の
船
舶
は
ロ
ン
ド
ン
橋
の
下
流
の
水
域
に
碇
泊
す
る
と
、
積
荷
は
は
し
け
に
よ
っ
て
岸
に
揚
げ
お
ろ
し
さ
れ
て
い
た
。
ロ
ン
ド
ン
税
関
は
、
は

じ
め
か
ら
船
舶
が
川
す
じ
の
中
流
に
錨
を
お
ろ
し
、
碇
泊
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
た
の
で
、
人
や
積
荷
の
移
送
に
は
し
け
が
必
要
で
あ
っ
た
。

（８）２３７ 
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お
そ
ら
く
か
れ
ら
は
、
徒
歩
か
乗
合
も
し
く
は
貸
切
り
の
辻
馬
車
で
ロ
ン
ド
ン
市
街
を
見
物
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
何
も
語
り
残
し
て
い
な
い
の
は
誠
に

遺
憾
で
あ
る
。
乗
合
馬
車
が
ロ
ン
ド
ン
に
出
現
し
た
の
は
一
八
二
九
年
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
運
賃
は
ふ
つ
う
の
事
務
員
や
肉
体
労
働
者
が
払
う
余
裕
の
な
い

（
田
）

金
額
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
も
あ
れ
こ
の
一
二
人
こ
そ
最
初
に
ロ
ン
ド
ン
を
訪
れ
た
日
本
人
と
し
て
の
栄
誉
を
に
な
っ
た
。

’
一
一
名
の
日
本
人
は
、
五
月
十
三
日
（
洋
暦
）
に
ロ
ン
ド
ン
に
着
き
、
同
月
二
十
八
日
（
洋
暦
）
に
出
帆
す
る
ま
で
の
約
二
週
間
、
ほ
と
ん
ど
船
中
で
暮
ら
し

イ
ー
グ
ル
号
が
碇
泊
し
た
と
考
え
ら
れ
る
税
関
前
の
埠
頭
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
商
船
が
係
留
さ
れ
、
積
荷
の
上
げ
下
ろ
し
が
お
こ
な
わ
れ
、
喧
騒
を
き
わ
め

て
い
た
。
三
人
の
日
本
人
は
、
毎
日
、
十
日
ほ
ど
の
間
（
じ
っ
さ
い
は
約
二
週
間
？
）
甲
板
の
う
え
か
ら
行
き
交
う
船
や
四
方
の
風
景
に
見
入
っ
た
こ
と
で
あ

ブ
リ
ッ
ジ

ろ
う
。
税
関
に
む
か
っ
て
右
隣
り
に
あ
る
の
は
、
有
名
な
ロ
ン
ド
ン
塔
、
そ
し
て
税
関
の
左
側
の
先
に
見
え
る
の
は
ロ
ン
ド
ン
橋
、
そ
の
ず
っ
と
先
に
は
丸

屋
根
の
聖
ポ
ー
ル
寺
院
が
み
え
た
し
、
対
岸
の
大
小
の
倉
庫
群
の
中
に
、
聖
セ
ィ
ヴ
ィ
ァ
教
会
や
ロ
ン
ド
ン
橋
駅
な
ど
の
建
物
を
見
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

し
、
三
人
に
は
各
建
物
の
名
称
ま
で
は
分
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
か
れ
ら
は
一
日
だ
け
上
陸
を
許
さ
れ
、
案
内
人
と
と
も
に
都
見
物
を
し
た
と
い
う
。
が
、

碇
泊
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

い
っ
た
い
ど
こ
を
訪
れ
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

十
八
世
紀
末
ま
で
の
回
漕
業
は
、
テ
ー
ム
ズ
河
岸
に
つ
く
ら
れ
た
波
止
場
や
、
は
し
け
な
ど
を
使
っ
て
、
川
中
の
係
船
所
な
ど
で
、
行
な
わ
れ
る
の
が
ふ
つ

う
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
盗
難
事
件
の
多
発
な
ど
に
よ
り
、
十
九
世
紀
に
入
る
と
、
河
岸
を
切
り
開
い
て
囲
い
で
仕
切
っ
た
ド
ッ
ク
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な

（
皿
）

っ
た
。

（
、
）

法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
、
外
国
貿
易
の
船
着
き
場
１
こ
し
て
、
つ
ぎ
の
一
一
つ
が
あ
っ
た
。

イ
ー
グ
ル
号
の
積
荷
（
毛
皮
）
は
、
関
税
徴
収
の
対
象
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
然
法
律
上
の
埠
頭
ｌ
ロ
ン
ド
ン
橋
と
ロ
ン
ド
ン
塔
ま
で
の
水
域
の
ど
こ
か
に

Ⅱ
Ｉ
ガ
ル
・
キ
イ

法
律
上
の
埠
頭

サ
フ
ア
ラ
ン
ス
・
ウ
オ
ー
フ

黙
許
埠
頭

』
の
、
巴
目
旦
（
ロ
ン
ド
ン
橋
か
ら
税
関
前
を
通
り
、
ロ
ン
ド
ン
塔
ま
で
の
一
四
一
九
フ
ィ
ー
ト
の
地
区
）

呂
罵
田
口
８
三
宮
員
（
ロ
ン
ド
ン
塔
の
北
岸
か
ら
七
八
六
フ
ィ
ー
ト
、
お
よ
び
税
関
や
ロ
ン
ド
ン
塔
の
対
岸
二
八
九
一
フ
ィ
ー
ト
の
地
区
）
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よ
う
要
請
し
た
。

（
Ⅳ
）
 

年
が
明
け
て
一
八
一
一
一
六
年
一
月
十
四
日
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
卿
は
ギ
ニ
ッ
ラ
フ
と
モ
リ
ソ
ン
に
宛
て
て
書
簡
を
送
り
、
’
’
一
人
の
本
当
の
気
持
を
聞
き
出
す
よ
う
に

い
っ
て
い
る
．
す
な
わ
ち
、
’
三
人
の
日
本
人
は
、
帰
国
に
際
し
て
危
険
を
疑
っ
て
い
る
か
。
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
で
送
還
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、

（
旧
）

本
年
四
月
ま
で
待
て
る
か
。
こ
れ
ら
の
点
を
日
本
人
た
ち
に
尋
ね
、
か
れ
ら
の
回
答
を
文
面
に
し
、
か
つ
貴
下
の
意
見
も
添
書
え
て
送
っ
て
欲
し
い
、
と
。

こ
の
書
簡
に
対
し
て
、
翌
一
月
十
五
日
に
早
く
も
両
中
国
語
通
訳
官
の
名
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る
（
「
資
料
一
」
を
見
よ
）
。

’
三
人
の
日
本
人
は
《
い
ま
す
ぐ
に
も
帰
国
し
た
い
希
望
を
も
っ
て
い
る
こ
と
．
中
国
船
で
帰
る
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
船
で
帰
国
し
た
い
こ
と
。
船
の
種
類
に

当
時
、
マ
カ
オ
に
は
次
官
キ
ャ
プ
テ
ン
・
エ
リ
オ
ッ
ト
が
在
勤
し
て
お
り
、
同
人
は
み
ず
か
ら
三
人
を
取
調
べ
た
。
か
れ
は
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
日

（
応
）

本
地
図
を
み
せ
る
と
、
一
一
一
人
は
名
古
屋
と
江
戸
と
の
沿
岸
を
正
確
に
た
ど
っ
て
み
せ
た
の
で
、
日
本
人
で
あ
る
と
確
信
し
た
。

エ
リ
オ
ッ
ト
は
一
八
一
一
一
五
年
十
二
月
二
十
五
日
付
を
も
っ
て
長
文
の
覚
書
を
書
き
、
そ
れ
を
ロ
ビ
ン
ソ
ン
卿
に
提
出
し
、
イ
ン
ド
総
督
に
送
達
す
る
よ
う
乞

（
焔
）

う
た
。
同
書
簡
の
内
容
は
、
’
三
人
の
漂
流
民
た
ち
は
帰
国
を
熱
望
し
て
い
る
こ
と
。
外
国
船
で
か
れ
ら
を
日
本
へ
送
還
す
る
と
そ
の
身
に
危
険
が
お
よ
ぶ

怖
れ
が
あ
る
こ
と
。
送
還
は
慎
重
か
つ
友
好
的
に
行
な
う
べ
き
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
艦
を
使
う
の
が
よ
く
、
来
年
の
四
月
下
旬
に
軍
艦
一
隻
を
マ
カ
オ
に
送
る

師
（
一
八
○
三
～
五
一
）
に
身
柄
を
預
け
た
。

当
時
、
マ
カ
オ
に
は
次
官
キ
ャ
プ
テ
ン
・
一

」一七

カール・ギュヅツラフ師の肖像写真とその署

名。

Rev・CharlesGutzlaff:Ａ“etchq／Ｃ/imese

HIstoJTMA"Cie"tunaMbdernjJohnP， 

Have､，NewYork，ＶＯＬ１，１８３４より。

た
こ
と
に
な
る
。
イ
ー
グ
ル
号
は
三
人
の
日
本
人
を
乗
せ
た
ま
ま
、
一
八
三
五
年
五
月

二
十
八
日
（
天
保
六
・
五
・
二
）
ロ
ン
ド
ン
港
を
出
帆
し
、
東
洋
へ
の
長
途
の
旅
に
た

ち
、
航
海
の
途
中
で
か
れ
ら
は
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
パ
ー
マ
－
号
に
移
乗
さ
せ
ら
れ
、
約
半

（
ｕ
）
 

リ
ン
テ
イ
ン

年
後
の
同
年
十
一
一
月
の
は
じ
め
、
マ
カ
オ
の
錨
地
伶
汀
島
付
近
に
到
着
し
た
。

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
パ
ー
マ
－
号
の
船
長
の
ダ
ウ
ン
ズ
は
、
日
本
人
を
駐
華
イ
ギ
リ
ス
商

務
庁
の
長
官
ジ
ョ
ー
ジ
・
ベ
ス
ト
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
卿
に
引
き
わ
た
し
、
日
本
へ
送
還
す

る
よ
う
求
め
た
。
よ
っ
て
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
か
れ
ら
を
マ
カ
オ
に
送
り
、
商
務
庁
の
中

国
語
の
通
訳
官
を
つ
と
め
る
カ
ー
ル
・
フ
リ
ド
リ
ヒ
・
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
ギ
ュ
ッ
ラ
フ

(10）２３５ 
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リ
ン
テ
イ
ン

一
八
一
一
一
五
年
十
一
一
月
は
じ
め
に
伶
打
島
付
近
の
錨
地
に
着
い
た
一
一
一
人
の
日
本
人
は
、
そ
の
後
ジ
ャ
ン
ク
に
移
さ
れ
、
導
か
れ
る
ま
ま
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
領

オ
ー
ム
ン
マ
カ
。
Ｔ

澳
門
（
一
一
房
８
．
）
に
連
れ
て
ゆ
か
れ
、
そ
こ
に
上
陸
し
た
。
ち
な
み
に
伶
汀
島
は
花
崗
岩
質
の
不
毛
の
地
で
あ
り
、
投
錨
地
が
み
え
る
島
の
西
側
に
小
さ
な

（
旧
）

貧
し
い
集
落
が
あ
っ
た
。
伶
汀
湾
は
水
深
が
あ
り
、
停
泊
地
と
Ｉ
）
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
ば
か
り
か
、
ア
ヘ
ン
の
密
貿
易
の
中
心
で
も
あ
っ
た
。
マ
カ
オ

用
者
）
一
一
を
ど
ろ
く
な
、
日
本
ゑ
ニ

マ
ヵ
オ
に
お
け
る
日
本
漂
流
民
。

こ
の
文
章
の
英
訳
を
検
討
し
て
み
る
と
、
原
意
と
の
大
き
な
ず
れ
が
あ
る
。
日
本
文
の
さ
い
ど
の
一
行
「
…
…
岩
吉
久
吉
乙
吉
…
…
」
は
、
原
文
の
意
で
は
、

「
エ
ワ
キ
チ
、
オ
ト
キ
チ
、
キ
ュ
キ
チ
ら
は
…
…
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
に
乗
っ
て
日
本
へ
行
く
こ
と
を
す
こ
し
も
怖
れ
て
い
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
三
人
の
日
本
漂
流
民
ら
の
、
帰
国
に
は
や
る
あ
ど
け
な
い
心
情
を
如
実
に
伝
え
て
い
る
の
が
、
「
徒
（
唐
）
人
ノ
御
船
（
ジ
ャ
ン
ク
の
こ
と
ｌ
引

用
者
）
一
一
を
ど
ろ
く
な
、
日
本
ゑ
ハ
い
け
る
」
の
一
行
で
あ
る
。

つ
い
て
は
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
』

軍
艦
で
あ
る
と
し
、
指
揮
官
（
艦
長
）
は
、

書
簡
を
携
帯
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ロ
ビ
ン
ソ
ン
卿
の
要
請
書
に
た
い
し
て
、
両
通
訳
官
は
「
資
料
二
」
に
見
る
よ
う
な
三
人
の
漂
流
民
が
し
た
た
め
た
日
本
文
と
英
訳
、
さ
ら
に
は
日
本
文

の
読
み
方
を
ロ
ー
マ
字
に
し
た
も
の
を
添
え
た
の
で
あ
る
。

曰
本天
保
三
辰
年
十
月
十
一
日
志
州
鳥
羽
浦
湊
出

尾
州
尾
張
國
會
賎
（
回
船
の
誤
り
ｌ
引
用
者
）
宝
順
丸
重
右
衛
門
舩
拾
四
人
乗

岩
吉
久
吉
乙
吉
徒
人
ノ
（
唐
人
ｌ
の
誤
り
）
御
船
二
を
ど
ろ
く
な
日
本
ゑ
ハ
い
け
る

と
い
い
、
両
人
の
私
的
な
意
見
と
し
て
、
日
本
人
を
本
国
に
送
還
す
る
際
の
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
手
段
は
、
イ
ギ
リ
ス

）
は
、
日
本
人
を
イ
ギ
リ
ス
の
保
護
下
に
置
い
て
い
る
旨
を
し
た
た
め
た
、
イ
ン
ド
総
督
ま
た
は
そ
の
他
の
政
府
高
官
の

注
・
原
文
の
右
一
肩
に
は
、
カ
タ
カ
ナ
で
読
み
仮
名
が
ふ
っ
て
あ
る
。

イ
ワ
キ
チ

休
士
口

宰
曰
圭
ロ
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は
中
国
領
か
ら
長
さ
約
四
キ
ロ
、
幅
約
二
キ
ロ
ほ
ど
の
半
島
で
あ
り
、
十
六
世
紀
の
中
ご
ろ
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
住
み
つ
く
よ
う
に
な
り
、
船
の
出
入
り
が

盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
各
国
の
通
商
代
表
部
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

バ
カ
チ
ヤ
ウ
コ
ウ
イ
ン

一
二
人
の
日
本
人
は
マ
カ
オ
に
上
陸
後
、
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
の
住
居
に
連
れ
て
ゆ
か
れ
た
が
、
そ
の
家
は
、
白
鵠
巣
公
園
（
別
名
カ
モ
ェ
ン
ス
公
園
）
の
近
く
に
あ

（
釦
）

っ
た
ら
し
い
。
と
い
う
こ
と
は
内
港
に
面
し
た
見
晴
ら
し
の
よ
い
高
ム
ロ
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
皿
）

マ
カ
オ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
土
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
マ
カ
オ
の
緯
度
は
、
北
緯
二
十
一
一
度
一
一
一
十
分
、
東
経
十
一
度
一
一
一
十
一
一
分
で
あ
る
。
マ
カ
オ
半

島
は
花
崗
石
質
の
土
地
で
あ
り
、
付
近
に
は
大
小
の
島
が
い
く
つ
か
点
在
し
て
い
る
。
気
候
は
熱
帯
性
で
あ
り
、
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
東
北
の
湿
っ
た
風

が
吹
く
。
五
月
か
ら
九
月
ま
で
は
暑
く
、
夕
方
に
ス
コ
ー
ル
が
ふ
る
。
九
月
か
ら
十
月
ま
で
が
秋
に
あ
た
り
、
晴
天
が
つ
づ
き
、
東
北
の
風
が
冷
た
く
な
る
と

（
迦
）

冬
が
訪
れ
た
｝
」
と
に
な
る
。
冬
こ
そ
マ
カ
オ
で
は
い
ち
ば
ん
し
の
ぎ
や
す
い
季
節
な
の
で
あ
る
。

マ
カ
オ
は
三
つ
の
地
区
も
し
く
は
教
区
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
街
路
は
狭
く
、
勾
配
を
な
し
、
不
ぞ
ろ
い
で
あ
っ
た
。
香
港
島
と
お
な
じ
よ
う
に
石
の
階
段

家
は
石
ま
た
は
レ
ン
ガ
で
造
ら
れ
て
い
た
が
、
外
観
は
あ
ま
り
立
派
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
屋
内
は
広
々
と
し
て
い
て
、
生
活
に
便
利
で
あ
っ
た
。

当
時
、
マ
カ
オ
に
は
商
店
や
大
小
の
市
場
が
あ
り
、
皆
そ
こ
で
買
物
を
し
た
。

こ
の
丘
の
多
い
植
民
地
の
平
地
に
は
、
商
人
や
職
工
の
た
め
の
市
や
商
店
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
海
を
臨
む
高
台
の
勾
配
に
目
を
や
る
と
、
公
共
や
私
的
な
建

造
物
、
教
会
、
修
道
院
な
ど
が
立
ち
な
ら
ん
で
い
た
。
半
円
形
の
内
港
か
ら
上
陸
す
る
と
、
左
手
の
丘
に
ペ
ー
ニ
ャ
教
会
、
右
手
に
は
大
小
の
人
家
に
ま
じ
っ

て
総
督
官
邸
、
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
像
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
幅
の
広
い
〃
プ
ラ
ャ
・
グ
ラ
ン
デ
〃
と
呼
ば
れ
る
波
止
場
が
あ
る
。
こ
の
大
通
り
沿
い
に
イ
ギ
リ
ス
人

（
鋼
）

が
あ
っ
た
。

て
総
督
官
邸
、
ア
ル
ヴ
ァ
ヒ

や
商
人
た
ち
が
住
ん
で
い
た
。

八
三
○
年
当
時
の
マ
カ
オ
の
人
口
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
軍
人
や
僧
侶
を
の
ぞ
い
た
数
が
四
六
二
八
名
で
あ
る
。

白
人
の
男
性
…
…
二
一
四
九
人

白
人
の
女
性
…
…
三
五
○
人

(１２）２３３ 



"オットソン'，と呼ばれた日本漂流民

（
別
）

一
八
一
二
四
年
当
時
、
マ
カ
オ
で
暮
ら
す
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
九
○
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

（
踊
）

人
口
は
、
時
代
に
よ
っ
て
だ
い
ぶ
推
移
す
る
が
、
十
七
世
紀
の
住
民
の
数
は
約
十
九
万
五
千
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
が
一
八
一
二
○
年
代
に
な
る
と
約
四

千
人
に
ま
で
減
っ
た
。
中
国
人
の
数
は
、
船
の
上
で
く
ら
す
水
上
生
活
者
を
ふ
く
め
て
、
約
三
万
人
で
あ
っ
た
。

（
弱
）

マ
カ
オ
は
か
っ
て
東
洋
の
通
商
を
独
占
し
、
大
い
に
貿
易
で
潤
っ
た
が
、
十
九
世
紀
初
頭
、
貿
易
は
”
名
ば
か
り
の
４
℃
の
”
と
化
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ア

ヘ
ン
の
密
輸
だ
け
は
盛
ん
で
あ
り
、
の
ち
中
国
人
に
個
人
的
に
高
く
売
り
つ
け
て
利
益
を
あ
げ
た
。
一
八
三
○
年
代
通
商
は
ふ
る
わ
ず
、
多
く
の
中
国
人
は
仕

（
汀
）

事
を
も
と
め
て
マ
カ
オ
を
離
れ
た
。
景
気
停
滞
は
一
八
五
○
年
代
に
入
っ
て
も
衰
退
を
つ
づ
け
、
ペ
リ
ー
の
日
本
遠
征
艦
隊
が
寄
港
す
る
こ
ろ
は
、
「
錘
曰
の
マ

（
班
）

カ
オ
の
幽
霊
」
に
す
ぎ
ず
、
通
商
は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
港
は
寂
れ
、
町
は
閑
散
と
し
て
い
た
。
初
代
ア
メ
リ
カ
領
事
ハ
リ
ス
の
秘
書
兼

（
鯛
）

通
訳
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
は
、
日
本
へ
赴
任
す
る
途
次
、
一
日
マ
カ
オ
に
遊
ん
だ
が
、
そ
の
印
象
は
「
墓
」
以
外
の
何
４
℃
の
で
も
な
か
っ
た
。

（
釦
）

と
も
あ
れ
、
一
二
人
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
海
か
ら
見
る
マ
カ
オ
の
町
の
外
観
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
港
の
ち
か
く
に
あ
る
小
丘
の
勾

（
肌
）

配
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
習
慣
に
な
ら
っ
て
［
口
亜
の
家
が
み
ら
れ
、
町
中
に
入
り
迂
回
路
を
ゆ
っ
く
り
歩
く
の
も
心
地
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

（
塊
）

街
中
に
は
と
く
に
乗
り
物
と
い
っ
た
Ｊ
も
の
は
な
く
、
あ
え
て
そ
れ
に
ち
か
い
も
の
は
、
一
一
人
で
か
つ
ぐ
一
肩
輿
で
あ
っ
た
。
ま
た
マ
カ
オ
の
港
は
、
泥
地
の
遠

浅
で
あ
る
た
め
、
大
き
な
船
に
適
さ
ず
、
大
船
は
数
マ
イ
ル
沖
の
錨
地
に
碇
泊
し
た
。
マ
カ
オ
の
商
業
活
動
は
停
滞
し
て
い
た
が
、
海
面
に
大
小
の
中
国
の
船

浅
で
あ
る
た
め
、
大
き
な
船
に
適
さ
ず
、
大
船
』

が
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
活
気
づ
い
て
い
た
。

か
こ

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
五
月
、
奥
州
仙
台
の
水
夫
源
一
一
一
郎
ら
は
、
い
ま
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
漂
着
し
、
の
ち
マ
カ
オ
へ
送
ら
れ
、
さ
ら
に
マ
カ
オ
か
ら
広
東
へ

送
致
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
か
れ
ら
が
マ
カ
オ
で
見
聞
し
た
土
地
の
形
態
、
住
居
、
食
物
な
ど
の
様
子
を
引
い
て
み
よ
う
。

た
ス
ケ
ッ
チ
と
は
ち
が
っ
た
趣
が
あ
る
。

日
本
漂
流
民
の
目
に
写
っ
た
マ
カ
オ
の
地
勢
、
町
並
み
、
港
な
ど
は
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
引
く
も
の
は
、
西
洋
人
の
描
写
し

男
の
奴
隷
…
・
・
・
…
三
五
○
人

女
の
奴
隷
・
…
：
…
七
七
九
人
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し
は
く

つ
ぎ
に
引
く
の
は
、
土
地
な
ら
び
に
港
、
町
な
み
、
家
屋
、
市
舶
（
商
売
を
す
る
船
）
な
ど
に
つ
い
て
の
描
写
で
あ
る
。

い
り
う
み

か
や

こ
こ
は
入
海
（
陸
地
に
入
り
こ
ん
だ
海
‐
Ｉ
引
用
者
）
に
て
一
一
一
方
山
に
て
も
っ
と
も
わ
け
て
高
山
は
相
見
え
申
さ
ず
、
見
馴
れ
ざ
る
樹
木
茂
り
侯
所
も
、
茅
ば
か
り
茂

り
候
所
も
相
見
え
、
田
畑
は
見
か
け
申
さ
ず
、
海
辺
は
平
地
に
て
小
一
里
四
方
も
こ
れ
あ
る
べ
き
所
人
家
建
ち
並
び
、
家
造
り
は
瓦
屋
根
に
て
、
た
い
て
い
二
階
作
り

合
し
よ
う
し

に
い
た
し
、
窓
は
硝
子
（
ガ
ラ
ス
ー
引
用
者
）
に
て
張
り
候
硝
子
を
建
て
候
所
も
こ
れ
あ
り
、

下
家
は
土
間
或
い
は
板
敷
の
所
も
相
見
え
、
軒
並
の
町
屋
に
て
、
そ
の
内
に
は
門
構
え
の
家
も
相
見
え
、
繁
華
に
相
見
え
、
町
家
に
は
反
物
類
小
間
物
そ
の
外
米
・

く
る
わ

野
菜
・
魚
類
・
焼
物
類
・
酒
等
商
い
候
、
廓
（
遊
女
屋
ｌ
引
用
者
）
数
多
く
こ
れ
あ
り
、

白
塗
り
扉
ニ
テ
両
方
へ
開
ク

○
飲
食
之
事
カ
ホ
ウ
宅

か
ら
し
蕗
い
こ
ん
必
す

芥
大
根
茄
子
ナ
タ
マ
メ

○
地
形
之
事
此
地
ハ
離
し
島
一
一
テ
土
色
赤
ク
海
ハ
ト
ヲ

住
居
シ
テ
安
南
（
ベ
ト
ナ
ム
中
部
ｌ
引
用
者
）
フ
ノ
外
近
国

ヨ
シ
其
一
村
ノ
外
ハ
ミ
ナ
広
東
人
住
居
ス
ル
山
ノ
上
二
城

も
ち

か
ぶ
芯
・
ｂ
お
り

者
）
ヲ
持
笠
ヲ
被
り
並
上
居
中
門
ヲ
通
り
上
段
ニ
モ
門
ア
リ

も
っ
と
も
こ
の
近
辺
よ
り
、
汐
も
濁
り
海
垣

し
け
ぶ
ね
ｌ
引
用
者
）
に
て
上
陸
い
た
し
候
、

不
切

こ
い
い
わ
し

○
飲
食
之
事
カ
ホ
ウ
宅
ニ
テ
ニ
ン
ニ
ク
ノ
粥
又
小
麦
□
ヲ
喫
セ
シ
コ
ト
ァ
リ
魚
ハ
鯉
鰯
菜
ハ
青
菜
ニ
ラ
ニ
ン
ニ
ク
一
一
一
葉
（
み
つ
ば
ぜ
り
Ｉ
引
用
者
）

か
ら
し
蕗
い
こ
ん
必
す

か
ち
ょ
う

り
ょ
う

求
明
い
ん

芥
大
根
茄
子
ナ
タ
マ
・
〆
芋
瓜
カ
ホ
チ
ャ
等
肉
ハ
鶏
家
猪
（
ぶ
た
－
引
用
者
）
家
鴨
菱
（
水
草
－
１
引
用
者
）
□
等
飲
ハ
酒
茶
酢
醤
油
味
噌
ア

リ
茶
ハ
上
品
酢
ハ
甘
キ
カ
タ
醤
油
ハ
此
方
ノ
味
一
一
異
ル
コ
ト
ナ
シ
味
噌
ハ
醤
油
ノ
様
ナ
ル
味
ニ
テ
…
…

（
銘
）

（
「
亜
蛎
港
紀
略
稿
一
元
」
よ
り
）

き
ゅ
う
し
つ

不
明

不
明

○
宮
室
（
家
屋
ｌ
引
用
者
）
之
事
居
宅
ハ
ミ
ナ
至
テ
美
麗
ヲ
尽
シ
市
店
モ
ミ
ナ
一
一
階
造
り
尾
□
柱
ハ
石
尾
ニ
テ
ロ
子
立
テ
板
茅
ノ
屋
根
木
ノ
柱
ハ
見
ル
コ

き
ず

ト
ナ
シ
天
井
ハ
ナ
ク
屋
根
ノ
四
方
二
板
ヲ
附
ケ
テ
架
コ
ト
シ
（
家
屋
ｌ
引
用
者
）
壁
ハ
石
尾
等
マ
テ
筑
キ
内
ニ
ハ
石
炭
ヲ
塗
ル
畳
ハ
ナ
シ
板
ヲ
張
り
或

も
う
せ
ん

Ｉ
）
 

か
い
が
。
ワ

ハ
土
間
二
腰
掛
ケ
ヲ
設
ヶ
又
毛
齪
（
じ
ゅ
う
た
ん
ｌ
引
用
者
）
ヲ
散
ク
障
子
ハ
貝
殻
ニ
テ
張
り
敷
居
鴨
居
モ
ァ
リ
此
方
（
日
本
‐
Ｉ
引
用
者
）
ノ
如
シ
門
戸
ハ

う
み

く
く

汐
も
濁
り
海
泥
地
の
遠
浅
に
て
、
船
寄
り
が
た
く
、
沖
に
繋
り
、
十
一
日
の
朝
、
送
り
参
り
候
役
々
と
も
ど
も
、
テ
ン
マ
（
伝
馬
船
Ⅱ
は

つ
ら
い
ろ

も
つ
ば

土
色
赤
ク
海
ハ
ト
ヲ
ァ
サ
ナ
リ
国
王
モ
専
ラ
交
易
ノ
ミ
ヲ
業
ト
ー
ス
ル
ョ
シ

ぬ
ひ

者
）
フ
ノ
外
近
国
ノ
人
コ
ノ
ッ
レ
来
リ
奴
蝉
（
召
使
ｌ
引
用
者
）
ト
ス
ル

ス
ル
山
ノ
上
一
一
城
（
モ
ン
テ
の
砦
ｌ
引
用
者
）
ノ
ャ
ウ
ニ
構
へ
石
門
ア
リ

ば
か
や
り
て
つ
ぽ
う

番
人
十
人
許
、
ソ
鎗
鉄
炮
（
槍
や
鉄
砲
１
列
引
用

（
マ
カ
オ
）

一
村
ノ
内
老
若
男
女
皆
マ
ッ
カ
コ
ジ
人
ノ
ミ

(１４）２３１ 
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さ
て
マ
カ
オ
に
お
け
る
三
人
の
日
本
漂
流
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
で
あ
る
が
、
資
料
に
欠
け
る
た
め
に
く
わ
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
か
れ
ら
は
ギ
ュ
ッ
ラ
フ

師
の
家
で
衣
食
に
窮
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
は
三
人
の
日
本
人
が
わ
が
家
に
身
を
寄
せ
た
の
を
幸
い
と
し
、
か
れ
ら
を
教
師
と
し
て

浜
辺
に
は
大
小
船
数
多
く
繋
り
、
漁
船
と
相
見
え
候
百
石
積
位
の
船
も
数
多
く
こ
れ
あ
り
、
大
小
帆
柱
二
本
立
て
に
て
白
木
造
り
の
船
多
く
、
ロ
ソ
ン
（
ル
ソ
ン
ー
引

用
者
）
の
船
と
相
見
え
帆
柱
二
本
立
て
に
て
、
黒
く
塗
り
候
船
も
こ
れ
あ
り

へ

そ
の
中
に
は
、
水
際
よ
り
底
の
方
は
銅
に
て
包
み
、
窓
を
硝
子
に
て
張
り
、
い
ろ
い
ろ
に
彩
色
い
た
し
、
舳
さ
き
に
は
人
形
を
付
け
、
帆
柱
三
本
立
て
侯
大
船
、
そ
の

外
唐
船
又
は
見
馴
れ
ざ
る
船
数
多
繋
り
、
専
ら
国
々
通
商
い
た
し
候
と
見
請
け
申
候
。

（
「
神
力
丸
馬
円
漂
流
口
書
」
よ
り
）

右
奥
門
之
海
岸
へ
上
陸
い
た
し
、
水
主
躰
之
者
同
道
い
た
し
、
浜
辺
よ
り
人
家
続
き
凡
三
千
軒
程
も
有
之
侯

ま
た
は

－
、
此
所
之
家
造
り
、
瓦
屋
根
二
而
二
階
作
り
、
板
間
又
者
布
瓦
の
間
も
有
之
、
壁
ハ
白
壁
、
又
は
板
張
の
間
も
有
之
。

み
う
け

一
、
店
二
積
立
有
之
候
口
叩
ハ
、
商
ひ
物
之
様
子
二
而
、
唐
人
躰
之
者
と
売
買
致
し
候
様
子
二
見
請
申
候
。

日
本
語
研
究
と
聖
書
の
和
訳
に
着
手
す
る
の
で
あ
る
。

凹面》》州辨
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
宅
に
は
、
中
国
人
の
秘
書
兼
通
訳
が
い
た
よ
う
で
あ
り
、
ギ
ュ
ッ
ラ

フ
は
日
本
語
を
学
習
す
る
さ
い
に
そ
の
助
け
を
借
り
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本

舟一》』》五日、サミュエル・ウエールズ・ウイリアムズ師は、日本漂流民と知り
人
が
来
て
一
ヵ
月
ほ
ど
の
間
に
、
日
本
語
は
長
足
の
進
歩
を
と
げ
る
の
で
あ
る
。

三
人
の
日
本
人
が
マ
カ
オ
に
来
て
半
年
ち
か
く
に
経
っ
た
一
八
一
一
一
六
年
六
月
二
十

（〃》椰岼》》Ｌ
合
い
に
な
り
、
や
が
て
身
の
上
話
を
聞
い
た
い
き
さ
つ
を
記
し
て
い
る
。

サ
ｓ
鋤
、
”
よ

（
「
栄
寿
丸
漂
流
口
書
」
よ
り
）
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つ
い
で
同
年
十
一
月
、
こ
ん
ど
は
ギ
ュ
ヅ
ラ
フ
が
日
課
を
手
紙
で
報
告
し
、
そ
の
中
で
日
本
漂
流
民
の
よ
う
す
を
語
っ
て
い
る
。

午
前
七
時
か
ら
九
時
ま
で
旧
約
聖
書
の
中
国
語
訳
を
お
こ
な
い
、
「
そ
れ
か
ら
九
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で
、
二
、
三
人
の
日
本
人
の
助
け
に
よ
り
、
新
約
の

日
本
語
翻
訳
に
従
事
す
る
。
十
二
時
よ
り
午
後
一
時
ま
で
、
右
翻
訳
文
の
厳
密
な
る
訂
正
」
。

さ
ら
に
午
後
一
時
か
ら
二
時
ま
で
、
中
国
語
の
ト
ラ
ク
ト
（
小
冊
子
）
の
準
備
。
二
時
か
ら
五
時
ま
で
中
国
文
学
の
研
究
、
書
籍
の
領
布
、
病
人
の
見
舞
、

（
鈍
）

学
校
の
管
理
。
六
時
か
ら
十
時
、
寝
る
ま
で
、
手
紙
を
書
い
た
り
、
業
務
の
整
理
な
ど
・
・
・
…
。

こ
の
よ
う
に
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
は
、
毎
日
無
為
に
す
ご
す
こ
と
は
な
く
、
こ
の
日
課
表
を
見
る
か
ぎ
り
、
く
つ
ろ
ぐ
ひ
ま
も
な
か
っ
た
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
。

乗
組
員
は
飲
み
水
が
な
い
の
に
大
い
に
苦
し
み
、
壊
血
病
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
欠
乏
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
Ｉ
引
用
者
）
が
ひ
ろ
ま
っ
た
た
め
に
、
か
れ
の
話
だ
と
、

は

「
手
足
が
た
る
の
よ
う
に
腫
れ
あ
が
っ
た
」
と
い
う
｝
」
と
で
す
。
コ
ン
パ
ス
を
も
た
ず
に
そ
ん
な
に
も
長
い
期
間
、
海
上
を
た
だ
よ
っ
て
い
た
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
話
で

す
。
三
人
が
当
地
に
来
て
か
ら
、
鎖
国
を
し
い
て
い
る
未
知
な
る
日
本
は
、
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
…
…

（
の
．
言
言
一
一
旨
白
の
》
弓
馬
旧
涛
目
只
旧
§
：
具
、
三
二
菖
冒
の
…
よ
り
）

一
八
三
六
年
六
月
二
十
五
日
’
い
ま
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
氏
の
家
に
日
本
人
が
三
名
お
り
ま
す
。
か
れ
ら
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
川
（
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

州
南
東
部
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
を
通
っ
て
太
平
洋
に
注
ぐ
ｌ
引
用
者
）
か
ら
ロ
ン
ド
ン
を
経
て
、
当
地
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
者
た
ち
で
す
。

目
下
、
か
れ
ら
は
イ
ギ
リ
ス
委
員
会
の
費
用
で
養
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
人
の
う
ち
一
名
は
、
【
の
。
霞
（
：
（
休
吉
）
と
い
い
ま
す
が
、
き
ょ
う
わ
た
し
の
所
に
使
い
に

来
ま
し
た
。
わ
た
し
は
そ
の
者
が
か
た
こ
と
の
英
語
が
話
せ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
思
い
つ
く
ま
ま
い
ろ
い
ろ
質
問
し
ま
し
た
。

り

相
手
の
話
に
よ
る
と
、
江
戸
か
ら
五
○
マ
イ
ル
ほ
ど
の
小
さ
い
町
の
出
身
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
（
中
国
の
里
は
、
お
そ
ら
く
一
一
一
分
の
一
マ
イ
ル
で
し
ょ
う
）
。
そ
の
町

は
、
国
急
用
】
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
た
ぶ
ん
米
を
生
産
し
、
そ
れ
を
首
都
の
江
戸
へ
売
り
さ
ば
い
て
い
る
小
さ
な
港
町
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
者
と
仲
間
は
、
ぜ
ん

マ
マ

ゾ
ヤ
ン
ク

ぶ
で
四
十
名
（
十
四
名
の
誤
り
ｌ
引
用
者
）
に
な
り
ま
す
が
、
帆
船
に
乗
り
の
円
】
：
、
〕
を
出
帆
し
ま
し
た
。

五
日
以
内
に
江
戸
に
着
く
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
沖
に
吹
き
流
さ
れ
、
も
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
船
は
大
き
く
は
な
く
、
米
を
積
ん
で
お
り
ま
し

で
▼

た
。
そ
の
者
の
説
明
に
よ
る
と
、
漂
流
す
る
こ
と
約
四
十
ヶ
月
（
十
四
ヵ
月
の
誤
り
Ｉ
引
用
者
）
に
も
及
ん
だ
と
い
う
一
」
と
で
す
。
そ
の
間
に
い
ま
マ
カ
オ
に
い
る
一
一
一
人

を
除
い
て
全
員
が
亡
く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
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（
ヨ
ハ
ネ
綱
汀
官
）
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

こ
一
」
で
注
意
す
べ
き
は
、
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
が
一
一
一
人
の
日
本
人
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
新
約
聖
書
の
う
ち
『
約
翰
福
音
之
伝
』
（
新
嘉
玻
堅
夏
書
院
蔵
版
、

（
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
の
筆
名
）

（
ヨ
ハ
ネ
暫
同
）

善
徳
纂
）
と
『
約
翰
上
中
下
書
』
（
新
嘉
披
堅
夏
書
院
蔵
版
、
善
徳
纂
）
の
ロ
〕
本
語
訳
に
着
手
し
、
そ
れ
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

和
訳
は
、
一
一
一
人
の
日
本
人
が
マ
カ
オ
に
送
ら
れ
て
来
て
早
々
の
、
一
八
三
五
年
十
二
月
か
ら
翌
一
一
一
十
六
年
十
一
月
ま
で
の
約
一
年
の
あ
い
だ
に
終
え
、
そ
の

訳
稿
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
米
国
伝
道
協
会
の
出
版
所
（
堅
夏
書
院
）
に
届
け
ら
れ
、
’
八
三
七
年
五
月
に
は
木
板
刷
り
で
出
版
さ
れ
た
。
『
約
翰
福
音
之
伝
』

（
鍋
）

は
一
五
一
一
五
冊
、
『
約
翰
上
中
下
聿
已
』
は
一
四
○
○
冊
刷
っ
た
も
の
ら
し
い
。

ギ
ュ
ッ
ラ
フ
訳
は
、
無
学
な
日
本
人
水
夫
を
助
手
と
し
て
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
誤
り
が
多
く
、
意
味
不
明
な
箇
所
も
多
々
み
ら
れ
る
が
、
尾
張
方

（
妬
）

一
一
一
一
口
が
混
入
し
て
い
る
の
で
方
言
研
究
の
資
料
と
し
て
貴
重
な
文
献
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ふ
た
た
び
話
を
も
ど
す
。
一
八
三
六
年
十
一
月
の
、
あ
る
日
曜
日
の
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
の
活
動
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

午
前
七
時
か
ら
九
時
ま
で
は
、
中
国
語
の
旧
約
研
究
会
、
十
時
か
ら
十
時
半
ま
で
中
国
人
の
教
会
に
出
か
け
る
。
「
十
二
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
日
本
人
の

（
釘
）

礼
拝
」
。
一
二
時
か
ら
六
時
ま
で
、
中
国
人
の
家
庭
訪
問
。
六
時
か
ら
七
時
ま
で
中
国
人
の
日
曜
学
校
。
七
時
半
か
ら
九
時
ま
で
、
病
院
に
て
英
語
の
説
教
。

こ
こ
で
注
意
を
引
か
れ
る
の
は
、
「
日
本
人
の
礼
拝
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
人
の
日
本
人
が
、
教
会
堂
で
キ
リ
ス
ト
像
を
う
や
ま
い
、
お
が
ん
だ
、
と
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
か
れ
ら
は
漂
流
ち
ゅ
う
に
キ
リ
ス
ト
信
徒
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

三
人
の
日
本
漂
流
民
が
マ
カ
オ
で
暮
ら
し
は
じ
め
て
一
年
数
ヵ
月
経
っ
た
、
一
八
一
一
一
七
年
三
月
の
こ
と
、
九
州
出
身
の
漂
流
民
が
四
名
マ
カ
オ
に
送
ら
れ
て

き
た
。
異
郷
に
お
い
て
は
か
ら
ず
も
同
胞
と
出
会
っ
て
、
三
人
の
日
本
人
は
歓
喜
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
四
人
は
い
ず
れ
も
九
州
の
出
身
で
あ
り
、
天
保
六
年
十
一
月
一
日
（
’
八
一
一
一
五
・
一
二
・
二
○
）
、
八
十
石
積
の
船
で
天
草
を
出
帆
し
長
崎
へ
む
か
う

途
中
、
大
風
に
よ
っ
て
吹
き
流
さ
れ
、
難
波
し
て
三
十
五
日
後
に
ル
ソ
ン
島
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の
北
岸
に
漂
着
し
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

船
頭
…
…
…
庄
蔵
（
肥
後
の
飽
託
郡
川
尻
の
出
身
）

水
夫
…
…
…
寿
三
郎
（
肥
後
の
玉
名
郡
坂
下
手
永
晒
浦
の
出
身
）

熊
太
郎
…
…
（
肥
前
の
島
原
の
出
身
）

Ｉ 
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イ
ギ
リ
ス
側
は
、
日
本
漂
流
民
の
故
国
送
還
に
熱
意
を
失
な
い
か
け
て
い
た
が
、
広
東
に
拠
点
を
お
く
ア
メ
リ
カ
の
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
商
会
（
’
八
二
八
年
に

設
立
）
は
、
同
商
会
の
持
船
モ
リ
ソ
ン
号
に
よ
っ
て
、
日
本
人
を
故
国
に
送
還
し
よ
う
と
計
画
し
た
。

（
㈹
）

は
じ
め
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
は
、
モ
リ
ソ
ン
号
の
姉
妹
船
ヒ
マ
レ
ー
ロ
官
で
日
本
漂
流
民
七
名
全
員
を
送
還
し
よ
う
と
し
、
イ
ギ
リ
ス
商
務
庁
に
懇
請
し
た
が
、
漂
流

日
本
人
を
外
国
船
で
日
本
へ
送
り
還
す
の
は
危
険
で
あ
る
た
め
、
い
っ
た
ん
琉
球
へ
送
る
ほ
う
が
よ
い
と
の
判
断
に
よ
り
、
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
案
は
拒
絶
さ
れ
た
。

代
わ
っ
て
浮
上
し
た
の
は
、
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
商
会
の
広
東
の
支
配
人
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ン
グ
の
案
で
あ
っ
た
。

キ
ン
グ
は
、
日
本
人
七
名
を
別
々
に
連
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
反
対
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
商
務
庁
の
長
官
の
提
案
は
、
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
と
漂
流
民
七
名
は
、
折
か
ら
マ

カ
オ
に
到
着
し
た
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
ロ
ー
レ
ィ
号
に
乗
り
、
同
船
が
琉
球
へ
行
っ
た
と
き
に
、
キ
ン
グ
ら
日
本
へ
往
く
船
と
那
覇
で
落
ち
あ
い
、
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
と

日
本
人
ら
は
キ
ン
グ
の
船
に
移
乗
し
て
は
ど
う
か
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

キ
ン
グ
は
こ
の
案
に
対
し
て
反
対
し
た
。
か
り
に
航
海
の
途
中
で
あ
っ
て
も
、
日
本
人
が
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
に
乗
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
と
、
日
本
側
に

疑
惑
を
抱
か
せ
る
こ
と
に
な
る
。
け
つ
き
よ
く
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
だ
け
が
ロ
ー
レ
ィ
号
で
那
覇
へ
行
き
、
そ
こ
で
日
本
へ
む
か
う
一
行
と
落
ち
合
う
こ
と
に
し
、
｜

（
弧
）

方
漂
流
民
七
名
は
マ
カ
オ
か
ら
ア
メ
リ
カ
商
船
に
乗
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

日
本
漂
流
民
の
本
国
送
還
を
口
実
に
、
日
本
遠
征
を
計
画
し
た
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
商
会
の
真
の
ね
ら
い
も
し
く
は
野
望
は
、
日
本
と
の
通
商
な
ら
び
に
伝
道
の

話
で
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
師
に
身
が
壱

モ
リ
ソ
ン
号
の
日
本
遠
征
。

村
へ
連
れ
て
ゆ
か
れ
、

送
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
羽
）

四
人
は
マ
カ
オ
に
着
い
た
と
き
、
頼
る
べ
き
知
人
な
く
、
途
方
に
暮
れ
、
日
本
人
ら
し
く
自
殺
す
る
ほ
か
な
い
と
考
え
た
が
、
ア
メ
リ
カ
海
外
宣
教
団
の
世

で
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
師
に
身
が
ら
を
託
さ
れ
、
そ
の
庇
護
の
も
と
で
新
し
い
生
活
を
は
じ
め
た
。

こ
れ
ら
四
人
の
漂
着
者
た
ち
は
、
陸
に
あ
が
っ
て
ほ
ど
な
く
十
五
、
六
人
の
〃
黒
人
〃
に
取
り
か
こ
ま
れ
、
持
ち
物
を
す
べ
て
奪
わ
れ
た
あ
げ
く
、
山
中
の

へ
連
れ
て
ゆ
か
れ
、
村
を
転
々
と
す
る
う
ち
に
役
人
に
引
き
渡
さ
れ
、
船
で
マ
ニ
ラ
に
送
ら
れ
た
。
や
が
て
か
れ
ら
は
ス
ペ
イ
ン
官
憲
の
手
で
マ
カ
オ
に
護

（
銘
）

力
松
…
…
。
：
（
肥
前
の
口
之
津
の
出
身
）
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糸
口
を
つ
か
む
こ
と
で
あ
っ
た
。

八
三
七
年
七
月
三
日
（
天

Ｃ
・
Ｗ
キ
ン
グ
夫
妻

と
遭
っ
た
。
十
一
日
午
前
六
畦

球
列
島
を
見
、
午
前
十
一
時
』

し
、
江
戸
湾
口
を
め
ざ
し
た
。

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ェ

七
名
の
漂
流
日
本
人

ら
は
、
マ
カ
オ
の
錨
地
に

ら
は
、
マ
カ
オ
の
錨
地
に
碇
泊
中
の
モ
リ
ソ
ン
号
に
乗
船
し
た
。

モ
リ
ソ
ン
号
が
日
本
へ
む
か
う
目
的
に
つ
い
て
パ
ー
カ
ー
師
は
、
「
漂
流
民
七
名
を
故
国
へ
還
し
て
や
る
こ
と
で
あ
り
、
究
極
に
は
神
の
栄
光
に
よ
っ
て
、

’
’
’
千
五
百
万
人
の
国
民
を
救
済
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
、
語
っ
た
と
い
う
。

翌
七
月
四
日
（
ア
メ
リ
カ
独
立
記
念
日
）
、
乗
客
お
よ
び
船
員
総
数
三
十
八
名
は
マ
カ
オ
の
錨
地
を
出
帆
し
、
針
路
を
東
バ
シ
海
峡
に
さ
だ
め
た
こ
ろ
強
風

と
遭
っ
た
・
十
一
日
午
前
六
時
ご
ろ
、
日
本
領
土
の
八
重
山
群
島
を
望
見
し
、
そ
の
後
東
シ
ナ
海
に
入
っ
た
。
十
一
一
日
の
午
前
六
時
ご
ろ
、
南
西
の
方
角
に
琉

球
列
島
を
見
、
午
前
十
一
時
に
那
覇
に
投
錨
し
た
。
十
五
日
の
午
後
、
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
が
軍
艦
ロ
ー
レ
ィ
号
か
ら
モ
リ
ソ
ン
号
に
移
乗
し
た
の
で
、
直
ち
に
抜
錨

七
月
一
一
十
八
日
…
…
強
力
な
潮
流
に
助
け
ら
れ
、
船
は
大
島
沖
を
通
過
し
、
城
ヶ
島
を
み
と
め
た
。

七
月
一
一
十
九
日
…
…
午
前
十
時
ご
ろ
、
船
は
伊
豆
岬
か
ら
十
二
か
ら
十
四
マ
イ
ル
の
地
点
を
航
行
し
て
い
た
。
雪
を
い
た
だ
い
た
富
士
山
を
望
見
し
、
ま
た

丘
陵
や
森
や
岩
か
ら
成
る
陸
地
が
目
に
入
っ
た
。
船
が
徐
々
に
江
戸
湾
ふ
か
く
入
っ
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
、
四
、
五
十
隻
の
和
船
を
み
た
。

か
く
し
て
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
商
会
に
よ
っ
て
周
到
に
用
意
さ
れ
た
の
は
、
快
速
帆
船
モ
リ
ソ
ン
号
（
五
六
四
ト
ン
、
船
長
Ｄ
・
イ
ン
ガ
ソ
ル
）
で
あ
っ
た
。

七
月
十
六
日
…
…
…
前
夜
、
琉
球
列
島
の
南
端
を
江

七
月
二
十
七
日
…
…
遠
江
国
御
前
崎
を
望
見
し
た
。

そ
の
後
の
航
海
の
よ
う
す
を
記
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

七
月
十
六
日
…
…
…
前
夜
、
琉
球
列
島
の
南
端
を
迂
回
し
太
平
洋
に
出
た
。
明
け
方
、
船
は
海
岸
か
ら
二
○
マ
イ
ル
沖
を
航
行
し
て
い
た
。

医
療
宣
教
師
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ー
カ
ー
二
八
○
四
～
八
八
）

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
師
二
八
一

（
天
保
八
・
六
二
）
の
夕
刻
Ｉ

（
肥
）

一
～
八
四
）
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投
錨
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
港
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
小
舟
が
モ
リ
ソ
ン
号
の
方
に
や
っ
て
来
た
。
日
本
人
は
は
じ
め
び
く
び
く
し
て
い
る
よ
う
に
見
う
け
ら

れ
た
が
、
外
国
人
か
ら
タ
ラ
ッ
プ
を
登
っ
て
く
る
よ
う
合
図
さ
れ
る
と
、
す
な
お
に
甲
板
に
上
っ
て
き
た
。
そ
の
中
に
六
十
歳
台
の
老
人
が
お
り
、
そ
の
あ
と

か
ら
大
勢
日
本
人
が
や
っ
て
き
た
。
船
の
大
き
さ
を
測
っ
た
り
、
マ
ス
ト
の
先
端
を
み
て
あ
っ
け
に
と
ら
れ
て
い
る
者
も
い
た
。

ぬ
か

し
か
し
、
漂
流
民
た
ち
は
、
そ
れ
が
糠
喜
び
に
お
わ
ろ
う
と
は
、
夢
想
だ
に
Ｉ
し
な
か
っ
た
。

モ
リ
ソ
ン
号
は
、
北
東
風
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
江
戸
湾
の
奥
へ
奥
へ
と
進
ん
で
行
っ
た
。
尾
張
出
身
の
音
吉
、
政
吉
、
岩
吉
の
三
人
は
、
か
れ
ら
に
と
つ

（
狐
）

て
な
じ
み
の
風
景
や
岬
な
ど
を
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
師
に
指
し
示
し
た
と
い
う
。

（
妬
）

一
八
一
一
一
七
年
七
月
一
一
一
十
日
（
天
保
八
・
六
・
一
一
八
）
、
モ
リ
ソ
ン
号
は
、
雨
ま
じ
り
の
向
い
風
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
一
一
一
崎
の
南
に
あ
た
る
方
角
を
進
ん
で
い

た
。
午
前
十
一
時
ご
ろ
砲
声
の
よ
う
な
も
の
を
聞
い
た
が
、
外
国
船
の
接
近
を
江
戸
に
知
ら
せ
る
合
図
の
よ
う
に
お
も
え
た
。

こ
の
日
の
朝
、
浦
賀
奉
行
・
太
田
運
八
郎
は
、
三
崎
詰
支
配
組
与
力
・
香
山
肋
七
郎
よ
り
異
国
船
出
現
の
急
報
に
接
し
た
の
で
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
江
戸
に

（
蛤
）

報
告
し
た
。
平
根
山
砲
台
で
は
、
モ
Ⅱ
ゾ
ソ
ン
号
が
近
づ
く
の
を
み
と
め
た
の
で
、
砲
撃
を
開
始
し
た
。

こ
の
日
、
濃
霧
や
雲
が
陸
地
を
お
お
っ
て
い
た
の
で
、
砲
火
を
よ
く
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
空
が
晴
れ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
浦
賀
の
南
に
あ
る
砲

（
鞭
）

台
が
み
え
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
盛
ん
に
大
砲
を
打
ち
か
け
て
く
る
の
で
、
午
後
一
一
時
ご
ろ
砦
の
南
一
一
キ
ロ
ほ
ど
の
沖
に
投
錨
し
た
。
モ
リ
ソ
ン
号
が
碇
泊
し
た

あ
ざ

（
棚
）

の
は
、
一
二
浦
郡
野
比
村
字
白
根
附
近
で
あ
る
ら
し
い
。

パ
ー
カ
ー
師
は
、
日
本
本
士
を
見
て
こ
お
ど
り
し
て
喜
ぶ
漂
流
民
た
ち
の
よ
う
す
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

パ
ウ
ス
プ
リ
ッ
ト

七
名
の
男
は
、
ふ
た
た
び
故
国
の
海
岸
を
み
て
歓
喜
し
た
。
か
れ
ら
は
や
り
出
’
し
（
帆
船
の
船
首
に
突
き
出
て
い
る
マ
ス
ト
状
の
円
材
ｌ
引
用
者
）
の
上
に
腰
を
お
ろ

し
、
”
祖
国
“
を
食
い
入
る
よ
う
な
目
で
じ
っ
と
見
つ
め
、
じ
ぶ
ん
た
ち
が
熟
知
し
て
い
る
岬
、
島
々
、
山
な
ど
を
認
め
る
と
、
改
め
て
歓
声
を
あ
げ
た
。

漂
流
民
の
心
は
、
も
う
す
ぐ
こ
の
地
上
に
お
い
て
最
も
い
と
し
い
、
し
か
も
一
別
以
来
ひ
じ
ょ
う
に
長
い
歳
月
に
な
る
者
た
ち
の
も
と
に
戻
れ
る
と
思
っ
て
、
意
気
盛

（
蛆
）

ん
で
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。
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（
イ
ギ
リ
ス
）

一
方
、
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
か
ら
の
密
告
（
風
説
書
）
に
よ
り
、
漂
流
の
口
ｕ
本
人
七
名
を
乗
り
組
ま
せ
た
モ
リ
ソ
ン
と
い
う
エ
ヶ
レ
ス
船
が
、
漂
流
人
た
ち

（
艶
）

を
送
り
と
ど
け
に
江
戸
近
海
に
来
る
が
、
そ
の
じ
っ
日
本
と
の
交
易
を
願
い
出
る
の
が
ロ
ロ
的
等
に
つ
い
て
、
幕
府
が
細
大
洩
ら
さ
ず
知
る
の
は
、
翌
天
保
九
年

六
月
（
’
八
三
八
・
七
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
評
定
所
に
お
い
て
、
外
国
船
打
払
い
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て
評
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

と
も
あ
れ
モ
リ
ソ
ン
号
は
、
砲
撃
を
う
け
、
船
の
中
央
部
の
左
舷
に
命
中
弾
さ
え
う
け
た
。
江
戸
湾
か
ら
の
退
去
に
際
し
て
、
い
ち
ば
ん
落
胆
し
た
の
は
七

名
の
漂
流
民
た
ち
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
破
船
の
難
に
遭
い
、
苦
難
の
は
て
に
母
国
に
戻
っ
て
き
た
の
に
、
上
陸
ど
こ
ろ
か
砲
撃
を
も
っ
て
追
い
払
わ
れ
た
の

イ
ン
ガ
ソ
ル
船
長
は
、
直
ち
に
抜
錨
の
命
令
を
く
だ
し
た
。
砲
弾
は
大
き
な
う
な
り
声
を
あ
げ
な
が
ら
船
の
ま
わ
り
に
落
ち
て
き
た
。
モ
リ
ソ
ン
号
は
、
や

む
な
く
こ
れ
以
上
の
江
戸
湾
の
奥
に
進
む
の
は
危
険
で
あ
る
ば
か
り
か
、
日
本
側
と
の
交
渉
の
余
地
も
な
い
と
の
判
断
に
立
っ
て
退
去
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

し
か
し
、
立
ち
の
く
前
に
湾
内
に
い
る
日
本
の
漁
船
乗
組
員
を
船
に
招
く
と
、
陸
に
い
る
役
人
た
ち
に
、
じ
ぶ
ん
た
ち
の
国
籍
や
来
航
の
目
的
な
ど
を
伝
え

そ
の
夜
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
暮
れ
て
行
っ
た
。
菫

か
ら
大
砲
を
海
岸
へ
移
動
し
、
未
明
の
砲
撃
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ラ
ウ
ン
ド
・
ハ
ウ
ス

キ
ン
グ
夫
妻
が
い
る
後
田
‐
板
後
部
の
船
室
に
招
か
れ
た
ロ
日
本
人
は
、
甘
い
ワ
イ
ン
や
軽
食
を
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
ワ
イ
ン
を
好
む
日
本
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な

（
網
）

か
つ
た
が
、
パ
ン
は
い
ち
ば
ん
人
気
が
あ
っ
た
。
見
物
人
は
、
こ
の
日
だ
け
で
も
一
一
百
人
を
超
え
た
。

（
印
）

そ
の
夜
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
暮
れ
て
行
っ
た
。
｜
夜
明
け
て
七
月
一
二
十
一
日
の
午
前
六
時
ご
ろ
、
突
然
砲
撃
が
は
じ
ま
っ
た
。
夜
の
う
ち
に
砦

で
あ
る
。

（
別
）

て
欲
し
い
］
曰
依
頼
し
た
が
成
功
し
な
か
っ
た
。

漂
流
民
の
内
二
人
は
、
本
国
の
こ
の
仕
打
ち
を
恨
み
に
お
も
い
、
帰
国
の
望
み
を
断
ち
切
る
た
め
に
頭
髪
を
す
べ
て
切
り
落
し
た
よ
う
で
あ
る
。

薄
命
ナ
ル
日
本
人
噸
躍
蠣
ヲ
サ
ス
今
ハ
永
世
本
国
ヨ
リ
追
放
セ
ラ
レ

お
の

不
明

巳
レ
カ
本
国
ヲ
恩
上
切
ダ
ル
証
拠
ナ
リ
ト
ー
プ
全
頭
ノ
毛
髪
ヲ
刺
□
タ
リ

マ
マ

還
り
来
ル
ベ
キ
取
扱
ニ
ァ
ヒ
テ
大
一
一
怨
ヲ
含
メ
テ
気
色
ハ
ァ
ラ
ハ
レ
ヶ
ル
七
人
内
一
一
人
ハ

（
兜
）

（
写
本
「
天
保
八
年
六
月
モ
リ
ソ
ン
船
打
払
之
妹
末
全
」
よ
り
）
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モ
リ
ソ
ン
号
は
、
そ
よ
風
に
乗
り
、
江
戸
湾
を
出
た
の
ち
、
志
摩
国
鳥
羽
を
目
ざ
し
た
が
、
風
の
む
き
が
よ
く
な
い
た
め
に
一
路
鹿
児
島
に
む
か
っ
た
。

し
ゆ
う
こ

（
現
）

八
月
十
日
同
船
は
薩
摩
国
揖
宿
郡
兒
水
村
の
沖
に
碇
泊
し
、
漂
流
民
護
送
の
意
味
を
徹
底
す
る
よ
う
努
め
た
が
、
不
成
功
に
お
わ
り
、
さ
ら
に
船
を
山
川

に
近
い
所
ま
で
進
航
す
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
の
で
、
そ
の
通
り
に
す
る
と
、
八
月
十
二
日
の
午
前
中
、
浦
賀
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
こ
こ
で
も
砲
撃
を
う
け
た
。

か
く
し
て
漂
流
民
た
ち
は
、
故
国
を
目
前
に
し
な
が
ら
帰
国
を
果
さ
ず
、
空
し
く
日
本
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。
漂
流
民
の
ひ
と
り
、
音
吉
は
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ

（
弱
）

（
弱
）

師
に
い
っ
た
。
「
ま
た
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
。
モ
リ
ソ
ン
ロ
盲
は
、
同
月
一
一
十
九
日
の
夕
刻
、
っ
つ
が
な
く
マ
カ
オ
の
錨
地
に
帰
着
し
た
。

商
業
的
に
い
え
ば
、
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
商
会
が
、
今
回
の
日
本
遠
征
の
失
敗
で
こ
う
む
っ
た
損
失
は
、
二
千
ド
ル
に
も
な
っ
た
。
大
金
を
投
じ
た
わ
り
に
は
、

（
研
）

何
ん
の
利
益
も
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
布
教
活
動
や
科
学
的
の
調
査
も
お
こ
な
え
ず
、
成
果
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。

七
名
の
日
本
漂
流
民
た
ち
は
、
故
国
の
山
河
を
目
の
ま
え
に
し
な
が
ら
、
断
腸
の
思
い
で
マ
カ
オ
に
帰
航
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
の
か
れ
ら
の
心
情
を

写
し
た
も
の
に
水
夫
・
寿
三
郎
が
、
天
保
十
二
年
二
八
四
一
）
オ
ラ
ン
ダ
人
に
托
し
て
故
郷
の
家
族
（
父
や
兄
）
に
送
っ
た
書
簡
が
あ
る
。
原
文
は
漢
字
ま

じ
り
の
カ
タ
カ
ナ
文
で
あ
る
が
、
読
み
づ
ら
い
の
で
、
漢
字
と
平
仮
名
で
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

マ
カ
オ
帰
着
後
の
漂
流
民
七
名
の
動
静
。

ま
た
是
非
（
な
く
か
）
唐
澳
門
に
帰
り
、
い
ま
で
住
み
い
る
な
り
。
た
だ
し
わ
た
く
し
共
、
か
よ
う
に
銀
難
苦
労
い
た
し
て
、
助
す
か
り
し
命
な
れ
ば
、
ま
た
日
本
へ

（
銘
）

帰
っ
て
、
天
下
様
の
ま
た
ご
な
ん
だ
い
に
な
っ
て
、
そ
の
う
え
に
、
せ
い
ば
い
に
て
も
あ
う
よ
う
な
ら
ば
ま
た
ノ
ー
哀
し
み
の
上
の
、
何
と
も
う
す
や
う
は
な
し
。
．
…
．

（
血
味
不
明
）

な
ら
び
に
ま
た
、
薩
摩
へ
参
り
、
こ
ん
ど
は
わ
た
く
し
と
庄
蔵
殿
と
、
桜
島
に
あ
が
り
て
、
御
役
人
に
告
げ
候
と
こ
ろ
、
ち
が
も
つ
に
、
錨
を
お
ろ
さ
せ
、
一
一
日
待
た

○
Ｃ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
 

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｃ
 

し
て
、
一
二
日
目
の
朝
よ
り
、
ま
た
石
火
矢
鉄
鉋
打
ち
い
だ
さ
れ
、
ま
こ
と
に
そ
の
と
き
の
哀
し
さ
わ
れ
、
か
え
す
ｊ
く
～
も
う
う
み
や
ま
（
海
山
ｌ
引
用
者
）
何
に
も
た
と

Ｃ
ｏ
ｏ
○
○
Ｃ
 

一
え
る
こ
と
な
き
。

と
も
に
、
ア
ｊ

か
の
こ
と
で
、

（
前
文
略
）

こ
の
国
の
城
下
に
ま
い
り
、
こ
の
国
よ
り
唐
廣
澳
門
と
い
う
所
に
送
ら
れ
・
こ
の
所
よ
り
尾
張
の
人
三
人
と
も
に
な
り
。
こ
の
人
の
名
、
岩
吉
音
吉
久
吉
。
こ
の
三
人

Ｉ
．
 

（
大
砲
）

も
に
、
ア
メ
リ
カ
と
い
ふ
国
の
ふ
子
に
て
、
江
戸
浦
賀
ノ
ロ
ま
で
参
り
候
と
こ
ろ
、
そ
の
所
よ
り
、
石
火
矢
鉄
鉋
打
ち
い
だ
さ
れ
、
そ
の
石
火
矢
の
玉
で
、
岩
士
ロ
わ
ず

危
う
き
命
を
も
う
け
。

(22）２２３ 



オットソン”と呼ばれた日本漂流民

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
師
は
、
モ
リ
ソ
ン
号
の
日
本
遠
征
の
航
海
五
十
六
日
間
を
総
括
し
、
そ
れ
を
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
・
リ
コ
ー
ダ
ー
』
（
’
八

七
六
年
）
に
投
稿
す
る
の
だ
が
、
こ
の
中
で
マ
カ
オ
帰
着
後
の
日
本
人
漂
流
民
の
消
息
を
つ
た
え
て
い
る
。

同
人
に
よ
る
と
、
七
名
の
日
本
人
は
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
に
従
っ
て
い
る
、
と
い
い
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
い
う
。
氏
名
は
明
ら
か
に
し
て

マ
マ

い
な
い
が
、
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
師
宅
に
一
一
名
、
マ
カ
オ
の
わ
た
し
の
印
刷
所
で
一
一
名
の
日
本
人
が
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
四
名
の
日
本
人
は
ウ
ィ

（
閑
）

リ
ア
ム
ズ
師
の
日
本
語
教
師
で
あ
り
、
か
れ
ら
の
手
を
貸
り
て
「
創
世
記
」
「
福
音
章
自
」
「
ヨ
ハ
ネ
の
書
簡
」
な
ど
を
日
本
語
に
訳
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
後
の
七
名
の
漂
流
民
の
動
静
を
一
覧
表
に
し
て
ま
と
め
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

フ（》。 尾
州
出
身
の
岩
吉
、
久
吉
、
音
吉
ら
三
人
は
、
マ
カ
オ
に
帰
着
後
、
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
の
家
で
く
ら
す
か
た
わ
ら
、
イ
ギ
リ
ス
商
務
庁
に
勤
め
て
い
た
よ
う
で
あ

つ
ぎ
の
四
名
は
二
ヵ
年
間
、
マ
カ
オ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
師
の
家
で
や
っ
か
い
に
な
っ
た
の
ち
、
う
ち
三
名
は
中
国
沿
岸
の
都
市
に
分
散
す
る
に
至
っ
た
。

庄
蔵
…
…
…
の
ち
香
港
に
移
り
、
洋
服
屋
と
な
―

寿
三
郎
…
…
マ
カ
オ
で
死
去
。
埋
葬
地
は
不
詳
。

に
同
庁
を
退
職
。
の
ち
上
海
に
移
住
。

音
吉
…
…
…
一
八
四
八
年
（
嘉
永
元
年
）
も
し
く
は
一
八
四
九
年
（
嘉
永
二
年
）
に
マ
カ
オ
を
去
り
、
上
海
に
移
住
し
た
。
デ
ン
ト
商
会
の
ビ
ー
ル
家
の
門
番
に
雇
わ
れ
、

外
国
人
か
ら
〃
オ
ッ
ト
ソ
ン
〃
の
愛
称
で
呼
ば
れ
た
。
同
年
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
マ
リ
ナ
ー
号
に
乗
り
、
江
戸
湾
測
量
の
た
め
浦
賀
に
来
航
。
文
久
元
年
二
八

六
一
）
末
、
家
族
を
連
れ
て
妻
の
郷
里
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
住
。

岩
吉
…
・
・
…
・
の
ち
マ
カ
オ
よ
り
寧
波
に
移
る
が
、
女
一
房
が
不
義
を
は
た
ら
き
、
先
夫
の
手
に
か
か
り
殺
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

久
吉
…
・
・
…
・
の
ち
マ
カ
オ
よ
り
香
港
に
移
っ
た
も
の
か
。
一
八
四
九
年
、
イ
ギ
リ
ス
商
務
庁
に
勤
務
し
て
い
た
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
は
久
吉
の
昇
給
を
願
い
で
た
。
’
八
五
二
年

洋
服
屋
と
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
。
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ま
ち
す
じ

墓
地
は
「
町
筋
四
丁
程
（
町
の
通
り
を
約
四
百
メ
ー
ト
ル
Ｉ
引
用
者
）
参
り
、
山
手
へ
弐
一
二
丁
登
り
候
所
」
に
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
山
を
く
だ
っ
た
所
に

寺
（
本
堂
七
間
程
、
観
音
を
安
置
）
が
あ
り
、
そ
こ
の
僧
に
お
布
施
し
、
墓
地
へ
同
行
し
て
も
ら
い
読
経
し
て
も
ら
っ
た
。

し
た
た

墓
地
に
「
日
本
人
誰
と
認
め
」
た
墓
石
が
一
一
つ
、
中
国
人
の
墓
に
ま
じ
っ
て
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
内
の
一
つ
は
、
漂
流
民
寿
一
一
一
郎
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
介
）

（
㈹
）

惣
七
の
墓
に
は
、
「
日
本
人
惣
七
」
と
彫
っ
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
Ｉ
し
た
（
「
栄
寿
丸
漂
流
口
書
」
）
。

（
刷
）

マ
カ
オ
の
外
人
墓
地
に
は
、
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
墓
地
」
（
Ｑ
ロ
〕
の
（
の
『
］
○
二
の
、
．
旨
】
、
口
の
｝
》
一
八
五
四
年
開
園
、
四
一
一
一
○
九
体
埋
葬
）
、
「
回
教
徒
墓
地
」
（
’
七

七
四
年
開
園
、
摩
羅
園
路
［
”
目
色
」
。
、
］
》
【
・
日
。
②
］
に
あ
る
。
墓
石
は
約
百
）
、
「
大
天
使
聖
ミ
カ
ェ
ル
墓
地
」
（
一
八
五
四
年
開
園
）
、
「
新
教
徒
墓
地
」

（
’
八
二
一
年
開
園
）
、
「
ゾ
ロ
ア
ス
●
タ
ー
教
墓
地
」
（
一
八
二
九
年
開
園
）
な
ど
が
あ
る
。
（
囎
謙
栓
『
マ
カ
オ
で
道
草
』
大
修
館
書
店
）
。

マ
ー
ホ
ソ
ク
ミ
ウ
リ
ン
フ
オ
ン
ミ
ワ
ポ
ー
ザ
ヤ
イ
ユ
ン

タ
ン
ｏ
ヤ
ン
ロ
ト
ン

ま
た
マ
カ
オ
の
一
二
大
寺
（
禅
）
院
は
、
「
嬬
閣
廟
」
「
蓮
峯
廟
」
「
普
済
院
」
（
通
称
「
観
音
堂
」
）
な
ど
で
あ
る
が
、
日
本
人
が
葬
ら
れ
た
の
は
、
こ
の

う
ち
の
ど
の
寺
院
の
墓
地
で
あ
ろ
う
か
。
わ
た
し
は
日
本
人
が
葬
ら
れ
た
の
は
き
っ
と
「
普
済
院
」
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
そ
の
墓
地
を
訪
れ
、
新
旧
の
墓
碑
を

摂
津
兵
庫
中
村
屋
伊
兵
衛
の
持
船
「
栄
寿
丸
」
（
千
石
積
）
は
、
天
保
十
二
年
二
八
四
一
）
の
冬
、
奥
州
南
部
表
へ
商
い
に
む
か
う
途
中
、
漂
流
し
、
乗

組
員
は
ス
ペ
イ
ン
船
に
救
助
さ
れ
て
ア
メ
リ
カ
ヘ
渡
っ
た
。
の
ち
生
残
っ
た
者
は
、
マ
カ
オ
、
乍
浦
を
経
て
長
崎
に
帰
着
し
た
。

（
介
）

水
夫
の
惣
七
（
能
登
の
生
ま
れ
）
は
、
マ
カ
オ
到
着
後
の
天
保
十
四
年
十
一
月
九
日
（
一
八
四
一
一
一
・
一
二
・
一
一
九
）
、
医
者
や
中
国
人
の
世
話
を
受
け
な
が

ら
当
地
に
お
い
て
病
死
し
た
。
役
人
体
の
者
十
数
名
来
て
検
死
を
す
ま
せ
た
の
ち
遺
体
は
棺
に
入
れ
ら
れ
、
中
国
人
の
人
夫
に
そ
れ
を
か
つ
い
で
も
ら
い
墓
地

う
ち
の
ど
の
寺
院
の
墓
地
で
あ
ろ
う
か
。
わ
た
し
は
日
本
人
が
》

探
索
し
た
が
、
そ
れ
ら
し
き
も
の
は
何
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

’
八
三
一
年
六
月
一
一
十
日
（
天
保
二
・
五
・
’
一
）
、
備
前
、

に
運
ん
だ
と
い
う
。

熊
太
郎
…
…
七
名
の
う
ち
、
い
ち
ば
ん
そ
の
消
息
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

力
松
…
…
…
の
ち
香
港
に
移
り
、
イ
ギ
リ
ス
商
務
庁
に
勤
務
し
た
。
一
八
五
五
年
（
安
政
二
年
）
三
月
、
エ
リ
オ
ッ
ト
提
督
の
ひ
き
い
る
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
に
随
行
し
て
箱

館
に
く
る
。
同
年
九
月
長
崎
奉
行
と
の
交
渉
に
お
い
て
通
訳
を
つ
と
め
る
。
十
月
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
提
督
に
同
行
し
、
長
崎
に
お
い
て
通
訳
を
つ
と
め
る
。

備
前
岡
山
の
多
賀
屋
金
十
郎
の
持
船
「
神
力
丸
」
の
漂
流
民
ら
が
、
マ
ニ
ラ
経
由
で
マ
カ
オ
に
送
ら

(２４）２２１ 
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一
八
四
一
年
一
一
一
月
十
九
日
（
天
保
一
一
一
・
閏
一
・
二
七
）
、
ア
メ
リ
カ
船
が
遠
江
の
漂
流
民
赤
堀
仙
太
郎
（
柳
）
、
上
山
松
之
助
（
印
）
、
浅
山
辰
蔵
（
犯
）

ら
を
運
ん
で
き
た
。
翌
一
八
四
二
年
七
月
、
陸
奥
の
甚
助
、
長
次
郎
以
下
六
名
が
マ
カ
オ
に
送
ら
れ
て
き
た
。
’
八
四
三
年
一
月
三
日
（
天
保
一
一
一
一
・
一
二
・

一
一
一
）
、
加
賀
の
長
兵
衛
（
妬
）
、
安
兵
衛
（
羽
）
ら
が
、
ア
メ
リ
カ
船
に
乗
り
ハ
ワ
イ
よ
り
送
ら
れ
て
き
た
。
つ
い
で
同
年
二
月
八
日
（
天
保
一
四
・
一
・
一
○
）
、

摂
津
の
中
村
屋
善
助
孟
）
、
尾
張
屋
初
太
郎
（
皿
）
ら
が
ア
メ
リ
カ
船
で
送
ら
れ
て
き
た
。
（
随
）

一
八
四
四
年
一
一
一
月
（
天
保
一
五
・
一
）
、
摂
津
の
丘
〈
吉
な
る
者
が
マ
カ
オ
に
送
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
一
八
三
一
年
か
ら
一
八
四
四
年
ま
で
、
日
本
漂
流
民
は
記
録
に
あ
る
だ
け
で
も
六
回
も
マ
カ
オ
に
送
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
は
、

ザ
ー
プ
ゾ
ヤ
ン
ク

マ
カ
オ
に
い
る
同
胞
と
会
い
驚
喜
し
、
の
ち
か
れ
ら
の
多
く
は
幸
白
吉
ら
の
世
話
に
よ
り
乍
浦
か
ら
唐
船
に
乗
せ
ら
れ
長
崎
に
送
還
さ
れ
た
。

と
も
あ
れ
七
名
の
漂
流
民
の
そ
の
後
の
足
取
り
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
せ
ず
、
め
い
め
い
運
命
に
翻
弄
さ
れ
、
各
地
を
転
々
と
し
、
さ
い
ご
は
異
郷
で
巣
て

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
も
比
較
的
消
息
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
音
吉
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
同
人
を
中
心
に
、
そ
の
後
の
波
乱
に
み
ち
た
人
生
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
音
吉
は
マ
カ
オ
で
十
数
年
暮
ら
し
た
の
ち
、
一
八
四
八
年
（
嘉
永

元
年
）
か
そ
の
翌
年
あ
た
り
上
海
に
移
住
し
、
デ
ン
ト
商
会
（
「
英
商
怡
和
洋
行
」
）
に
雇
わ
れ
た
。
か
れ
は
、
同
商
会
に
勤
務
す
る
ビ
ー
ル
（
国
の
四
一
の
）
氏
の

れ
て
き
た
。

元
年
）
か
そ
の
翌
年
あ
た
り
上
海
に
移
住
し
、
デ
ン

ス
ト
ア
ー
・
キ
ー
パ
ー
（
侭
）

門
番
兼
倉
庫
管
理
人
と
し
て
の
仕
事
を
与
一
え
ら
れ
た
。

上
海
の
地
は
、
東
西
一
里
余
、
南
北
は
一
一
里
余
、
そ
の
間
に
人
家
充
満
し
、
県
城
の
北
方
に
は
イ
ギ
リ
ス
。
フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
借
地
が
あ
り
、
そ
こ

（
“
）
 

に
洋
館
が
立
ち
な
ら
ん
で
い
た
。
’
八
六
○
年
代
の
家
屋
は
お
よ
そ
十
万
一
Ｆ
で
あ
っ
た
と
い
う
。

デ
ン
ト
商
会
と
い
う
の
は
、
ラ
ッ
セ
ル
商
会
と
肩
を
な
ら
べ
る
程
の
豪
商
で
あ
っ
た
。
利
に
さ
と
く
、
日
本
の
一
分
金
を
買
い
占
め
た
り
、
ア
ヘ
ン
の
密
輸

（
飴
）

な
ど
に
よ
っ
て
財
を
な
し
、
そ
の
金
力
で
「
香
港
上
海
銀
行
」
（
匪
豊
銀
行
）
を
設
立
し
た
が
、
一
八
六
五
年
の
金
融
界
の
危
機
に
よ
っ
て
破
産
し
た
。

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
上
海
を
訪
れ
、
の
ち
帰
朝
し
た
日
本
漂
流
民
は
、
役
人
に
提
出
し
た
口
書
の
中
で
デ
ン
ト
商
会
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

し
よ
し
色

た
び
た
び

音
吉
の
主
家
と
申
す
は
イ
ギ
リ
ス
よ
り
出
店
の
様
子
に
て
、
諸
色
（
い
ろ
い
ろ
の
ｐ
ｍ
ｌ
引
用
者
）
買
集
め
、
イ
ギ
リ
ス
送
り
候
由
に
こ
れ
有
り
候
て
、
私
ど
も
度
々
参
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音
吉
は
、
デ
ン
ト
商
会
に
勤
務
中
、
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
に
乗
り
、
二
度
ほ
ど
故
国
日
本
へ
も
ど
っ
た
。
一
八
四
九
年
（
嘉
永
二
年
）
五
月
、
測
量
の
た
め
に
日

本
へ
赴
く
マ
テ
ィ
ソ
ン
提
督
が
ひ
き
い
る
軍
艦
マ
リ
ー
ナ
号
に
通
訳
と
し
て
乗
り
組
み
、
相
模
国
城
ヶ
島
沖
に
す
が
た
を
見
せ
た
。

リ
ン
ア
ト
ウ

浦
賀
奉
行
所
詰
の
役
人
が
マ
リ
ー
ナ
号
を
訪
れ
た
と
き
、
「
林
阿
多
」
（
じ
っ
は
音
吉
）
、
と
い
う
名
の
中
国
人
と
覚
し
い
、
イ
ギ
リ
ス
服
を
着
た
、
年
は
四

十
歳
ぐ
ら
い
の
者
が
応
接
に
で
た
。
役
人
は
生
国
は
ど
こ
か
と
尋
ね
る
と
、
上
海
と
答
え
た
。
ま
た
日
本
語
が
う
ま
い
が
、
ど
こ
で
学
ん
だ
か
と
聞
く
と
、
長

崎
を
十
四
、
五
度
ほ
ど
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
父
か
ら
習
っ
た
、
と
い
っ
た
。

林
阿
多
は
黒
い
長
い
髪
を
し
て
い
た
と
い
い
、
容
貌
は
日
本
人
と
寸
分
た
が
わ
な
か
っ
た
。
日
本
役
人
は
”
林
阿
多
〃
の
人
相
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
が
、
そ
れ

は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

障
子
は
ギ
ヤ
マ
ン
（
ガ
ラ
ス
の
意
ｌ
引
用
者
）
開
き
に
て
、
都

こ
と
ば
か
く
れ

（
髄
）

毎
々
私
辻
〈
へ
言
葉
を
懸
け
呉
候
（
「
播
州
人
米
国
漂
流
始
末
」
）
。

か
こ
く
う

な
が
さ

こ
れ

り
、
草
ひ
き
夜
番
等
致
－
）
侯
、
此
者
宅
は
、
地
面
一
丁
四
方
位
に
て
外
園
ひ
蔵
或
は
長
屋
に
て
、
其
中
に
長
十
八
間
横
十
四
間
、
是
皆
一
一
一
階
に
て
、
屋
根
は
箱
の
如
く
、

し
ょ
う
じ

ず
べ

障
子
は
ギ
ヤ
マ
ン
（
ガ
ラ
ス
の
意
ｌ
引
用
者
）
開
き
に
て
、
都
て
ア
メ
リ
カ
同
様
に
こ
れ
有
り
候
、
家
来
一
二
拾
人
程
居
り
候
、
妻
子
こ
れ
無
く
主
人
一
人
に
て
憐
み
深
く
、

眼
常
躰
．
（
ふ
つ
う
ｌ
引
用
者
）
、

鼻
筋
通
り
侯
方
、

か
み
の
け

髪
之
毛
黒
／
、
渡
圭
一
方
、

色
赤
黒
き
方
、

た
け

ひ
く
ほ
う

年
齢
一
一
一
十
五
六
才
位
、
中
肉
二
而
丈
並
よ
り
少
々
低
き
方
、

つ
。
ｂ

ひ
ら

面
（
顔
Ｉ
引
用
者
）
大
き
く
角
張
り
平
た
き
方
、

ひ
げ

髭
無
之
、

口
常
躰

ま
ゆ
げ

ふ
と

眉
毛
簿
／
、
太
当
ご
方
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も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

音
吉
は
身
の
安
全
を
図
る
あ
ま
り
、
中
国
人
に
な
り
す
ま
し
た
ば
か
り
か
、
偽
名
ま
で
用
い
た
。

二
度
目
に
故
国
へ
戻
っ
た
の
は
、
’
八
五
四
年
九
月
七
日
（
嘉
永
七
・
閏
七
・
一
五
）
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長
官
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ

の
旗
艦
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
号
の
通
訳
と
し
て
、
長
崎
に
入
港
し
た
と
き
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は
、
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
、
ス
タ
イ
ク
ス
、
パ
ラ
ク
ー
タ
ら

た
滝
の
り

一
一
一
艦
を
率
い
て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は
、
長
崎
奉
行
水
野
筑
後
守
忠
徳
に
宛
て
て
ロ
シ
ア
に
対
す
る
宣
戦
布
告
書
を
示
し
た
。
そ
れ
に
は
ロ
シ
ア
艦
隊
を
掃

ゆ
．
つ
よ
く

討
す
る
た
め
に
日
本
近
海
を
遊
七
す
る
が
、
日
本
の
港
に
寄
港
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
承
認
願
い
た
い
と
記
し
て
あ
っ
た
。

要
す
る
に
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
要
求
は
、
通
商
を
求
め
た
も
の
で
は
な
く
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
際
し
て
、
日
本
港
内
に
あ
る
ロ
シ
ア
艦
を
襲
撃
す
る
許
可
を
え

前
回
、
マ
リ
ー
ナ
号
で
来
日
し
た
と
き
は
、
出
自
に
つ
い
て
隠
す
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
と
き
ば
か
り
は
み
ず
か
ら
の
出
生
、
漂
流
の
て
ん
末
、
中
国

（
的
）

に
お
け
る
暮
ら
し
む
き
、
家
族
、
心
情
な
ど
を
吐
露
し
た
。
こ
の
と
き
は
強
力
な
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
背
後
に
控
い
て
い
た
せ
い
か
、
み
ず
か
ら
に
つ
い
て
語
る

こ
と
に
何
の
恐
れ
も
な
か
っ
た
。
長
崎
に
着
い
て
早
々
、
音
吉
の
素
性
は
日
本
側
に
知
ら
れ
、
か
れ
と
接
し
た
役
人
の
ひ
と
り
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

る
た
め
で
あ
っ
た
（
『
開
国
大
勢
史
」
。

（
側
）

音
圭
口
の
日
本
語
の
学
力
は
、
カ
ナ
文
字
が
読
ん
だ
り
書
い
た
り
で
き
る
て
い
ど
で
あ
り
、
英
語
力
に
し
て
も
挨
拶
て
い
ど
の
簡
単
な
会
話
が
で
き
る
ほ
ど
の

マ
マ

か
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ

か
へ

わ
ざ
わ
ざ
し

通
弁
官
は
、
尾
州
乙
吉
と
申
侯
。
当
寅
（
安
政
元
年
）
四
十
九
歳
、
一
一
十
一
十
年
以
前
イ
ギ
リ
ス
国
之
漂
流
い
た
し
、
四
十
年
を
経
、
拾
七
十
年
以
前
、
態
々
船
を
仕

た
て
の
に
う
し
ん
い
ち
や

に
わ
か
ご
似
う
腿
つ
ば
け
た

立
、
自
分
を
護
送
之
た
め
、
浦
賀
之
入
津
仕
候
処
、
｜
夜
内
に
仮
台
場
（
砲
（
ロ
ー
引
用
者
）
出
来
、
翌
朝
よ
り
御
打
払
之
御
手
段
、
俄
に
大
炮
御
放
発
、
本
船
之
帆
桁
一

ざ
ま

手
足
小
サ
ク
歩
行
様
内
ま
た
、

歯
止
の
前
歯
一
枚
か
二
枚
か
け
居
候
様
二
相
見
侯
、
下
歯
こ
ま
か
く
不
揃
之
方
、

言
舌
柔
和
二
而
小
言
之
方
国
な
ま
り
無
之
、

（
研
）

（
嘉
永
一
一
年
閏
四
月
渡
来
之
通
詞
ア
ウ
ト
人
相
書
「
或
筆
記
」
よ
り
）
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蔵
書
簡
）
。

音
吉
は
デ
ン
ト
商
会
に
勤
め
る
か
た
わ
ら
、
小
舟
を
も
っ
て
何
ら
か
の
副
業
を
や
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

上
海
に
お
け
る
音
吉
の
家
は
、
二
間
四
方
く
ら
い
の
部
屋
が
四
つ
あ
る
西
洋
館
で
あ
っ
た
。
そ
の
住
居
は
十
六
舗
ま
た
は
小
東
門
外
附
近
に
あ
っ
た
も
の
と

（
、
）
，

推
定
さ
れ
る
と
い
う
。
間
数
が
四
つ
も
あ
る
暮
ら
し
か
ら
考
え
て
、
音
士
ロ
は
主
家
デ
ン
ト
商
会
に
お
い
て
、
ま
ず
ま
ず
の
地
位
と
収
入
を
得
て
い
た
も
の
で
あ

音
吉
は
今
回
、
役
人
よ
り
帰
国
す
る
よ
う
勧
め
戸

じ
ぶ
ん
と
同
じ
歎
き
を
味
わ
せ
ま
い
と
決
意
し
た
。

何
よ
り
も
母
国
を
捨
て
た
の
は
、
す
で
に
家
族
を
持
っ
て
お
り
、
孝
養
を
尽
し
追
善
供
養
を
お
こ
な
う
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
た
老
父
母
に
対
す
る
罪
は
重
く
、

そ
の
浄
罪
の
た
め
に
も
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
に
あ
る
漂
流
民
の
世
話
を
し
て
、
日
本
へ
送
り
帰
し
て
や
ろ
う
と
決
心
し
た
。

「
日
本
に
は
ふ
た
出
び
か
へ
ら
ぬ
と
さ
だ
め
、
我
共
そ
の
か
わ
り
唐
土
に
て
、
日
本
人
流
れ
侯
へ
ば
我
共
よ
り
尋
ね
い
だ
し
お
く
る
こ
と
に
相
き
め
侯
」
（
圧

本
打
折
ら
れ
候
程
に
付
、
其
儘
退
帆
い
た
し
候
後
、

す
べ
。
」
れ
鉱
く
や
む
こ
と
を
え
ず
か
の
く
に
め
し
っ
か
は
さ
ｎ

二
の

か
ら
く
に

え
い
か
ん

帰
国
之
術
無
し
之
、
不
し
得
二
止
事
へ
彼
国
に
被
二
召
仕
一
官
位
等
も
授
り
居
候
処
、
此
一
ハ
七
年
以
前
よ
り
唐
国
上
海
之
瑛
館
（
デ
ン
ト
商
会
ｌ
引
用
者
）
之
詰
切
り

す
べ
こ
れ
鉱
く
や
む

帰
国
之
術
無
し
之
、
不
〃

し
う
し
つ
げ
ら
れ

ま
か
り
あ
り

被
二
申
付
《
滞
留
罷
在
侯
。

こ
れ
あ
り
な
に
と
ぞ
た
き
ね
人
跡
人
哀
か
り
あ
り
そ
う
ら
え
ど
も
し
あ
い
そ
の
ざ
あ
い
か
な
わ
ず
，

は
じ
め
日
本
国
出
船
之
頃
は
、
老
父
母
も
有
し
之
候
儀
に
付
、
何
卒
口
ｕ
本
へ
帰
り
度
念
願
罷
在
候
得
共
、
何
分
右
之
仕
合
に
て
、
其
儀
不
二
相
叶
へ
従
て
年
を
重
ね
、

あ
い
ば
て
お
り
も
う
す
べ
６
そ
う
ら
え
６
Ｍ
や
か
の
く
に
に
ん
ぺ
つ

あ
い
ば
り
お
り

今
は
両
親
も
相
果
居
可
レ
申
候
得
は
、
最
早
放
念
い
た
し
、
彼
国
人
別
（
戸
籍
１
１
引
用
者
）
に
快
く
相
成
居
申
候
。

し
か
し
趣
が
ら
ぞ
ん
よ
う
つ
い
せ
ん
で
き
ず
ま
か
り
芯
り
か
さ
柁
か
さ
粕
そ
の
し
よ
う
さ
い

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
 

乍
し
併
両
親
之
在
世
存
養
は
勿
論
、
追
薦
と
む
ら
ひ
不
一
一
出
来
《
大
罪
人
と
罷
成
候
段
は
、
重
々
残
念
に
付
、
其
消
罪
之
た
め
、
日
本
人
漂
流
致
し
、
イ
ギ
リ
ス
国

こ
と
｝
』
と

た
つ
と
り
は
か
ら
い
も
う
し
た
く
け
つ
し
ん
つ
か
ま
つ
り
つ
か
ま
つ
り
こ
の
ご
と
て
こ
こ
ろ
え
も
う
し
そ
う
ろ
う

（
、
）

之
渡
り
候
人
は
、
悉
く
皆
送
り
届
候
様
、
立
て
取
計
申
度
決
心
仕
、
是
迄
数
度
世
話
仕
、
此
後
速
』
肉
）
同
様
に
心
得
申
侯
。

（
高
麗
環
雑
記
）
。

い
ん
ど

先
年
よ
り
暎
人
と
縁
組
致
居
候
処
、
病
死
に
付
、
当
人
印
度
人
を
相
迎
へ
罷
在
申
候
。

役
人
よ
り
帰
国
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
が
、
故
国
を
捨
て
中
国
に
帰
る
決
心
を
し
、
こ
れ
か
ら
も
中
国
に
漂
着
す
る
か
も
知
れ
な
い
同
胞
に
、
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音
吉
の
住
居
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
居
住
区
に
あ
り
、
家
は
二
階
家
で
、
部
屋
は
七
、
八
つ
あ
り
、
花
木
を
植
え
た
広
い
庭
に
面
し
て
い
た
。
召
使
い
も
い
た
。

持
家
で
は
な
く
借
家
で
あ
り
、
家
賃
は
月
に
六
○
○
元
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
生
計
の
ほ
う
は
、
「
貨
物
の
口
入
れ
」
を
や
っ
て
立
て
て
い
る
と
の
こ
と
で

文
久
元
年
十
二
月
（
’
八
六
二
・
一
）
、
幕
府
遣
欧
使
節
団
の
随
員
は
、
シ
ン
ガ
ポ
１
ル
に
上
陸
し
、
ホ
テ
ル
で
入
湯
し
た
と
き
、
音
吉
が
訪
ね
て
来
た
こ

と
を
日
記
に
記
し
て
い
る
。

あ
っ
た
か
ら
、
商
品
仲
介
業
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
も
の
か
。

音
吉
は
健
康
を
害
し
た
た
め
、
一
家
を
あ
げ
て
上
海
を
あ
と
に
し
、
妻
の
郷
里
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
去
っ
た
の
で
あ
る
。
音
吉
一
家
が
上
海
を
あ
と
に

し
た
本
当
の
理
由
は
、
太
平
天
国
の
乱
（
一
八
五
一
～
六
四
）
を
避
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
音
吉
は
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
マ
カ
オ
、

上
海
と
住
ま
い
を
転
々
と
し
、
い
ま
は
ま
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
転
じ
た
が
、
ご
く
た
ま
に
日
本
人
到
着
の
ニ
ュ
ー
ス
に
接
す
る
と
、
懐
古
の
情
を
起
し
、
喜
び

音
吉
た
ち
が
暮
ら
し
た
地
区
は
、
シ
）

り
、
り
っ
ぱ
な
家
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。

マ
レ
ー
人
の
妻
と
の
間
に
、

イ
ズ
」
（
。
且
旨
）
号
に
乗
り
一

ち
を
連
れ
て
、
「
エ
イ
ド
ン
」

紙
の
「
乗
客
」
の
欄
に
あ
る
。

の
色
を
浮
か
べ
て
会
い
に
出
か
け
た
。

ろ
う
。

○
同
十
九
日
寅
曇
八
十
度

（
町
多
）

〒
▼

他
噂
し
が
た

一
日
本
尾
州
蔦
郡
八
斥
村
の
者
乙
吉
と
申
候
由
此
の
ホ
テ
ル
に
居
合
御
支
配
向
な
と
色
々
噺
致
し
一
一
一
十
年
以
前
に
吹
流
れ
両
人
存
命
に
て
私
は
支
那
上
海
へ

こ
れ
あ
り

で
き
も
う
さ
ず

居
住
致
し
妻
も
印
度
人
を
持
ち
子
供
三
人
有
之
ロ
ハ
ム
マ
に
て
は
帰
る
と
申
す
る
も
出
来
不
申
九
ヶ
年
前
ア
メ
リ
カ
船
に
て
長
崎
へ
参
り
候
事
有
之
と
申
侯

と
の
間
に
、
一
一
男
一
女
の
子
ど
も
い
た
。
一
八
六
一
年
二
月
、
「
オ
ッ
ト
ソ
ン
」
（
○
茸
○
ｍ
・
口
）
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
音
吉
は
、
「
カ
デ

号
に
乗
り
香
港
に
赴
い
て
い
る
が
、
商
用
か
私
的
な
旅
だ
っ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
翌
一
八
六
二
年
二
月
一
日
、
音
吉
夫
妻
は
子
供
た

一
イ
ド
ン
」
（
シ
ｇ
の
口
）
号
に
乗
る
と
香
港
に
む
か
っ
た
、
と
『
ザ
・
ノ
ー
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
（
旱
⑮
三
○
「
９
９
旨
口
困
、
日
』
＆
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
郊
外
に
位
置
す
る
シ
グ
ラ
ッ
プ
の
ア
ー
サ
ー
街
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
昔
も
今
も
高
級
住
宅
地
で
あ
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遺
欧
使
節
団
に
、
長
州
藩
士
・
杉
徳
輔
（
の
ち
子
爵
杉
孫
七
郎
）
が
船
中
賄
方
兼
小
使
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
杉
は
漢
詩
人
と
し
て
も
令
名
が
高
か
っ
た

が
、
異
郷
で
た
ま
た
ま
会
っ
た
同
胞
の
こ
と
を
感
慨
の
あ
ま
り
つ
ぎ
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
で
あ
る
。

（
い
き
よ
う
に
て
ひ
よ
う
古
や
く
に
あ
う
）
（
た
い
わ
し
て
な
み
だ
せ
ん
ぜ
ん
」

異
郷
遇
漂
客
対
話
涙
潜

（
あ
に
か
え
り
な
ぎ
そ
え
ん
や
）
（
く
し
ん
き
ん
じ
ゅ
う
ね
ん
そ
ね
も
う
）

豈
得
無
帰
思
苦
辛
一
二
十
年

尚
其
他
件
々
往
時
ヲ
説
話
セ
シ
カ
語
中
ニ
ハ
暫
ク
考
へ

も
つ
と

出
サ
ル
ー
ー
ニ
ロ
モ
多
ク
有
之
卜
尤
モ
左
モ
有
ヘ
キ
事
ソ
卜
思
ハ
ル

説
話
刻
ヲ
移
シ
且
邦
人
ヲ
懐
シ
ミ
恋
々
帰
居
ス
ル
ー
ー
刃

節
通
辞
セ
ン
由

○
正
月
一
一
十
日
惚
騨
同
八
十
一
度

お
よ
そ
ば
か
り

今
朝
旅
館
へ
年
齢
凡
五
十
許
ノ
｜
異
人
来
テ
目
日
我
ハ
ー
ニ
十
年
前
十
七
歳
ノ
時
廻
船
ニ
テ
漂
流
セ
ン
尾
州
知
多
郡
小
野
村
音
吉
卜
申
者
ニ
テ
当
時
ハ
支
那

も
れ
い

ノ
上
海
二
住
居
シ
当
所
ヨ
リ
婦
ヲ
要
り
子
モ
一
一
一
一
一
人
ア
リ
テ
今
度
親
子
六
人
連
ニ
テ
帰
寧
（
嫁
入
り
し
た
娘
が
、
実
家
に
帰
っ
て
両
親
の
安
否
を
問
う
一
」
と
’

よ
ろ
こ

引
用
者
）
シ
テ
留
逗
中
ノ
所
御
国
人
ノ
当
所
二
御
立
寄
卜
承
り
歓
ヒ
ニ
堪
ヘ
ス
参
リ
タ
ル
由

さ
て

ま
た
い
わ
く

抓
此
者
漂
流
ノ
最
初
西
洋
人
二
伴
ハ
レ
其
後
諸
所
ノ
戦
争
ニ
モ
都
テ
十
四
度
出
タ
リ
ト
又
曰
七
箇
年
前
英
船
二
雇
ハ
レ
長
崎
二
至
り
水
野
筑
州
君
同
所
鎮
（
ロ
ノ

北
京
戦
争
（
太
平
天
国
の
乱
の
こ
と
ｌ
引
用
者
）
の
噺
な
と
も
致
し
候
由
今
一
人
は
支
那
フ
ク
州
に
居
住
致
候
由
当
年
四
十
才
に
相
成
由

（
「
遺
欧
使
節
航
海
日
録
」
よ
り
）

（
た
い
わ
し
て
な
み
だ
せ
ん
ぜ
ん
左
り
）

対
話
涙
潜
然 恋
々
帰
居
ス
ル
ー
ー
忍
ヒ
サ
ル
情
態
一
一
見
エ
シ
由

暫
ク
考
ヘ
ナ
カ
ラ
答
フ
ル
事
ナ
ト
モ
ァ
リ
テ

た
だ
ち

自
ラ
ー
ー
ー
ー
ロ
フ
数
十
年
邦
語
ヲ
為
サ
、
ル
ニ
ョ
リ
遺
志
シ
テ
直
ニ
ロ
ニ

（
「
尾
蠅
欧
行
漫
録
」
よ
り
）
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イ
ギ
リ
ス
公
使
オ
ル
コ
ッ
ク
の
帰
国
に
同
行
し
、
ロ
ン
ド
ン
で
使
節
団
に
合
流
し
た
調
役
・
淵
辺
徳
蔵
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
音
吉
に
会
っ
た
一
人
で
あ
っ

た
。 な
お
、
同
使
節
団
に
定
役
格
通
詞
と
し
て
参
加
し
た
福
沢
諭
吉
も
音
吉
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
会
っ
て
い
る
。

こ
の
あ
と
音
吉
は
、
中
国
の
近
況
に
つ
い
て
る
る
説
明
し
て
い
る
。

（
中
略
）

○
旅
館
に
て
日
本
の
漂
流
’

岸
カ
リ
ホ
ル
ー
ー
ー
に
着
し
、
其
擁

か
か

た

近
頃
病
に
罹
り
て
、
摂
生
の
筆

そ
の

余
仔
細
に
其
面
色
を
認
る
に
、

年
、
余
長
崎
に
遊
学
の
時
な
り
。

（
文
久
二
年
三
月
）

○
一
一
四
日
晴
辰
時
後
上
陸
森
山
氏
（
蘭
通
詞
森
山
多
吉
郎
の
こ
と
ｌ
引
用
者
）
と
共
に
馬
車
に
乗
し
行
一
」
と
一
里
余
旅
宿
に
着
す
（
中
略
）

マ
マ

尾
張
漂
流
乙
吉
と
い
ふ
も
の
旅
宿
に
訪
来
り
物
語
十
七
年
前
国
許
よ
り
大
坂
へ
船
ヲ
出
し
大
坂
よ
り
米
を
積
て
江
戸
江
廻
る
時
難
風
二
て
船
を
損
し
橋
を

切
り
風
に
任
し
て
漂
ふ
こ
と
一
年
程
東
北
の
方
に
流
れ
遂
に
北
亜
米
利
加
国
所
轄
の
地
に
着
す
居
一
」
と
半
年
余
に
て
英
国
の
官
吏
巡
行
の
も
の
に
妹
末
を
告
し
に

十
九
日
Ⅳ
月
辮
達
酸
度
二
十
五
分
程
百
五
十
里

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

朝
第
五
時
、
新
嘉
披
に
着
す
。
第
一
時
、
上
陸
し
、
馬
車
に
乗
り
、
旅
館
に
至
り
、
夜
、
本
船
に
帰
る
。

お
と
ぎ
ち

あ
（
知
多
）

か
こ

〒
マ

ア
メ
リ
力

旅
館
に
て
日
本
の
漂
流
人
音
吉
な
る
４
℃
の
に
遇
へ
り
。
音
吉
は
尾
州
蔦
郡
小
野
村
の
舟
子
に
し
て
、
天
保
一
一
一
年
同
舟
十
七
人
と
漂
流
し
て
、
北
亜
米
利
加
の
西

め
と

ホ
ル
ニ
ー
に
着
し
、
其
後
英
に
行
き
、
英
国
の
戸
籍
に
属
し
て
上
海
に
住
し
、
新
嘉
波
の
土
人
を
要
り
一
一
一
子
を
生
め
り
。

か
か

た
た
ま
た

な
た

病
に
罹
り
て
、
摂
生
の
為
め
十
日
前
本
港
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
｝
」
と
ｌ
引
用
者
）
に
来
り
、
偶
ま
日
本
使
節
の
来
る
を
聞
き
来
訪
せ
り
。

そ
の

か
つ

よ
つ

す
虹
わ
ら

細
に
其
面
色
を
認
る
に
、
嘗
て
見
た
こ
と
あ
る
者
の
如
し
。
由
て
之
を
問
ふ
に
、
九
年
前
英
国
の
軍
艦
に
乗
り
長
崎
に
至
り
し
｝
」
と
あ
り
と
云
・
即
、
安
政
元
寅

略
、＝〆

（
杉
徳
輔
『
環
海
詩
誌
』
よ
り
）

（
「
西
航
記
」
よ
り
）
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こ
の
よ
う
に
音
吉
は
、
多
年
居
所
を
き
め
ず
各
地
を
さ
す
ら
い
、
数
々
の
辛
酸
を
な
め
、
何
度
か
帰
国
の
可
能
性
も
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帰
国
の
道

を
え
ら
ば
ず
、
故
国
を
す
て
、
異
国
で
骨
を
埋
め
る
覚
悟
を
き
め
て
い
た
こ
と
を
明
か
す
の
が
こ
の
一
節
で
あ
る
。

こ
の
曰
の
午
後
、
淵
辺
は
音
吉
の
案
内
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
市
内
を
見
物
し
、
そ
の
帰
り
同
人
宅
に
立
寄
り
、
休
息
し
て
い
る
。

こ
の
文
章
に
よ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
音
吉
一
家
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
分
か
る
。
安
楽
な
生
活
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

進
物
取
次
上
番
格
、
御
普
請
役
・
益
頭
駿
次
郎
も
音
吉
に
会
っ
た
一
人
で
あ
っ
た
。

童
僕
小
碑
（
ボ
ー
イ
や
メ
イ
ド
ー
引
用
者
）
も
使
へ
り

午
後
よ
り
乙
吉
の
案
内
―
―
て
所
々
見
物
す
乙
吉
の
家
の
前
を
過
し
時
家
に
立
寄
休
息
す
妻
も
出
て
面
会
す

戦
ど

せ
ん
い
つ

意
か
Ｉ
引
用
者
）
杯
等
随
分
鮮
潔
な
り
（
新
し
く
、
清
ら
か
－
引
用
者
）
馬
車
も
所
持
を
り
家
は
一
一
階
家
二
て

（
不
明
）

船
二
て
英
吉
利
へ
送
ら
れ
船
を
以
て
追
々
印
度
地
に
送
り
年
を
経
て
日
本
に
送
り
返
す
つ
も
り
二
て
浦
賀
に
近
付
し
時
陸
上
よ
り
大
砲
を
打
□
一
一
一
弾
ま
て
船

マ
マ

に
当
り
し
故
に
遂
に
出
帆
し
て
琉
球
に
致
り
支
那
に
送
ら
れ
上
海
に
暫
く
留
加
ソ
お
り

不
明

其
後
口
］
本
と
条
約
取
結
に
成
る
へ
き
時
又
英
船
に
乗
て
長
崎
に
来
り
日
本
語
を
通
弁
致
し
て
長
崎
の
奉
行
所
二
も
至
□
り
其
節
日
本
に
帰
る
へ
し
と
勧
ら
れ

ほ
し

（
オ
ー
ル
コ
ブ
ク
）

た
れ
と
も
最
早
帰
心
な
き
故
二
留
ら
す
又
上
海
に
住
て
小
舟
を
持
て
近
来
ま
て
生
活
を
成
を
り
其
比
よ
り
「
ア
ー
ル
コ
ッ
ク
」
と
懇
意
に
成
し
故
に
今
□
ｕ
訪
来

り
し
也
当
時
は
此
地
に
来
り
て
居
住
し
妻
は
土
人
―
―
て
小
児
も
両
人
あ
り
と
い
ふ

口
入
な
と
し
て
暮
す
よ
し
な
り
…
…

よ
り

○
元
尾
州
某
村
船
乗
漂
流
民
音
吉
吟
○

ば
Ｉ
）

か
ば
り

此
家
ハ
借
家
の
よ
し
一
年
に
借
賃
六
百
元
に
て
借
と
い
ふ
何
業
二
て
か
茂
る
生
計
を
成
や
と
間
し
に
洋
学
も
相
当
に
出
来
語
学
も
可
也
出
来
る
故
に
貨
物
の

お
い

新
嘉
波
宿
旅
於
て

あ
ら
ま
し

支
那
上
海
髪
賊
の
始
末
荒
増
承
り
候
左
の
通
に
有
之
侯

急
あ
ん

小
児
も
眠
り
て
あ
り
家
内
器
物
几
案
盤
（
机
の

間
七
八
席
あ
り
庭
も
広
く
花
木
な
と
植
え
り

（
枢
）

（
「
欧
一
何
日
記
」
よ
り
）
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こ
の
あ
と
音
吉
は
、
上
海
を
め
ぐ
る
凄
惨
な
太
平
天
国
の
乱
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
音
吉
の
消
息
は
こ
れ
を
さ
い
ご
に
ぶ
つ
つ
り
と
切
れ
る
の
で
あ
る
。

が
、
十
数
年
ほ
ど
し
て
『
朝
野
新
聞
』
（
二
七
六
号
、
明
治
ｎ
．
７
．
ｍ
付
）
は
、
音
吉
に
関
す
る
記
事
を
か
か
げ
た
。
そ
れ
は
同
人
が
か
ね
て
曰
本
籍
を

え
る
こ
と
を
懇
望
し
て
い
た
が
、
鬼
籍
に
入
り
、
そ
の
志
を
継
い
だ
息
子
が
、
尾
州
知
多
郡
の
薬
種
商
に
帰
籍
を
依
頼
す
る
書
類
を
託
し
た
、
と
い
う
話
で
あ

る
。

遣
外
使
節
一
行
の
随
員
が
、
さ
い
ご
に
音
吉
に
会
っ
た
の
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
横
浜
鎖
港
使
節
団
（
池
田
筑
後
守
ほ
か
）
で
あ
り
、
同
使
節
団

に
外
国
奉
行
支
配
調
役
と
し
て
参
加
し
た
田
中
廉
太
郎
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
音
吉
と
会
っ
た
こ
と
を
書
簡
の
中
で
ふ
れ
て
い
る
。

．
す
な
わ
ち

一
一
月
十
一
日
即
西
洋
第
一
一
一
月
十
一
日知
多
方

い
た
し

あ
ら
ま
し

正
月
十
九
日
新
嘉
玻
へ
上
陸
致
候
処
、
尾
川
蔦
郡
北
野
村
の
出
生
に
て
百
姓
乙
吉
と
申
者
に
面
会
致
清
朝
争
乱
の
始
末
荒
増
承
り
申
候
右
乙
吉
は
天
保
一
二
壬
辰
年

〈
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
）

マ
マ

十
七
歳
の
節
漂
流
致
カ
リ
ホ
ル
州
に
至
る
船
の
者
十
五
人
大
半
死
亡
致
一
一
人
残
り
其
一
人
は
ロ
ハ
今
現
に
福
州
（
中
国
福
建
省
の
省
都
ｌ
引
用
者
）
に
居
候

あ
い
ば
り
か
ね

ざ
し
て

乙
吉
は
口
ｕ
本
へ
帰
度
存
し
英
船
に
乗
て
薩
州
沖
迄
参
り
候
処
、
陸
よ
り
大
砲
を
放
し
、
中
々
船
を
寄
候
事
相
成
兼
無
本
意
清
士
を
差
而
船
を
返
し
上
陸
に
至
り

終
に
其
地
へ
住
居
致
其
後
英
吉
利
の
従
属
と
罷
成
戦
争
に
従
ひ
出
候
事
都
合
十
四
度
当
時
は
上
海
に
て
川
船
を
乗
り
生
活
致
候
由
其
妻
は
当
港
の
産
に
て
子

よ
ろ
こ

供
一
一
一
人
有
之
候
此
節
上
海
の
国
乱
を
避
ん
と
の
為
め
病
気
と
称
し
保
養
の
為
十
日
以
前
当
港
へ
参
り
候
処
幸
ひ
日
本
人
上
陸
と
承
り
大
に
悦
び
旅
館
へ
尋
来
候

○
世
に
は
随
分
珍
し
き
こ
と
も
あ
る
も
の
で
、
今
度
英
領
東
印
度
（
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
半
島
、
マ
レ
ー
諸
島
を
ふ
く
む
地
域
の
旧
称
ｌ
引
用
者
）
の
オ
ト
ソ
ン
と
い

マ
マ

ふ
人
が
日
本
へ
入
籍
志
願
の
子
細
を
尋
る
を
尾
州
知
多
郡
小
野
浦
村
の
百
姓
山
本
武
左
衛
門
の
一
一
一
男
音
吉
と
云
ひ
し
者
ハ
幼
年
よ
り
船
乗
り
を
好
ミ
遂
に
水
夫

（
後
略
）

（
「
田
中
廉
太
郎
氏
の
書
簡
」
『
旧
幕
府
』
第
二
号
、
「
耳
袋
」
に
こ
の
記
事
あ
り
）

（
「
欧
行
記

こ
よ
り
）
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こ
の
記
事
が
出
て
約
二
年
後
の
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
六
月
、
『
東
京
日
々
新
聞
』
（
二
二
五
九
号
、
明
治
ｎ
．
６
．
旧
付
）
は
、
音
吉
の
息
子
ジ
ョ
ン
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
ッ
ト
ソ
ン
が
日
本
を
訪
れ
、
神
奈
川
県
庁
へ
入
籍
願
を
提
出
し
た
と
い
う
記
事
を
掲
げ
た
。

漸
く
に
し
て
北
亜
米
利
加
に
着
せ
り

す
て

つ
牡

マ
マ

此
時
乗
組
十
三
人
の
内
十
人
ハ
巳
に
船
中
に
死
し
音
吉
と
外
一
一
人
ハ
此
地
に
着
し
て
よ
り
僅
に
露
命
を
繋
ぎ
居
た
る
に
七
ヶ
月
を
経
て
一
一
人
も
亦
死
し
其

ふ
と

い
よ
い

後
音
圭
ロ
ハ
不
図
英
船
に
乗
り
て
、
倫
敦
に
到
り
し
に
更
に
東
印
度
に
送
ら
れ
彌
よ
便
り
な
く
恩
ひ
居
り
る
と
き
不
思
議
の
良
縁
え
て
同
所
貴
人
の
処
女
を
要
り

お
い
お
い

一
男
二
女
を
設
け
家
ハ
追
々
繁
昌
し
て
銀
行
の
株
主
に
ま
で
な
り
し
が
〈
「
を
距
る
一
」
と
十
一
年
前
五
十
二
歳
を
一
期
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
て
没
せ
り

（
マ
レ
ー
人
）

現
に
其
妻
某
（
四
十
四
年
マ
レ
イ
ス
人
）
長
男
ジ
ョ
ン
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
、
オ
ト
ソ
ン
（
十
八
年
八
ヶ
月
）
長
女
某
（
十
六
年
一
ハ
ヶ
月
）
次
女
某
（
十
五
年
一
ヶ
月
）

た
き

そ
の

ハ
存
在
す
る
と
い
ふ
然
る
に
音
吉
が
存
命
中
其
の
履
歴
を
語
り
常
に
日
本
へ
帰
籍
い
た
し
度
志
願
あ
り
し
に
よ
り
オ
ト
ソ
ン
も
其
志
を
継
ぎ
兼
て
日
本
へ
帰

不
明

籍
せ
ん
と
恩
へ
ど
旧
幕
府
の
成
規
に
一
度
外
国
へ
往
き
帰
朝
せ
し
も
の
ハ
永
牢
を
申
し
付
ら
る
□
由
聞
き
伝
へ
遺
憾
な
が
ら
も
恩
ひ
止
り
し
が
聖
明
の
世
に

途
ひ
航
海
の
道
も
開
け
し
よ
り
此
度
尾
州
知
多
郡
横
須
賀
本
町
の
薬
商
村
漱
利
兵
衛
と
い
ふ
人
が
支
那
に
て
貿
易
し
東
印
度
に
廻
り
て
帰
る
時
オ
ト
ソ
ン
よ

り
右
の
次
第
を
物
語
り
帰
籍
の
次
第
を
物
語
り
帰
籍
の
志
願
を
同
人
へ
依
頼
し
且
つ
洋
字
に
て
委
し
く
音
吉
の
履
歴
を
記
し
た
る
も
の
託
せ
し
と
の
事
が
愛
岐

日
報
に
出
ま
し
た

と
な
り
し
を
去
る

よ
う
や

ね
が
い
た
て
ま
つ
り
た
く
そ
も
そ
も
わ
た
く
し
の
ち
ら

も
う
し

私
儀
日
本
人
民
の
籍
に
入
り
神
奈
川
県
へ
人
籍
奉
願
度
抑
私
父
は
日
本
人
民
に
し
て
山
本
乙
吉
と
申
尾
張
国
知
多
郡
小
野
原
村
の
者
に
し
て

お
よ
そ

お
よ
び

常
に
東
京
名
古
屋
の
間
に
船
乗
を
業
と
し
罷
在
候
処
凡
四
十
年
前
航
海
の
折
柄
暴
風
に
逢
ひ
米
国
に
漂
泊
’
し
是
に
て
私
父
及
其
他
一
一
名
の
者
亜
墨
利
加

マ
マ

あ
の
り
が

○
尾
州
智
多
郡
の
産
に
し
て
四
十
年
前
に
亜
墨
利
加
へ
漂
流
し
た
る
山
本
乙
士
ロ
の
子
ジ
ョ
ン
、
ダ
ブ
リ
ュ
ー
、
オ
ト
ソ
ン
ハ
此
の
た
め
帰
朝
し
て
神
奈
川
県
へ

入
籍
を
願
ひ
出
た
り
其
願
書
に
曰
く

入
籍
願

不
明

天
保
一
一
一
年
十
一
月
日
本
近
海
域
航
す
る
中
風
瀞
の
難
に
逢
ひ
何
所
と
も
な
く
押
し
流
さ
れ
十
一
ヶ
月
間
ハ
無
量
の
辛
苦
□
な
せ
－
し
が
、
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没
年
は
明
治
維
新
の
前
年
’
一
八
六
七
年
（
慶
応
二
年
）
で
あ
る
。
生
ま
れ
た
年
は
、
文
化
十
三
年
か
十
四
年
（
一
八
一
五
、
一
八
一
六
）
で
あ
ろ
う
。
郷

（
両
）

里
の
良
参
寺
に
あ
る
過
去
帳
に
、
戒
名
は
「
満
海
寂
円
信
士
」
と
あ
る
が
、
終
焉
の
地
に
つ
い
て
は
「
没
所
相
不
知
」
と
あ
る
と
い
う
。

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
曰
本
人
会
」
は
、
音
吉
の
足
跡
に
重
大
な
関
心
を
も
ち
、
そ
の
史
跡
史
料
部
は
か
れ
の
追
跡
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
音
吉

（
ジ
ョ
ン
・
マ
ス
ュ
ウ
・
オ
ッ
ト
ソ
ン
）
の
市
民
権
獲
得
登
録
の
写
し
（
’
八
六
四
・
一
二
・
二
○
付
）
と
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
キ
リ
ス
ト
教
墓
地
」
の
音
吉

の
埋
葬
記
録
を
み
つ
け
、
そ
の
写
真
を
『
戦
前
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
日
本
人
社
会
ｌ
写
真
と
記
録
』
（
一
九
九
八
・
九
・
二
七
刊
）
に
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
定
住

し
た
初
め
て
の
日
本
人
『
音
吉
」
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。

こ
の
願
書
は
、
明
治
十
二
年
七
月
二
十
四
日
付
を
も
っ
て
聞
き
届
け
ら
れ
、
オ
ッ
ト
ソ
ン
は
父
親
と
同
じ
山
本
音
吉
を
名
の
っ
た
。
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、

同
十
六
年
に
も
と
の
イ
ギ
リ
ス
籍
へ
の
移
籍
を
願
い
で
た
。
け
れ
ど
こ
の
願
は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
わ
が
子
を
日
本
籍
に
入
れ
る
こ
と
が
、
帰
国
を
断
念
し
、

故
国
に
思
い
寄
せ
な
が
ら
他
郷
で
果
て
た
音
吉
の
さ
い
ど
の
悲
願
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

い
ま
引
い
た
『
朝
野
新
聞
』
と
『
東
京
曰
々
新
聞
』
の
記
事
は
、
音
吉
の
晩
年
の
暮
ら
し
と
そ
の
死
に
つ
い
て
示
唆
に
富
ん
だ
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
へ
移
住
し
た
本
当
の
理
由
は
、
太
平
天
国
の
乱
を
避
け
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
し
、
同
地
で
隠
栖
し
て
か
ら
は
家
業
も
栄
え
、
身
代
を
こ
し
ら
え

た
よ
う
だ
。

神
奈
川
県
令
殿

印
度
人
の
為
に
助
ら
れ
其
後
父
其
他
英
人
の
救
助
に
よ
り
日
本
へ
携
伴
い
た
し
呉
候
処

い
っ
た
ん

ゆ
ら

其
時
日
本
の
法
律
と
し
て
凡
そ
何
人
に
て
も
日
本
人
民
た
る
者
一
日
一
本
邦
を
去
る
時
ハ
再
び
帰
る
を
免
さ
れ
ず
且
帰
国
す
る
も
死
刑
に
行
ハ
る
山
の
法
あ
れ

や
む
そ
え
ず

た
す
さ

（
不
得
巳
同
船
に
て
上
海
へ
携
へ
ら
れ
暫
く
同
処
に
在
住
し
其
後
同
処
に
於
て
私
母
な
る
者
を
要
り
一
千
八
百
六
十
三
年
上
海
を
去
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
赴

き（兼
て
私
父
存
命
の
節
よ
り
私
義
ハ
日
本
国
へ
帰
り

日
本
人
民
の
籍
に
入
り
候
様
の
志
願
に
付
日
本
人
民
の
籍
に
入
り

其
後
同
処
に
て
鬼
籍
に
入
り
申
侯

つ
か
ま
つ
り
た
く

な
し
く
隠
さ
れ
た
く
そ
う
ろ
う
よ
う
ね
が
い
た
て
ま
つ
り
そ
う
ろ
う

当
県
へ
入
籍
仕
度
此
段
何
卒
御
領
承
成
下
度
候
様
奉
願
侯
再
拝
護
一
一
一
一
口

ジ
ョ
ン
、
ダ
プ
リ
ュ
ー
、
オ
ト
ソ
ン

210（35） 



跡
地
に
病
院
が
立
っ
て
い
る
と
い
う
。
埋
葬
記
録
に
し

の
困
難
な
疾
患
）
で
あ
っ
た
。
職
業
は
商
人
と
あ
る
。

ま
た
そ
の
兄
久
吉
の
消
息
で
あ
る
が
、
音
吉
と
同
じ
よ
う
に
上
海
に
移
住
し
、
そ
の
後
も
ず
っ
と
同
地
で
暮
ら
し
た
の
ち
亡
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

文
久
二
年
五
月
（
一
八
六
二
・
六
）
、
幕
府
の
官
船
千
歳
丸
は
日
中
の
貿
易
調
査
の
た
め
に
、
邦
人
を
五
十
余
名
乗
せ
て
上
海
へ
お
も
む
い
た
が
、
御
小
人
目

広
か
む
た

付
・
塩
沢
彦
次
郎
の
従
者
と
し
て
佐
賀
藩
士
・
中
牟
田
倉
之
助
（
一
八
三
七
～
一
九
一
一
ハ
、
の
ち
海
軍
中
将
）
も
一
行
中
に
い
た
。

中
牟
田
は
上
海
滞
在
ち
ゅ
う
、
音
吉
な
る
日
本
漂
流
民
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
面
会
し
よ
う
と
し
た
が
、
相
手
は
す
で
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
去
っ
た
あ
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
六
月
十
四
日
（
七
・
一
○
）
、
同
人
の
代
り
に
音
吉
の
兄
久
吉
の
家
を
訪
ね
あ
て
た
が
、
「
日
本
人
た
る
こ
と
を
押
隠
し
て
実
を
語
ら
ざ
り
き
」

（
中
村
孝
也
『
中
牟
田
倉
之
助
伝
』
杏
林
舎
、
大
正
８
．
ｕ
）
と
い
う
こ
と
で
、
取
り
つ
く
島
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

『
ノ
ー
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
紙
（
六
六
四
号
、
一
八
六
三
・
四
・
一
八
付
）
の
「
乗
客
」
の
欄
に
、
香
港
か
ら
上
海
に
入
港
し
た
ペ
キ
ン
号
に
Ｊ
・

オ
ッ
ト
ソ
ン
が
乗
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
何
ん
の
た
め
の
上
海
訪
問
で
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
こ
と
に
よ
る
と
、
兄
の
様
子
を
う
か
が
う
た
め
の
訪
問

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
故
国
に
あ
つ
い
思
い
を
寄
せ
な
が
ら
異
国
で
果
て
た
、
音
吉
ら
日
本
漂
流
民
の
話
は
哀
感
に
み
ち
た
も
の
で
あ
る
。

神
奈
川
県
庁
に
入
籍
を
願
い
出
て
、
い
っ
た
ん
は
日
本
臣
民
と
な
っ
た
Ｊ
・
Ｗ
・
オ
ッ
ト
ソ
ン
に
は
後
日
談
が
あ
る
。
か
れ
の
そ
の
後
の
動
静
は
明
ら
か
で

（
洞
）

な
い
が
、
十
数
年
後
、
同
人
は
神
戸
に
姿
を
現
わ
し
、
一
一
、
一
一
一
の
外
国
商
館
に
勤
務
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
再
び
姿
を
消
す
の
で
あ
る
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

埋
葬
記
録
の
ほ
う
は
、
文
字
の
判
読
が
ひ
じ
ょ
う
に
む
ず
か
し
い
。
亡
く
な
っ
た
日
時
は
不
明
で
あ
る
。
葬
ら
れ
た
の
は
一
九
六
七
年
一
月
十
九
日
（
慶
応

二
・
一
二
・
一
四
）
で
あ
り
、
埋
葬
地
は
プ
キ
ッ
ト
・
テ
ィ
マ
街
（
郊
外
）
の
「
オ
ー
ル
ド
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ァ
ン
墓
地
」
で
あ
る
。
現
在
こ
の
墓
地
は
な
く
、

跡
地
に
病
院
が
立
っ
て
い
る
と
い
う
。
埋
葬
記
録
に
よ
る
と
、
音
吉
は
五
十
歳
で
亡
く
な
り
、
死
因
は
血
友
病
（
遺
伝
性
の
病
気
で
、
出
血
し
や
す
く
、
止
血

な
お
音
吉
に
は
妹
が
お
り
、
同
人
は
養
子
を
も
ら
い
実
家
を
継
ぎ
、
現
在
そ
の
子
孫
（
山
本
準
治
氏
、
愛
知
県
美
浜
町
観
光
協
会
会
長
）
は
、
愛
知
県
知
多

郡
美
浜
町
大
字
野
間
字
本
郷
一
’
五
で
、
観
光
旅
館
「
山
本
屋
」
を
経
営
し
て
い
る
。

こ
の
稿
を
書
き
お
え
、
原
稿
を
印
刷
所
に
送
っ
て
か
ら
、
音
吉
の
足
跡
を
も
と
め
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
カ
オ
、
香
港
へ
の
旅
に
出
た
。
夏
の
い
ち
ば
ん
暑

い
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
、
ど
こ
で
も
汗
が
吹
き
出
た
。
さ
い
わ
い
訪
問
地
に
お
い
て
若
干
の
新
史
料
に
接
し
、
ま
た
未
知
の
文
献
と
も
出
会
え
た
か
ら
、
あ
な

な
い
が
、
十
数
年
後
、
同
人
は
神
戸
に
姿
圭

ル
に
帰
っ
た
も
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
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注

（
１
）
山
本
豊
治
郎
他
編
『
野
間
町
史
』
（
非
売
品
、
誠
進
社
、
昭
和
一
一
一
十
年
三
月
）
、
三
六
頁
。

（
２
）
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
が
臣
到
『
四
ａ
四
目
、
｝
】
の
（
の
①
・
弓
の
白
昼
弓
の
色
の
日
の
弓
）
に
宛
て
て
マ
カ
オ
か
ら
出
し
た
一
八
一
一
一
六
年
一
一
一
月
二
十
八
日
付
の
書
簡
。
こ
の
中
に
は
岩
吉
、
休

吉
、
音
吉
ら
の
遭
難
の
顛
末
が
語
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
の
伝
記
な
ら
び
に
著
作
に
つ
い
て
は
、
ミ
ミ
Ｃ
１
ｓ
貯
旦
も
「
Ｃ
園
日
員
員
爾
（
：
ｓ
爵
８
夢
の

○
註
。
（
鰯
⑩
応
ミ
ヨ
、
口
（
質
旦
夢
凰
司
冒
目
８
号
圖
自
ａ
・
寓
目
ミ
ヨ
§
§
ミ
ヨ
⑪
ａ
の
ロ
自
助
⑯
＆
し
曰
の
国
８
口
厚
の
⑫
ご
←
の
『
〕
目
冨
鬮
】
自
勺
『
の
＄
の
宮
口
、
富
の
》

さ
い
ご
に
国
内
外
の
諸
機
関
の
や
っ
か
い
に
な
っ
た
が
、
と
く
に
財
団
法
人
東
洋
文
庫
、
国
立
公
文
書
館
を
は
じ
め
、
ロ
ン
ド
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
カ

オ
の
各
公
文
書
館
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
な
お
本
稿
は
、
平
成
十
五
年
度
国
内
研
究
の
成
果
報
告
で
あ
る
。

さ
ん
入
れ
た
論

る
こ
と
に
し
た
。

が
ち
無
駄
な
旅
で
は
な
か
っ
た
し
、
充
実
し
た
探
訪
旅
行
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

イ
ギ
リ
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
旧
植
民
地
で
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
街
に
は
、
い
ま
近
代
化
の
波
が
打
ち
よ
せ
、
高
層
の
モ
ダ
ン
な
ビ
ル
が
盛
ん
に
建
て
ら
れ
て
い

る
。
古
き
よ
き
時
代
の
建
造
物
は
無
残
に
も
取
り
こ
わ
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
か
っ
て
歴
史
の
博
物
館
と
称
さ
れ
た
マ
カ
オ
に
残
る
廃
嘘
の
よ
う
な
古
い
家
屋
に
し

て
も
、
早
晩
痕
跡
を
と
ど
め
な
い
に
ち
が
い
な
い
。
だ
か
ら
木
下
杢
太
郎
二
八
八
五
～
一
九
四
五
、
本
名
・
太
田
正
雄
、
文
学
者
、
医
学
者
）
が
い
う
よ
う

に
、
い
ま
の
う
ち
に
東
洋
史
の
研
究
者
・
建
築
家
は
、
こ
の
地
に
長
く
留
ま
っ
て
精
細
な
記
録
を
つ
く
る
義
務
が
あ
る
。
そ
し
て
い
ま
の
う
ち
に
写
真
を
た
く

モ
ノ
ゲ
ラ
フ

さ
ん
入
れ
た
論
文
を
作
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
筆
者
も
ま
た
氏
の
意
見
を
よ
し
と
す
る
者
で
あ
り
、
》
」
の
稿
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
図
版
や
写
真
を
添
え

（
３
）
注
（
２
）
の
ギ
ニ
ッ
ラ
フ
書
簡
を
参
照
。

（
４
）
囚
の
冨
旦
困
臣
『
の
一
丁
島
冒
ロ
ョ
目
旦
暮
⑩
母
君
ロ
ョ
＄
Ｐ

シ
島
に
上
陸
し
た
と
あ
る
。

（
５
）
注
（
２
）
の
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
書
簡
。

（
６
）
附
吐
健
該
編
『
イ
ギ
リ
ス
近
代
史
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

屋
雪
が
く
わ
し
い
。

胴
壮
健
“
編
『
イ
ギ
リ
ス
近
代
史
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
昭
和
六
十
一
年
一
一
月
）
、
’
一
一
一
六
頁
。

厚
昌
一
の
】
・
□
畠
８
■
陣
。
Ｐ
］
＄
］
》
ｂ
・
お
］
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
北
西
海
岸
の
ク
ゥ
ィ
ー
ン
・
シ
ャ
ロ
ッ
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（
別
）
春
名
徹
『
に
っ
ぼ
ん
音
吉
漂
流
記
』
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
六
十
三
年
一
一
月
）
、
七
七
頁
。

（
皿
）
の
」
Ｈ
」
百
号
２
「
Ｂ
一
目
、
切
言
の
目
】
【
巳
晒
耳
・
扁
日
の
、
勇
『
の
＆
：
罰
。
］
巴
○
ａ
の
局
三
目
四
仏
。
闘
恩
・
「
§
（
ぬ
討
§
ず
旦
暮
⑩
用
す
「
冒
唄
屋
（
出
⑩
、
§
』
§
⑩
貝
⑫
ヨ
ロ
ミ
ョ
貝

§
＆
旦
暮
⑩
宛
○
ミ
§
８
９
・
与
○
宮
司
＆
§
＆
ミ
ョ
閏
・
コ
ヨ
Ｃ
ヨ
コ
ロ
・
」
、
信
亘
§
§
日
ご
ロ
冒
頁
３
号
⑪
９
貫
弓
・
再
旦
暮
⑩
ａ
ミ
ミ
ロ
ロ
ミ
・
訂
・
筒
の
己
巨
臣
呂
の
皀

埣
Ｃ
ｐ
】
吾
の
○
巨
口
の
、
の
因
の
ご
○
、
罫
○
円
］
望
勇
『
』
昏
吾
の
国
＆
計
○
局
『
切
勺
の
国
日
切
巴
。
■
・
］
四
日
の
、
夛
冒
ロ
弓
○
の
陣
○
○
》
国
。
、
言
。
Ｐ
扁
窓
》
己
．
】
画

な
お
、
同
書
の
著
者
ユ
ン
グ
ス
テ
ッ
ト
は
、
一
七
五
九
年
一
一
一
月
二
十
三
日
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
南
部
の
リ
ン
チ
ェ
ピ
ン
グ
で
生
ま
れ
、
一
七
九
八
年
中
国
に
や
っ
て
来
た
。

商
人
、
学
者
と
し
て
広
東
、
マ
カ
オ
で
一
一
一
十
七
年
間
く
ら
し
、
一
八
三
五
年
十
一
月
十
八
日
マ
カ
オ
で
死
去
。
そ
の
墓
は
同
地
の
「
オ
ー
ル
ド
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
墓
地
」

已・②一つ

』
・
Ｚ
・
罰
の
］
ｐ
Ｃ
Ｅ
ｍ
ミ
ミ
ロ
凪
の
＆
ｇ
⑩
〔
】
己
尽
＆
切
目
訂
②
早
釘
貝
の
用
ペ
）
８
ヨ
ロ
Ｐ
目
：
「
Ｓ
の
８
ミ
ヨ
§
＆
＆
〔
ず
ヨ
ョ
Ｃ
＆
Ｃ
『
雨
＆
○
ざ
Ｄ
Ｃ
Ｅ
ミ
騏
冒
軋
国
町
＆
殉

Ｑ
司
冒
ヨ
ョ
ロ
員
困
冒
目
＆
罫
⑩
。
（
８
⑭
冒
叶
訂
堂
の
日
莇
尾
皆
》
昆
覧
屋
巽
目
只
邑
簿
冒
＆
員
冒
、
ｐ
□
。
「
蔦
具
ミ
レ
句
８
§
号
旦
暮
⑩
因
冨
囚
亘
、
⑪
ミ
⑯
貝
貝

舎
。
（
』
§
ｊ
ロ
ロ
§
Ｐ
＆
夢
⑮
８
口
鷺
旦
、
§
§
『
貝
巳
冨
ロ
』
』
＆
⑱
ｐ
霊
＆
ｐ
｛
巳
ｏ
ｎ
ミ
ヨ
§
園
ミ
ロ
言
明
Ｓ
Ｓ
の
駒
・
己
⑩
．
国
日
冨
爲
鈩
国
『
・
弓
の
司
切
．
ｚ
の
封
「
＆
。
鳥
》
岳
践

曰
げ
の
曰
・
目
・
ロ
、
。
。
】
の
ご
Ｂ
Ｃ
ａ
Ｃ
再
旦
暮
⑩
田
蔦
号
Ｐ
目
・
国
、
ロ
の
円
己
目
目
■
目
ｐ
旧
○
日
・
Ｐ
巴
曽
》
己
．
］
副

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
．
ヒ
パ
ー
ト
箸
『
ロ
ン
ド
ン
あ
る
都
市
の
伝
記
』
（
朝
日
新
聞
社
、
平
成
九
年
二
月
）
、
二
八
一
頁
。

横
山
徳
爾
訳

奥
平
武
彦
「
英
国
政
府
と
日
本
漂
流
民
」
（
明
治
文
化
研
究
会
編
『
明
治
文
化
研
究
論
叢
』
一
元
社
、
昭
和
九
年
四
月
）
、
二
二
二
頁
。

同
右
、
二
四
九
頁
。

注
（
９
）
の
二
五

高
見
玄
一
郎
『
海
の
世
界
史
』
（
朝
日
新
聞
社
、
平
成
元
年
六
月
）
、
二
五
三
頁
。

同
右
、

注
（
６
）

同
右
、
一
一
二
二
頁
。

注
（
ｕ
）
に
お
な
ト

ロ
パ
ー
ト
・
モ
リ
》

注
（
ｕ
）
の
二
二
一

三
四
頁
。

・
モ
リ
ソ
ン

の
二
二
一
一
一
頁
。

に
お
な
じ
。

の
二
五
一
頁
。

の
一
四
○
頁
。

（
一
七
八
二
～
一
八
三
四
）
は
、
一
八
三
四
年
八
月
一
日
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
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（
犯
）
島
尾
伸
三
『
マ
カ
オ
で
道
草
』
（
大
修
館
書
店
、
平
成
十
一
年
十
二
月
）
、
一
一
頁
。

（
羽
）
Ｃ
田
口
、
骨
§
。
＆
自
己
⑩
【
こ
ミ
ミ
ロ
ｓ
ｏ
旨
○
三
百
Ｐ
ｐ
ｏ
葛
の
昌
旨
一
日
晦
凹
、
ｇ
の
己
自
○
国
白
四
》
Ｂ
の
』
８
，
片
の
門
の
Ｐ
ロ
閏
Ｐ
胃
】
貝
の
」
ご
岳
の
日
・
已
臥
の
計
：
罰
○
ケ
の
鳳

国
巨
罠
。
円
□
一
℃
『
ご
合
の
』
ず
］
○
の
。
．
ｚ
】
ロ
ケ
。
｝
ｍ
・
国
四
局
］
言
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
目
言
い
○
口
口
。
Ｐ
』
題
Ｐ
ら
・
画

（
型
）
注
（
皿
）
の
二
八
頁
。

（
躯
）
注
（
兜
）
の
五
頁
。

（
肥
）
レ
ョ
レ
（
毎
○
崖
員
。
「
ロ
「
。
ご
ロ
回
⑯
８
冒
島
Ｐ
（
］
量
己
目
印
ロ
ヨ
ョ
カ
ミ
コ
号
の
→
と
か
ね
軍
。
「
》
『
リ
コ
『
》
３
Ｄ
：
Ｙ
矛
則
：
Ｌ
鄙
十
鈩
・
：
…
『
わ
。
。
「
堅
「
殉
了
す
；
ｌ
ｌ
Ｌ
…
雫
宇

レ
ョ
レ
（
蘭
・
崖
ミ
ミ
ロ
「
＆
。
、
⑯
８
円
頁
（
Ｐ
＆
冒
口
印
ロ
ヨ
田
切
量
昌
窃
ご
画
馨
骨
〔
ご
『
・
冒
⑨
、
⑯
こ
◎
「
日
日
冒
暮
⑩
こ
の
弓
邑
冨
‐
へ
‐
凸
冒
冨
『
：
③
『
莇
己
目
＆

具
（
閉
ロ
「
骨
騨
已
⑩
⑰
訂
号
３
＄
ロ
ョ
ａ
ｎ
冒
筋
○
列
て
『
⑩
ヨ
ミ
計
②
・
す
埠
缶
口
○
庵
旨
臼
○
壼
苔
の
○
閏
Ｃ
］
旨
の
．
勺
臥
員
の
。
帛
○
弓
、
】
ｇ
②
ａ
甸
匡
』
』
甘
い
》
伊
ｏ
ｐ
ｑ
ｏ
Ｐ
］
９
９
℃
・
鼠

に
あ
る
。

秋
山
寛
兄
「
カ
ー

同
右
、
一
三
頁
。

注
（
鈍
）
の
一
式

「
亜
嬬
港
紀
略
稿
完
」
（
内
閣
文
庫
蔵
）
は
、
マ
カ
オ
の
風
土
な
ど
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
。

注
（
肥
）
の
八
二
舂

注
（
妬
）
の
八
三
舌

注
（
鍋
）
の
五
頁
。

垂
罎
鍵
訳
『
ペ
ル
リ
提
督
日
本
遠
征
記
Ｈ
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
八
年
一
一
月
）
、
一
一
一
四
一
頁
。

●
 

青
木
枝
朗
訳
『
ヒ
ュ
ー
ス
ヶ
ン
日
本
日
記
』
（
岩
波
書
店
、
平
成
元
年
七
月
）
、
一
一
八
頁
。

注
（
皿
）
の
三
一
頁
。

（
一
七
九
五
）

（
ヴ
ニ
ト
ナ
ム
中
郎
）

此
記
ハ
寛
政
乙
卯
五
月
奥
州
仙
台
の
舟
人
源
三
郎
等
安
南
へ
漂
着
シ
テ
繧
鑓
》
二
送
ラ
レ
鱸
港
ヨ
リ
広
東
へ
送
ラ
レ
シ
ト
キ
ノ
聞
見
（
聞
見
－
引
用
者
）
ヲ
問
テ
筆
記
ス
ル
処

ぷ
ん
け
ん

し
る
す

Ｌ
ば
ら

ナ
リ
彼
等
モ
ト
一
丁
ヲ
知
サ
レ
ハ
其
語
固
ヨ
リ
徴
へ
キ
ニ
モ
足
ラ
サ
ン
ト
聞
二
任
セ
テ
姑
ク
附
記
ス

の
一
八
頁
。

の
八
二
頁
。

の
八
三
頁
。

「
カ
ー
ル
。
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
略
伝
と
日
本
語
訳
聖
書
」
（
繍
鰄
鑪
轌
罹
轆
解
説
』
に
収
録
）
、
八
頁
。
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注
（
羽
）
の
二
七
頁
。

《
国
③
（
曽
息
②
⑮
河
骨
・
島
・
量
守
・
日
冨
昌
］
忠
『
（
・
し
冨
巨
＄
申
６
目
寸
・
Ｐ
里
貝
の
□
昏
昏
の
口
・
旨
の
計
：
］
②
農
已
・
冒

閃
⑯
ご
・
。
Ｓ
品
⑯
因
め
§
⑮
鼠
ロ
ロ
⑥
爵
皀
・
言
国
冴
冨
、
ミ
ヨ
曾
尊
・
ロ
自
己
）
⑮
田
言
い
§
§
・
自
包
さ
ミ
ョ
ロ
房
＆
骨
罵
ご
・
§
旦
思
冨
・
、
§
「
ｍ
】
司
討
§

量
ら
・
ご
厨
の
§
Ｑ
２
、
ご
骨
（
§
・
ロ
『
ミ
ロ
貧
・
冒
冒
息
留
め
：
。
］
閏
］
】
因
の
ｍ
・
貝
８
ｍ
旨
。
”
の
目
員
。
」
葺
・
Ｐ
ｐ
ｍ
・
Ｐ
・
皀
鼠
で
」
盆

注
（
佃
）
の
一
四
九
頁
。

甲
の
冒
蔦
言
の
］
｝
、
三
旨
四
目
の
函
弓
馬
旧
鴬
§
＆
い
§
；
＆
陣
目
巨
⑮
（
罵
房
三
』
胃
ョ
⑫
》
目
ｂ
・
冨
鰯
亀
・
目
ご
》
Ｃ
量
・
ミ
貝
蔦
堕
ロ
・
冨
長
○
・
句
・
甸
貝
‐

ロ
凹
日
》
ぬ
の
○
口
、
》
曰
彦
の
【
国
鳥
の
弓
す
。
●
丙
の
門
口
の
、
⑩
．
ｚ
の
言
目
。
烏
陣
■
Ｃ
ｐ
ｇ
ｏ
Ｐ
扇
②
Ｐ
己
・
患

『
勝
海
舟
全
集
４
１
開
国
起
原
Ⅳ
』
（
勁
草
書
房
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
）
。

内
閣
文
庫
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
。

同相川注
右原合へ
、良彦３４
二一充一
七－ｍ弓の
頁天モノ（
｡'□加害

注
（
蛆
）
の
三
五
一

田
保
橋
潔
「
モ
リ
ｕ

同
右
、
一
四
六
頁
。

注
（
妬
）
の
五
一
言

注
（
妬
）
に
お
な
吟

注
（
⑫
）
の
三
○
二
頁
。

注
（
妬
）
の
五
二
頁
。

注
（
蛆
）
の
三
七
九
舌

注
（
蛆
）
の
三
八
○
言

の
八
頁
。

「
モ
リ
ソ
ン
号
の
来
航
と
日
本
人
漂
流
者
山
」
（
『
海
員
』
六
四
号
所
収
）
、
六
六
頁
。

『
天
保
八
年
米
船
モ
リ
ソ
ン
号
渡
来
の
研
究
』
（
野
人
社
、
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
）
、

の
三
五
六
頁
。

の
五
二
頁
。

に
お
な
じ
。

の
三
七
九
頁
。

の
三
八
○
頁
。

「
モ
リ
ソ
ン
号
来
航
及
撃
嬢
に
就
い
て
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
三
十
三
編
第
一
号
所
収
、
大
正
ｎ
．
１
）
、
五
一
頁
。

一
四
頁
。
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（
ね
）
『
遣
外
使
節
日
記
纂
輯
第
三
』
（
日
本
史
籍
協
会
、
昭
和
五
年
一
月
）
、
一
八
～
’
九
頁
。

（
ね
）
注
（
卯
）
の
一
一
九
頁
を
参
照
。
な
お
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
る
音
吉
の
記
録
名
の
原
綴
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

ｇ
・
○
耳
○
ｍ
・
ロ
》
⑰
口
凹
目
『
四
一
日
囚
匡
Ｃ
ｐ
Ｈ
の
８
己
屋
量
〕
田
口
丙
詳
弓
目
呂
困
・
且
○
］
」
。
旨
】
の
蝕
自
○
の
日
の
←
の
ご
》
幻
の
、
一
切
←
の
丙
○
扁
国
ロ
ゴ
、
一
ｍ
曰
一
ケ
の
、
ご
囚
§
・
同
の

○
目
の
←
】
ｇ
ｏ
の
日
の
←
の
ご
［
弓
の
ｚ
農
・
ロ
巳
骨
・
宣
く
の
ｍ
・
烏
の
旨
、
Ｐ
己
。
『
の
蔵
］
。

（
河
）
重
久
篤
太
郎
「
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
訳
稿
本
の
復
刻
」
（
『
新
教
』
’
九
七
九
年
冬
季
号
所
収
）
。

（
Ⅶ
）
注
（
塊
）
の
五
九
～
六
○
頁
。

（
船
）
三
○
・
ｍ
の
閏
」
の
『
と
、
§
、
「
冒
冒
§
＆
§
（
菅
冨
冨
＆
島
冒
目
星
段
‐
局
員
自
国
：
○
・
圓
自
】
ロ
ロ
伊
・
己
・
Ｐ
息
』
》
ロ
」
］
の

（
的
）
鶴
辮
画
訶
瀦
プ
ラ
マ
ー
『
最
初
に
ア
メ
リ
カ
を
見
た
日
本
人
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
平
成
元
年
十
月
）
、
一
四
三
頁
。

（
、
）
『
大
日
本
古
文
書
幕
末
外
国
関
係
文
轡
之
七
』
（
史
料
編
纂
掛
、
大
正
四
年
八
月
）
、
二
一
一
一
五
～
二
一
一
一
六
頁
。

（
師
）
注
（
蛆
）
の
一
六
○
一

（
記
）
石
井
民
司
編
『
漂
流
一

（
卵
）
注
（
Ⅲ
）
の
九
九
頁
（

（
帥
）
荒
川
秀
俊
編
『
異
国
一

（
Ⅲ
）
旦
扇
目
ざ
・
匂
、
。
『
豚

（
⑪
）
沖
田
一
『
日
本
と
上
←

（
閉
）
塵
３
己
具
＆
＆
①
、

（
“
）
『
文
久
二
年
上
海
日
記

（
閉
）
注
（
餌
）
の
七
○
頁
。

（
船
）
石
井
研
堂
編
『
異
国
燕

（
、
）
舩
艦
門
不
開
港
場
繋
飢

和
六
十
二
年
二
月
）
に
幸

石
井
研
堂
編
『
異
国
漂
流
奇
談
集
』
（
福
永
書
店
、
昭
和
二
年
六
月
）
、
五
一
四
頁
。

舩
艦
門
不
開
港
場
繋
舩
「
英
国
軍
艦
将
マ
テ
ー
ソ
ン
初
テ
浦
賀
及
下
田
二
渡
来
一
件

荒
川
秀
俊
編
『
異
国
漂
流
記
集
』
（
気
象
研
究
所
、
昭
和
三
十
七
年
七
月
）
、
一
九
五
～
’
九
六
頁
。

旦
扇
目
ざ
・
匂
、
。
『
詠
旦
Ｑ
§
ロ
ロ
ミ
鳥
目
§
ご
冒
盲
の
円
騨
且
Ｏ
Ｐ
Ｓ
・
目
・
Ｐ
］
の
貢
己
．
】
］
③

沖
田
一
『
日
本
と
上
海
』
（
大
陸
新
報
社
、
昭
和
十
六
年
十
一
一
月
）
、
五
一
一
～
五
三
頁
。

塵
３
皀
具
＆
＆
⑯
、
鼻
尊
葺
巨
且
「
・
詞
・
一
片
冒
目
・
望
応
昌
巨
鈎
：
§
田
・
ａ
・
コ
ミ
§
の
（
」
目
・

『
文
久
二
年
上
海
日
記
』
（
全
国
書
房
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
）
、
七
頁
。

石
井
民
司
編
『
漂
流
奇
談
全
集
』
（
博
文
館
、
明
治
三
十
三
年
七
月
）
、
八
六
九
～
八
七
○
頁
。

の
九
九
頁
。

の
一
六
○
頁
。

に
音
吉
の
こ
の
人
相
書
が
み
ら
れ
る
。

二
」
（
『
続
通
信
全
覧
類
輯
之
部
二
八
』
所
収
、
雄
松
堂
出
版
、
昭

］
②
》
屋
訊
）
所
収
。
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奥
平
は
、
偶
目
し
た
日
本
漂
流
民
に
つ
い
て
の
記
録
を
四
点
、
請
求
番
号
と
と
も
に
紹
介
し
た
。

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
十
月
か
十
一
月
ご
ろ
、
ア
メ
リ
カ
北
西
部
ｌ
ワ
シ
ン
ト
ン
州
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
半
島
の
フ
ラ
ッ
タ
リ
ィ
岬
の
海
岸
に
漂
着
し
た
日

本
人
は
、
イ
ギ
リ
ス
毛
皮
会
社
の
社
員
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
、
の
ち
そ
の
送
還
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
日
本
と
の
外
交
交
渉
の
端
緒
と
し
て
利
用
さ
れ
た
あ
げ
く
、

「
モ
リ
ソ
ン
号
事
件
」
を
惹
起
し
、
さ
ら
に
幕
府
は
異
国
船
打
払
令
（
文
政
八
年
）
を
撤
回
し
、
撫
仙
令
（
文
化
三
年
）
へ
復
す
る
糸
ぐ
ち
と
な
っ
た
。

奥
平
論
文
の
中
で
、
わ
た
し
が
い
ち
ば
ん
興
味
を
お
ぼ
え
た
点
は
、
一
八
三
五
年
（
天
保
六
年
）
の
夏
、
日
本
人
三
名
が
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ー
ム
ズ
川
上
の
船

の
な
か
で
十
日
ば
か
り
過
し
た
の
ち
、
一
日
だ
け
上
陸
を
ゆ
る
さ
れ
、
案
内
人
と
と
も
に
ロ
ン
ド
ン
見
物
を
し
た
、
と
い
っ
た
箇
所
と
、
の
ち
に
マ
カ
オ
に
お

い
て
世
話
に
な
る
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
師
の
求
め
に
応
じ
て
筆
を
と
っ
た
日
本
文
字
で
あ
っ
た
。

奥
平
は
イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
日
本
漂
流
民
の
史
料
の
存
在
を
示
し
は
し
た
が
、
原
文
を
も
含
む
関
連
史
料
の
す
べ
て
を
明
示
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
わ
た
し
は

フ
オ
ト
ス
タ
ツ
ト

他
日
、
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
文
書
を
実
見
し
、
ぜ
ひ
そ
の
写
真
複
写
を
手
に
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
が
、
先
年
の
夏
、
資
料

あ
つ
め
に
ロ
ン
ド
ン
を
訪
れ
た
の
を
機
に
、
宝
順
丸
の
日
本
漂
流
民
に
関
す
る
未
紹
介
の
コ
ピ
ー
を
も
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

鎖
国
下
、
日
本
漂
流
民
の
多
く
は
母
国
の
土
を
ふ
た
た
び
踏
む
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
異
国
に
骨
を
う

ず
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ぎ
に
掲
げ
る
も
の
は
、
外
国
人
に
よ
る
あ
り
の
ま
ま
の
日
本
人
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
は
じ
め
に
原
文
を
示
し
、
そ
の
あ
と

を
た
ま
た
ま
目
に
し
た
と
い
う
。

奥
平
は
、
偶
目
し
た
日
本
漂
澤

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
十
口

れ
た
、
奥
平
》

記
憶
が
あ
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
コ
ー
ド
０
オ
フ
ィ
ス

奥
平
論
文
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
公
文
書
館
に
あ
る
史
料
を
用
い
て
、
宝
順
丸
の
一
二
漂
流
民
（
音
吉
、
久
吉
、
岩
吉
）
に
つ
い
て
研
究
し
た
最
初
の
も
の

で
あ
る
。
奥
平
に
よ
る
と
、
公
文
書
館
で
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
文
書
綴
を
み
て
い
た
と
き
、
漂
流
民
み
ず
か
ら
が
書
き
記
し
た
書
類
を
も
含
む
、
｜
件
の
記
録

鎖
国
時
代
に
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
た
日
本
人
の
資
料
を
あ
さ
っ
て
い
た
と
き
、
尾
佐
竹
猛
編
『
明
治
文
化
研
究
論
叢
』
（
一
元
社
、
昭
和
９
．
４
）
に
収
め
ら

た
、
奥
平
武
彦
の
「
英
国
政
府
と
日
本
漂
流
民
」
と
題
す
る
小
論
（
一
一
二
一
頁
～
一
一
二
六
頁
）
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
を
ひ
じ
ょ
う
に
興
味
を
も
っ
て
読
ん
だ

ロ
ン
ド
ン
の
公
文
書
館
に
あ
る
宝
順
丸
の
三
漂
流
民
に
関
す
る
史
料
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"オットソンリ'と呼ばれた日本漂流民

曰
豈
の
］
ぬ
の
①
日
一
○
の
曰
計
の
局
言
巴
口
巳
○
四
℃
ご
局
の
け
の
ロ
巴
○
ロ
ゴ
彦
口
←
の
ぐ
の
局
○
帛
凹
ロ
『
匠
色
局
目
皀
蒄
。
←
ず
田
曰
、
の
｝
『
の
、
〔
局
。
■
冒
す
芦
の
一
の
四
一
○
口
の
］
○
局
←
ず
の
胃
、
。
こ
の
局
ご
Ｈ
ｐ
の
口
（
・

団
皀
守
巨
、
目
②
］
已
局
○
ず
画
す
］
『
四
国
、
の
守
○
目
合
彦
の
］
届
】
、
ロ
○
円
、
ご
ｇ
、
冒
○
の
吾
の
旨
坤
の
Ｐ
ｐ
の
口
。
】
Ｃ
虎
ご
】
巴
扇
←
。
■
の
」
。
○
す
］
命
○
局
の
】
、
口
己
の
、
、
の
一
切
四
口
』
サ
ケ
の

①
漁
寸
司
の
【
ロ
の
『
。
■
←
ほ
。
ぬ
づ
二
○
○
【
←
け
田
曰
四
一
一
ぽ
の
註
ロ
ロ
の
←
ぽ
の
冒
葛
の
『
の
」
国
『
の
口
。
｛
烏
←
ず
の
。
◎
口
、
一
○
届
一
ケ
の
】
局
○
三
口
○
○
口
ロ
庁
局
］
円
の
巨
旦
の
局
】
一
色
ロ
｝
】
丙
の
］
『
一
面
四
庁
一
彦
の
望

陣
。

（
ロ
の
扁
凹
ご
Ｃ
円
印
す
］
の
、
の
凹
め
。
■
。

四
局
の
宮
口
ロ
ケ
｝
の
一
○
貝
】
四
斤
の
四
口
の
］
の
。
盆
○
口
。

ｍ
］
臓

ご
く
の
丘
画
く
の
面
②
』
一
ケ
の
可
○
国
Ｃ
Ｈ
Ｃ
冷
円
の
○
日
ご
甸
口
、
豈
○
宮
司
］
の
註
鼓
の
司
○
帛
望
の
の
←
の
同
」
四
『
ガ
ロ
ロ
計
の
】
円
の
］
Ｐ
盆
『
の
一
○
一
面
の
ず
ほ
局
の
①
』
四
つ
四
目
の
、
の
ロ
。
「
ご
画
註
シ
国
、
。
四
○
・

三
『
の
底
②
ぐ
の
］
。
】
口
座
］
】
ご
←
の
門
司
。
、
四
一
の
ニ
ー
ロ
の
ロ
】
）
ず
○
一
彦
】
曰
固
ロ
、
］
〕
の
ぽ
ゅ
ご
』
色
一
ｍ
○
］
口
←
ず
の
弓
○
コ
ロ
一
色
ロ
ｍ
Ｅ
ｍ
ｍ
の
⑩
ｏ
ｍ
ｍ
Ｈ
ゆ
め
四
ｍ
］
】
囚
ほ
ず
戸
口
○
三
一
の
』
、
の
ず
ほ
の
『
の
○
命

口
］
円
の
四
』
『
画
の
白
色
】
円
の
」
ず
竜
○
口
の
。
崗
巨
切
尹
「
Ｐ
ｍ
ｍ
ｅ
の
ロ
ロ
ロ
弁
の
一
○
○
○
ｍ
○
・

曰
け
の
昌
巨
□
ず
の
⑪
耳
目
目
明
の
召
『
の
、
の
岳
の
〕
『
□
の
、
月
の
庁
○
局
の
白
日
８
号
の
弓
９
百
８
口
日
ご
旨
自
］
ミ
ミ
》
：
』
ご
自
国
ロ
、
房
彦
》
甘
頁
の
庵
の
旬
の
ｐ
８

計
○
四
○
冨
口
の
、
の
ぐ
の
⑪
、
の
｝
・
三
】
昏
司
の
、
四
ａ
８
叶
彦
の
」
の
印
月
】
官
】
。
ご
○
崗
己
の
ｍ
の
①
｝
》
三
ぽ
の
ｇ
の
局
。
■
の
。
命
四
】
、
昌
巴
の
⑪
←
］
㎡
の
巨
己
の
》
○
円
四
二
の
司
呂
②
日
日
四
コ
》
苦
の
］

訳
文
（
大
意
）
を
添
え
た
。

曰
。
の
弓
○
・
口
．
、
。
匡
己
⑫
○
口
因
閂
一
・
ｌ

庁
ｏ
・

鹿
。

陣
。

［
資
料
一
］
こ
の
資
料
の
紹
介
は
、
お
そ
ら
く
本
稿
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
三
漂
流
民
の
帰
国
へ
の
強
い
願
望
を
伝
え
て
い
る
。

弓
彦
の
弓
○
二
日
二
の
、
胃
の
一
⑩
一
○
門
の
曰
巴
ロ
、
←
】
｛
②
の
四
○
戸
口
は
」

宝
○
○
℃
】
弓

シ
【
色
○
四
○
】
」
⑰
房
》
』
四
』
口
巨
凹
吋
『
』
②
軍
Ｐ
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"オットソン”と呼ばれた日本漂流民

天保八年（一八三七）六月二十八日にiili賀に渡来したモリソン号

［霧者によるスケッチ］

ｉ 鱸
１． 

’ 

lllilill 
’ 

ロンドンの公文番館にある宝順丸の三澱流民（岩吉，休吉，音吉）らの署名および日本文学。
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〔
円
○
日
目
の
ロ
ー
○
岳
の
ご
○
『
←
８
コ
「
亘
ロ
ロ
ミ
の
三
円
の
す
。
■
ロ
』
自
己
三
拝
ロ
凹
歓
ご
○
周
回
す
］
の
乏
冒
』
（
け
の
ご
○
］
四
ｍ
の
曰
②
冒
す
の
ｍ
ｏ
８
目
】
ご
］
】
め
げ
の
已
乏
】
奇
亘
ご
貢
三
○
』
色
『
ぬ
．

房
ず
］
Ｃ
葛
冒
ぬ
ぐ
の
ご
印
可
。
】
】
、
吾
の
ロ
の
Ｈ
←
。
Ｐ
『
》
ご
く
Ｐ
の
貝
の
円
の
ｇ
ｇ
の
ケ
胃
ご
○
巨
局
○
馬
、
臣
の
可
○
ロ
ョ
ゲ
の
門
の
急
の
『
の
日
巴
ロ
の
回
す
ど
の
］
『
の
。
②
］
ｍ
９
口
旨
呂
自
・

シ
ゲ
の
閨
］
、
巳
の
胃
○
ｍ
の
ミ
ゲ
目
ミ
の
ｐ
ｍ
ｇ
］
の
津
昏
曰
切
ご
ｏ
１
ｑ
巨
司
目
、
言
亘
呂
ケ
○
号
Ｃ
ｐ
Ｈ
曰
四
の
厨
四
の
言
の
］
』
四
ｍ
門
口
ｇ
」
の
弓
ョ
の
円
の
８
円
国
の
□
臼
ご
口
豈
四
口
』
８

ｍ
色
ぐ
の
。
■
馬
、
堅
く
①
⑪
三
ど
の
一
宮
局
の
箸
己
凹
弓
←
。
届
。
■
局
○
四
吋
、
。
。
『
の
Ｈ
ケ
○
四
吋
９
．

句
司
目
】
岳
自
含
一
日
の
ダ
「
の
、
ゆ
く
の
。
■
門
、
の
｝
『
の
、
■
ご
ｇ
ｇ
の
、
ご
巴
門
色
ご
」
８
貝
曰
巨
の
』
空
。
日
日
、
■
ず
。
巨
日
岳
の
日
の
円
ｑ
Ｃ
帛
量
冒
已
巴
〕
」
三
ｍ
ご
●
ぬ
【
。
『

］
』
曰
ｏ
ｐ
ｇ
ｍ
・
ロ
ロ
ゲ
ｍ
ご
亘
一
『
量
『
の
ロ
四
ｇ
ｏ
ご
一
望
、
切
目
＆
］
８
切
丙
⑪
。
届
ョ
日
の
円
。
□
す
○
四
円
ｇ
四
口
二
ｍ
ｍ
←
宮
、
三
四
ｍ
『
の
司
邑
⑰
○
○
二
口
⑩
の
」
》
雪
の
切
巨
竃
の
円
の
」
←
の
『
国
ご
］
『

閂
彦
四
ぐ
の
←
ず
の
己
一
の
四
ｍ
■
『
の
。
届
巾
巨
ご
日
】
耳
目
、
一
○
】
○
口
、
」
の
（
巴
］
の
。
四
ｏ
８
Ｅ
口
計
○
命
←
ず
の
色
」
ご
①
員
巨
司
の
、
。
開
国
一
己
⑪
．
【
】
言
可
の
》
【
の
詞
「
【
】
甘
げ
の
ｍ
ｐ
ｇ
ｏ
８

【
耳
の
け
の
》
一
宮
の
一
ケ
『
の
①
の
冨
官
ご
円
の
●
庁
の
ロ
］
凹
已
日
』
の
⑩
の
】
自
画
国
曰
の
局
の
》
四
ｍ
ず
ほ
の
昌
爲
の
］
ｇ
の
』
サ
ケ
の
』
曰
奇
○
日
の
・

ミ
の
①
目
ず
閂
丙
の
」
ｚ
Ｃ
『
・
呂
吟
］
忠
」
〉
能
○
巨
凰
の
の
口
冒
ロ
ロ
曰
す
の
Ｈ
ｏ
□
す
○
四
己
昌
の
四
○
一
○
■
ロ
］
閏
○
四
頁
巴
ロ
』
○
口
『
の
ロ
】
○
口
』
Ｐ
目
。
》
ゆ
く
●
の
、
の
｝
○
局
ｇ
ｏ
員

］
９
８
口
、
す
■
ａ
の
Ｐ
辱
の
碕
冨
の
□
ご
く
】
昏
叶
唇
の
日
〕
ロ
ロ
巴
（
国
ず
巳
の
、
の
ｐ
誌
す
］
づ
げ
の
ロ
ユ
ロ
ｇ
ｏ
扁
○
言
臼
国
寸
。
Ｂ
の
日
已
の
巳
の
ロ
屍
四
ｍ
日
ロ
ロ
ず
ほ
の
己
司
の
、
の
■
一
回
目
己
の
Ｈ
ｏ
Ｈ

曰
○
三
②
ユ
＆
、
す
】
自
浄
○
ヨ
ヨ
ゲ
の
ロ
。

、
弓
○
国
・
罰
○
ケ
目
、
○
口
国
四
耳

。
届
』
ロ
ロ
回
目
。

ｍ
』
原

日
本
人
三
名
の
ア
メ
リ
カ
漂
着
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
を
経
て
、
マ
カ
オ
に
至
る
ま
で
の
顛
末
を
逐
一
伝
え
た
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
師
の
報
告
書
。
全
文
の
紹

［
資
料
三
］
介
は
お
そ
ら
く
本
稿
が
最
初
で
あ
ろ
う
。

○
ロ
月
日
ｍ
Ｃ
８
ｐ
の
］
の
寸
の
』
○
命
『
】
８
も
』
臼
】
富
１
口
］
自
切
》
の
】
｝
戸
田
〕
」
８
耳
目
旨
８
，
．
．
畳
ご
旨
の
、
閏
』
】
Ｐ
口
・
局
の
砕
・
・
弓
昏
の
冨
忌
・
胃
・
閉
口
の
一
・
口

ヨ
ゲ
の
ロ
８
葛
の
、
巴
｝
の
ロ
ケ
の
Ｐ
Ｈ
ｍ
の
四
ｍ
一
・

豈
白
■
Ｃ
四
○
四
の
》
シ
白
四
局
の
西
』
②
蜜
③
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民
弓
ゴ
の
ご
①
の
⑩
の
一
三
②
⑩
Ｐ
註
（
ず
の
⑪
四
日
の
威
曰
の
｝
〔

流標
○
烏
丙
の
①
口
、
巨
龍
の
国
己
、
⑩
ョ
ぽ
の
ご
○
巨
局
ロ
巨
白
す
の
『
ず
四
』

ｆ
州

銅
、
の
（
ロ
の
四
局
の
局
」
ど
の
営
○
烏
①
○
百
奇
匠
の
曰
。
『
ご
白
、
。
崗
筬

れば
局
。
、
【
四
口
」
言
の
ロ
｛
一
日
目
の
」
旨
計
の
一
望
一
．
口
の
。
①
の
一
コ
弓

呼上
」

ご
く
ぽ
の
ロ
円
の
四
○
ケ
甘
口
、
奇
声
の
切
営
○
局
の
一
二
の
命
○
色
目
」

ンソ
ー
ゲ
の
二
二
局
の
。
【
四
口
□
、
叶
局
』
ｂ
ど
の
ロ
ロ
、
。
届
四
二
○
巨
弓
の
一
○
念

ト

ソ

オ
の
ｏ
Ｈ
ｐ
の
、
。
。
」
ご
陣
寸
ｐ
Ｈ
の
二
目
ご
」
】
四
口
の
ケ
四
』
囚
胃
『
の
ご
■
功
．

ご
く
の
言
の
局
の
｛
ず
の
ご
皀
司
四
口
口
の
」
ず
○
ｍ
ｐ
Ｈ
ご
」
」
四
］

１
１
１
１
‐
…
…
…
…
…
ｉ
…
 

ｍ
３
ｇ
ｐ
巴
一
『
ｓ
の
ｇ
ｏ
届
←
豆
の
け
○
国
】
す
］
の
Ｓ
ｍ
の
四
ｍ
の
．
弓
声
の
胃
扁
の
①
芦
三
の
局
の
、
三
○
］
｜
の
Ｐ
一
彦
の
回
す
」
○
日
の
口
四
⑩
日
ロ
○
ケ
目
馬
］
四
一
の
』
四
ｍ
ｇ
ｇ
ａ
ｍ
匠
昌
９
『
ｏ
ｐ
８
」

ご
画
茸
の
ご
庁
四
コ
』
←
け
の
の
滉
一
『
の
ロ
】
辱
】
の
、
。
【
ず
ぽ
の
す
○
』
旨
二
三
の
局
の
］
辱
の
『
四
｝
］
］
局
○
ず
芦
の
ロ
ゴ
の
虎
○
局
の
←
す
の
『
ず
門
の
Ｐ
ず
ぽ
の
。
←
ず
の
］
円
一
四
切
言
・

弓
ゴ
の
ご
①
の
⑩
の
一
三
閉
自
（
ず
の
切
四
ロ
】
の
威
曰
の
｝
８
斤
］
四
二
』
】
一
門
の
Ｐ
巳
『
の
」
。
■
門
口
註
日
。
⑪
（
の
Ｈ
の
円
威
○
口
⑪
一
○
丙
の
の
ら
ず
の
門
呉
」
ｏ
９
．
シ
津
の
円
（
ず
の
曰
○
口
叶
声
、

○
烏
丙
の
①
口
、
巨
龍
の
国
己
、
⑩
ヨ
ぽ
の
ご
○
巨
局
口
巨
ロ
〕
す
の
『
ず
四
□
す
の
①
ロ
『
の
ｑ
ｐ
８
Ｑ
註
○
一
ぽ
円
の
①
マ
ヨ
の
○
四
口
］
の
庫
旨
四
一
一
『
】
ロ
四
ｍ
茜
一
○
ｍ
一
回
己
９
．
曰
葛
。
」
山
）
「
、
ご
く
の
←
且
の
』
一
○

ｍ
の
（
ロ
の
四
局
の
局
」
ど
の
営
○
烏
①
○
百
奇
匠
の
口
】
。
『
ご
一
口
、
。
崗
什
弓
の
←
ゲ
」
局
旦
二
ど
の
｛
◎
巨
口
」
○
口
『
、
の
］
ぐ
の
、
ロ
ロ
】
。
■
ぬ
の
（
■
。
□
丙
Ｐ
←
げ
の
『
の
、
い
の
一
切
○
○
口
、
註
司
巨
の
【
■
ご
○
昌
四
｝
②
円
、
の

門
。
、
【
四
口
」
言
の
ロ
｛
｝
【
ご
Ｈ
ｐ
の
」
』
、
計
の
一
望
←
。
ご
】
の
。
①
の
》
ニ
ミ
ゲ
】
｝
の
言
言
の
、
画
く
の
』
○
■
円
の
の
｝
ご
①
の
巨
己
。
ご
功
○
口
〕
の
○
閉
←
ず
の
己
一
回
目
戸
、
ミ
ゲ
旨
声
言
の
『
の
丙
］
○
四
←
］
口
、
四
ケ
○
回
一
・

二
く
ぽ
の
ロ
円
の
四
○
ケ
甘
口
、
奇
声
の
切
営
○
局
の
三
の
命
○
色
目
」
○
■
局
切
の
｝
『
の
⑩
〕
ニ
ー
ゲ
の
己
。
ご
く
の
『
○
馬
ず
ほ
の
閂
ロ
』
】
四
口
の
ぎ
面
○
ぽ
凹
已
の
○
口
】
の
一
○
○
○
］
］
の
。
（
←
ず
の
帛
局
四
ｍ
】
己
の
ご
一
切
○
烏

←
匠
の
葛
局
の
。
【
四
口
□
、
叶
国
ｂ
ど
の
ロ
ロ
、
。
届
四
一
一
○
巨
弓
の
一
○
一
面
の
⑪
．
弓
可
の
言
の
四
念
豈
の
局
冨
四
⑩
ぐ
の
門
】
Ｄ
Ｃ
一
二
口
目
９
○
口
『
。
ご
一
望
。
○
ぐ
の
国
ｐ
ｍ
Ｄ
ｏ
己
の
】
の
←
の
」
。
届
、
『
四
ｍ
葛
庁
］
。
■

llliJlllllllliijiilifiliijliij＝ の
二
お
局
の
←
ず
の
ご
」
局
四
ｍ
ｍ
の
」
一
○
ｍ
■
目
ご
」
一
色
ロ ’ 
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ご
］
］
四
ｍ
の
四
ケ
。
■
什
崗
】
ぐ
の
□
昌
一
の
、
崗
弓
○
口
］
一
彦
の
、
す
。
『
の
》
さ
臣
旨
ず
ｏ
ｏ
ｐ
ｍ
－
ｍ
計
の
こ
○
鳧
］
←
］
○
四
可
○
口
、
の
の
）
の
四
の
西

〃

，,孟池淡辺

下線部は，三人の日本人がロンドン見物をしたことを

記した箇所をしめす。

津
⑩
彦
夛
「
声
門
げ
。
。
■
⑩
亟
一
巨
一
の
ｇ
ｏ
巨
局
」
四
】
］
］
庵
○
○
二
・

←
○
四
二
Ｑ
一
○

弓
ヨ
ｏ
Ｈ
ｐ
ｏ
ご
念
す
②
四
津
の
局
ン
○
臣
『
ロ
】
】
既
○
『
←
皀
口
の
ず
ぽ
の
⑩
。
■
円
く
『

陣
。
白
←
匡
胃
切
言
・
○
津
の
ｐ
ｐ
ｍ
ぐ
の
急
の
ず
の
①
口
○
ず
一
】
囚
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っ
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に
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し
た
ら
遭
遇
す
る
か
も
知
れ
な
い
危
険
に
つ
い
て
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
す
で
に
得
て
お
る
情
報
か
ら
、
中
国
の
船
を
含
む
他
の
国
の
船
よ
り
も
、
イ
ギ
リ
ス
船
で
日
本
へ
連
れ
帰
っ
た
と
し
た
ら
、
日
本
人
の
身

に
起
る
か
も
知
れ
な
い
何
ら
か
の
危
険
に
つ
い
て
考
え
た
く
な
い
の
で
す
。

と
同
時
に
わ
た
し
た
ち
は
、
あ
る
事
例
に
つ
い
て
知
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
二
、
三
年
前
の
こ
と
、
ル
ソ
ン
島
の
海
岸
で
難
波
し
た
日
本
人
の
一
行
が
、

マ
カ
オ
に
送
ら
れ
て
来
、
（
か
れ
ら
の
希
望
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
）
中
国
政
府
に
引
き
わ
た
さ
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
、
商
人
や
積
荷
監
督
人
（
船
頭
の
こ
と
か
ｌ
引
用
者
）
の
生
命
は
無
事
で
し
た
。
か
れ
ら
は
故
国
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中

国
政
府
が
救
け
を
求
め
て
い
る
日
本
人
水
夫
ら
を
寛
大
に
扱
っ
た
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
。

い
ま
の
日
本
の
統
治
者
は
、
大
多
数
の
日
本
人
よ
り
も
開
明
的
で
あ
り
、
心
の
広
い
人
物
と
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
数
年
前
に
ス
ト
ゥ
ェ
ラ
ー
大
佐
が
、

皇
太
子
の
命
に
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
使
節
と
し
て
、
日
本
の
宮
殿
に
二
度
も
派
遣
さ
れ
た
と
き
、
日
本
皇
帝
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
せ
い
ぜ
い
こ
の
よ
う
な

も
の
で
し
た
。

日
本
人
を
本
国
に
送
還
す
る
の
に
い
ち
ば
ん
ふ
さ
わ
し
い
輸
送
手
段
は
、
女
王
陛
下
の
軍
艦
で
し
ょ
う
。
指
揮
官
は
総
督
ま
た
は
そ
の
筋
か
ら
の
書
簡
を
た

ず
さ
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
文
面
は
日
本
人
を
イ
ギ
リ
ス
の
保
護
下
に
置
い
た
事
情
を
の
べ
た
も
の
で
、
日
本
政
府
の
温
情
を
切
望
す
る
も
の
で
す
。

Ｃ
・
ギ
ュ
ッ
ラ
フ

真
正
の
写
し
エ
ド
ワ
ー
ド
・
エ
イ
ン
ズ
リ
ィ
出
納
局
長

汝
の
忠
実
な
る
し
も
べ

Ｊ
・
Ｒ
・
モ
リ
ソ
ン
署
名

敬
具
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テ
ン
ポ

サ
ン
ネ
ン
ジ
ュ
ガ
ッ

ジ
ュ
イ
チ
ミ
ッ

ン
ハ
ジ
ュ
オ
マ
ル

ト
ー
ゲ
ム

フ
、
不
ジ
ニ

マ
マ

ロ
ク
ン
｛
幻

ト
ワ
ナ
エ

、
不
フ
ル
エ
ワ

エ
カ
ル

訳
文

岩
吉
、
音
吉
、
休
吉
ら
は
、
い
ま
を
去
る
天
保
三
岸

い
、
乗
組
員
は
十
四
名
）
尾
州
（
日
本
皇
帝
の
港
）
“

こ
と
に
、
い
さ
さ
か
の
懸
念
も
抱
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

［
資
料
二
］
の
大
意
。

い
ま
を
去
る
天
保
三
年
（
い
ま
の
治
世
の
名
称
）
に
宝
順
丸
に
乗
り
組
み
ま
し
た
。
同
船
は
（
船
頭
の
名
は
、
ト
ー
ゲ
ム
と
い

（
日
本
皇
帝
の
港
）
地
域
の
鳥
羽
浦
に
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
三
名
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
に
乗
っ
て
日
本
へ
む
か
う

シ
シ
ジ
ュ

ト
バ
ウ
ラ
メ
ナ
ト
デ
ビ
シ
ュ
オ
ワ
レ
ク
ネ
ク
く
ワ
エ
イ
シ
ェ

ジ
ニ
ゴ
ネ
ン

ノ
レ

エ
ワ
キ
チ
オ
ト
キ
チ
キ
ュ
キ
チ
ト
ジ
ン
オ
フ
ネ
オ
ド

中
国
語
の
共
同
通
訳

一
八
三
六
年
一
月
一
六
日
マ
カ
オ
に
て

真
正
の
写
し

エ
ド
ワ
ー
ド
・
エ
イ
ン
ズ
リ
ィ

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ギ
ュ

出
納
局
長

イ
ワ
キ
チ

］
石
士
ロ

休
吉
署
名

一
白
土
ロ

ッ
ラ
フ
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わ
た
し
た
ち
十
四
名
は
、
’
八
一
一
二
年
十
一
月
二
十
日
船
頭
重
右
衛
門
殿
の
宝
順
丸
に
乗
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
八
○
ト
ン
積
み
の
船
で
あ
り
、
日
本
の

い
ま
の
皇
帝
で
あ
る
天
下
様
に
届
け
る
尾
張
侯
の
年
貢
を
積
ん
で
お
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
積
荷
は
、
米
・
厚
板
・
畳
・
絹
や
綿
製
品
・
酢
・
酒
な
ど
で
し
た
。
出
帆
し
た
尾
張
の
ビ
ジ
ュ
港
は
、
目
的
地
で
あ
る
江
戸
に
あ
る
港
の
東

に
位
置
し
て
お
り
ま
し
た
。
風
向
き
さ
え
よ
け
れ
ば
、
二
日
の
旅
な
の
で
す
。

出
帆
し
た
翌
日
、
大
風
が
吹
い
た
の
で
志
州
（
鳥
羽
）
の
浦
に
入
港
し
、
そ
こ
に
十
二
日
間
滞
泊
い
た
し
ま
し
た
。
港
を
出
て
か
ら
大
暴
風
雨
に
あ
い
、
帆

柱
や
か
じ
を
失
な
い
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
わ
が
身
を
救
わ
ん
が
た
め
に
、
積
荷
の
一
部
を
海
に
す
て
ま
し
た
。

そ
の
後
、
身
は
絶
望
に
ゆ
だ
ね
、
風
浪
の
な
す
ま
ま
洋
上
を
十
四
ヵ
月
も
た
だ
よ
い
ま
し
た
。
運
の
わ
る
い
こ
と
に
、
船
に
積
ん
で
い
た
の
は
五
た
る
分
の

飲
料
水
だ
け
で
し
た
。
そ
し
て
こ
の
飲
み
水
は
、
ま
た
た
く
間
に
使
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
の
ど
の
乾
き
に
、
た
い
そ
う
苦
し
み
ま
し
た
。
た

び
た
び
日
本
酒
を
用
い
て
米
を
た
か
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
余
計
の
ど
が
乾
き
ま
し
た
。

雨
が
ふ
る
と
い
つ
で
も
で
き
る
だ
け
雨
水
を
た
く
わ
え
ま
し
た
が
、
需
要
が
多
い
た
め
に
長
く
は
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
再
び
雨
が
降
っ
て
水
が
め

が
一
杯
に
な
る
ま
で
、

岩
吉
、
休
吉
、
立

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

［
資
料
三
］
の
大
意
。

天
気
が
よ
い
と
き
、
魚
を
い
っ
ぱ
い
捕
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
日
々
の
食
糧
に
な
り
ま
し
た
。
一
一
ヵ
月
ほ
ど
経
つ
と
、
わ
た
し
た
ち
の
不
幸
に
輪
を
か
け
る

音
吉
ら
の
く
わ
し
い
冒
険
談
を
貴
殿
に
提
出
す
る
こ
と
は
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
人
は
日
本
の
漂
流
民
で
あ
り
、

じ
っ
と
待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

八
一
一
一
六
年
三
月
二
十
八
日
マ
カ
オ
に
て

は
日
本
の
漂
流
民
で
あ
り
、
そ
の
冒
険
談
を
語

休
吉

幸
白
土
ロ

(58）１８７ 
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そ
の
後
、
わ
た
し
た
ち
は
、
海
岸
か
ら
五
マ
イ
ル
ほ
ど
離
れ
た
所
に
あ
る
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
部
落
へ
連
れ
て
ゆ
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
部
落
は
、
十
四
の
丸

太
小
屋
か
ら
な
り
、
各
棟
に
百
名
ほ
ど
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
寒
さ
は
ひ
じ
ょ
う
に
き
び
し
く
、
雪
に
よ
っ
て
屋
根
が
打
ち
抜
か
れ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
は
こ
の
部
落
で
、
七
カ
月
間
悲
惨
な
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

ひ
も
の

毎
日
の
食
物
と
い
え
ば
、
魚
の
干
物
で
あ
り
、
そ
れ
を
か
ま
ど
で
焼
き
、
歯
で
食
い
ち
ぎ
っ
て
ロ
に
し
ま
し
た
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
た
ち
か
ら
は
、
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
殺
す
ぞ
、
と
お
ど
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
で
な
い
と
き
は
、
ひ
ど
い
侮
辱
を
う
け
ま
し
た
。
い
ち
ど
か
れ
ら
の
手
中
か
ら
逃
げ
出
そ
う
と
し
ま
し
た
が
、
部

落
に
連
れ
も
ど
さ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
の
寝
床
は
、
い
ろ
り
ば
た
の
敷
物
の
な
い
地
面
で
し
た
。
い
ろ
り
の
火
は
一
晩
中
、
も
え
て
お
り
ま
し
た
。

春
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
リ
グ
型
帆
船
（
二
本
マ
ス
ト
で
横
帆
を
装
備
ｌ
引
用
者
）
が
停
泊
地
に
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
た
ち
の

許
可
を
も
ら
っ
て
、
そ
の
船
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
船
と
と
も
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
「
イ
ギ
リ
ス
毛
皮
工
場
」
に
た
ど

り
つ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
四
ヵ
月
ほ
ど
寛
大
な
扱
い
を
う
け
ま
し
た
。

衣
服
の
ほ
か
、
欲
す
る
も
の
は
何
で
も
あ
た
え
ら
れ
、
の
ち
イ
ー
グ
ル
号
に
乗
せ
ら
れ
、
ロ
ン
ド
ン
に
む
か
い
ま
し
た
。
イ
ー
グ
ル
号
の
航
海
は
、
七
ヵ
月

岸
に
た
ど
り
着
い
た
と
き
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
つ
か
ま
っ
て
‐

し
た
ち
は
身
ぐ
る
み
は
ぎ
と
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
陽
気
は
郭

そ
れ
を
く
れ
た
の
は
、
人
の
よ
い
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
た
ち
で
し
た
。

は

よ
う
に
、
壊
血
病
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
仲
間
は
｝
」
の
恐
ろ
し
い
病
気
の
た
め
に
し
だ
い
に
死
ん
で
行
き
ま
し
た
。
足
は
腫
れ
あ
が
り
、
腹
は
水
症
に
か
か

っ
た
病
人
の
よ
う
に
ふ
く
ら
み
、
手
足
は
息
を
引
き
と
る
ま
え
に
じ
っ
さ
い
腐
っ
て
い
ま
し
た
。

船
は
そ
の
こ
ろ
水
が
漏
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
沈
ま
な
い
よ
う
に
す
る
の
に
た
い
そ
う
苦
労
い
た
し
ま
し
た
。
長
い
月
日
、
苦
し
み
に
う
め
い
た
こ

ろ
、
仲
間
は
三
人
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
つ
い
に
陸
地
が
目
に
入
っ
た
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
二
日
の
あ
い
だ
陸
に
近
づ
こ
う
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
三
日
目
の
朝
、
岩
と
岩
と
の
間
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
が
、
や
が
て
船
は
大

き
な
岩
と
ぶ
ち
あ
た
っ
た
た
め
に
直
ち
に
こ
な
ど
な
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
方
、
わ
た
し
た
ち
は
浮
い
て
い
た
厚
板
に
つ
か
ま
り
助
か
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
つ
か
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
か
れ
ら
は
難
破
船
の
破
片
を
あ
つ
め
に
や
っ
て
来
た
者
た
ち
で
し
た
。
わ
た

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
陽
気
は
ひ
じ
ょ
う
に
寒
い
と
き
で
あ
り
、
身
に
つ
け
る
も
の
と
い
え
ば
、
ぼ
ろ
切
れ
一
つ
だ
け
で
し
た
。
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ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
パ
１
マ
ー
号

シ
ン
テ
イ
ン

伶
打
に
到
着
い
た
し
ま
し
た
。

十
日
の
あ
い
だ
、
わ
た
し
た
ち
は
テ
ー
ム
→

な
わ
れ
て
ロ
ン
ド
ン
を
見
学
い
た
し
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
述
べ
て
来
た
も
の
は
、
か
れ
ら
の
□
か
ら
出
た
談
莚

な
り
、
け
っ
し
て
偽
り
を
申
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

写
し

本
状
に
よ
っ
て
、
財
務
長
官
か
ら
、
一
八
三
六
年
‐

ル
で
十
五
ド
ル
受
理
し
た
こ
と
を
証
明
い
た
し
ま
す
。

ほ
ど
つ
づ
き
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
船
長
を
は
じ
め
、
乗
組
員
全
員
か
ら
じ
っ
に
寛
大
な
扱
い
を
う
け
、
取
り
お
き
の
衣
服
を
ま
た
も
ら
い
ま
し
た
。

十
日
の
あ
い
だ
、
わ
た
し
た
ち
は
テ
ー
ム
ズ
川
に
浮
ぶ
イ
ー
グ
ル
号
に
お
り
ま
し
た
。
出
帆
す
る
前
に
、
丸
一
日
上
陸
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
案
内
人
に
伴

［
資
料
四
］
の
大
意
。

・
パ
１
マ
ー
号
に
移
乗
さ
せ
ら
れ
て
か
ら
は
冷
遇
さ
れ
、
食
物
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
与
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
六
ヵ
月
ほ
ど
航
海
し
て
か
ら
、

十
五
ド
ル

か
れ
ら
の
□
か
ら
出
た
談
話
で
す
。
三
ヵ
月
ほ
ど
つ
き
合
っ
て
み
た
結
果
、
三
人
の
人
柄
も
あ
る
て
い
ど
判
か
る
よ
う
に

八
三
六
年
十
一
一
月
一
一
十
一
一
一
日
よ
り
一
八
三
七
年
一
月
二
十
三
日
ま
で
の
日
本
人
三
名
の
扶
養
料
と
し
て
メ
キ
シ
コ
ド

真
正
な
写
し

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ギ
ュ
ッ
ラ
フ

エ
ド
ワ
ー
ド
・
エ
ル
ム
ズ
リ
ィ

出
納
局
長

敬
具

(６０）１８５ 
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（
領
収
書
Ｃ
を
み
よ
）

（
前
文
略
）

［
資
料
五
］
の
大
意
。

一
八
一
一
一
六
年
一
月
一
一
十
一
一
一
日
か
ら
一
八
三
七
年
二
月
一

ま
か
な
い
…
…
…
…
…
十
五
ド
ル

靴
お
よ
び
雑
品
…
…
…
三
ド
ル

一
八
一
一
一
六
年
一
月
二
十
一
一
一
日
よ
り
一
八
三
七
年
一
一
月
二
十
一
一
一
日
ま
で
の
日
本
人
三
名
の
扶
養
料
と
し
て
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
ヘ
十
八
ド
ル
支
給
す
。

一
八
三
七
年
二
月
二
十
三
日

十
八
ド
ル

計

’
十
三
日
ま
で
の
間
に
、
日
本
人
の
た
め
に
使
っ
た
費
用
。

一
八
三
七
年
一
月
二
十
三
日

マ
カ
オ
に
て

八
三
七
年
一
一
月
二
十
一
一
一
日

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ギ
ュ
ッ
ラ
フ

共
同
通
訳

一
一
十
三
日
マ
カ
オ
に
て

共
同
通
訳

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ギ
ュ
ッ
ラ
フ

エ
ド
ワ
ー
ド
・
エ
イ
ン
ズ
リ
ィ

出
納
局
長

184（61） 



を
使
っ
た
こ
と
を
証
明
い
た
し
ま
す
。

写
し

本
状
に
よ
っ
て
、
財
務
長
官
か
ら
、
’
八
三
六
年
二
月
一

コ
ド
ル
で
十
六
ド
ル
受
理
し
た
こ
と
を
証
明
い
た
し
ま
す
。

写
し

本
状
に
よ
っ
て
、
一
八
一
一
一
六
年
一
一
一
月
二
十
一
一
一
日
か
ら
一
八
一
一
一
七
年
五
月
二
十
三
日
の
間
に
、
日
本
人
一
一
一
名
の
た
め
に
、
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オットソン”と呼ばれた日本漂流民

薬
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い
た
し
ま
す
。

本
状
に
よ
っ
て
、
ギ
ニ
ッ
ラ
フ
氏
の
不
在
中
に
、
日
本
人
三
名
の
扶
養
料
お
よ
び
雑
費
と
し
て
、
メ
キ
シ
コ
ド
ル
で
五
十
二
ド
ル
受
け
と
っ
た
こ
と
を
証
明

五
十
二
ド
ル

［。。・・・。］

中
国
人
秘
書
兼
通
訳

一
八
三
七
年
七
月
マ
カ
オ
に
て

注
［
…
…
］
内
は
判
読
不
能
。
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"オットソン”と呼ばれた日本漂流民

宝順丸の乗組員の墓がある愛知県

知多郡美浜町小野補の「良参寺」

［筆者撮影］

現在の美浜町の海岸

良参寺の裏手にある宝須丸乗組員の墓。（左側）

〔筆者撮影］
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１９世紀のロンドンの絵地図

IllustratedMapofLondon,Ｃ・Ｓｍｉｔｈ＆Ｓｏｍ［刊行年不詳］より。

19世紀の税関前の風景。

［筆者蔵の銅版画より］

ご看且.･･■！~~

騨凡…

蕊1雛！
．．‘.･１．．．：.+,昌鍜津巧手
….・〆.｡｢･〆..．。:｡.■・い＿.

19世紀のロンドンのテームズ川風景。［|]央の建物はセントポール寺院。

［諏者蔵の銅版画より］
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"オットソン”と呼ばれた日本漂流民

《行港およびマカオの地図》

178（６７） 



｢香港墳場」（HomgKongCemetery，香港島のHElppyValleyに位、）の入口近くに
あるカルル・ギュッラフ師の墓。［簸者搬影］

上に同じ。
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"オットソン”と呼ばれた日本漂流民
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1830年代のマカオの地図

AndrewLjungstedt:AnHiStoricqlShetchq／thePbrCUgueseSbttlementsi,ｚＣﾉｾj"α，James 

Munroe＆ＣＯ，BDston，１８３６より。
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ベニヤの'五から見た１９世紀のマカオの全lll:。

盤鱈電管鰯

Ｐ－－Ｔ型もＰ－０ノエ賊一・

Ｗ脇Worﾌﾟ唾CKUdAn1I2Anm囚]NI；BIiiAC別"r鼠a』Y座CIR４頭H》】Ｕ､,」江MAhICMD､

１９世紀のマカオのパノラマ図。

AndrewLjungste〔１t:ＡｎＨｉｓｔ０ﾊﾟculSAetchq／tAePorZug【JnseSctZl〔?､entsjlJCﾉｾj"α，James

Munroe＆ＣＯ，Boston，１８３６より。

呈・吉－－－．．－ぐ一百－

１９世紀のマカオの図。

RevCeorgcSmiLh:ＡＭｗａｔｉＬ'Ｆｑ/QnErplornZorvWslZtocn｢ﾉｌｑ／ｔﾉｌＦＣｍｓｌｲﾉａｒａｔｉｅｓＱ／ 
CAi"｡,α"ｄｔｏｔ/ｉｅﾉS/(、｡ｓ(Ｗ７ｂｎｇＫＯ"ｇ(ｍｄＣｈｕｓｎ",ＪＮｉｓｂｅｔａｎｄＣｏ,Lon(lon，１８４７より。
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"オットソン，，と呼ばれた日本漂流民

マカオの民国人馬路にある植民地時代の番小屋。マカオの民国大馬路あたりの風溌。石垣は背の

防波堤をしめす。

～ 

サウン・ホセ教会の近くにある昔の家。 マカオの蝿ポール天主堂跡近くの昔の家。

マカオの民国大

馬路あたりのい

まの風蹴。

[筆者撮影〕

174（７１） 



卜｡

［ 城

一一一一一膳一一一一一一一一一一

ＥＩ 

↑、
DＢ 

》》一
》Ｉ』・》》》

一口■■坊、麸醒糺熱匹伽ｕｍ》』

Rn 

ｂＵＯＰ凶⑰”し‐⑫

７０今Ｓ－ｅＳＰ￣--今

ＢＤＳ戸●わ▲▲Ｄａ

Ｏｑ粕■ＩＣ二二

ＱＣｈ凸孝一ＣｂＧ－１■■－

１９１u、甘▲空

印●■酬い､且い■０７▲｡○

ｂＯＵＨ－＝ｗａｐ已

面■牌一二･＿■▲Ｏ■

叩A圭一…■Ｄｃ

ｑ６ｗＤ司可凸●゛

！．.… 

盈占'

(1855年当時の上海地図》

(72）１７３ 



"オットソン''と呼ばれた日本漂流民

中央のベランダ付の家は‘音吉（オットサン）が勤めていたデント商会。そ
の左側の建物は税関。この図は1853年ごろのもの。．

、刃uUUmnbUU用ＧＬ出f叱越可人

識iiv;iiiiiii鑑１１;拳
税関音吉(オツトサン)が動
-1万めていたテント商会一切d罰

P 

nuuEUUIDUEuI 
￣＝U鷲TｴｺﾞjＴ｢知●

刺■

酉

１９世紀の上海の河岸通り（バンド)。

GLanning＆Ｓ､Couling:ＴﾉieHUStor)'ｑ/Ｓ/iunghQi’１９２１より。
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シンガポールのフォート・カニング公園（FortCaningPark，

街の中心に位磁）の石垣にはめ込まれたエミリー・ルイザ・オ

ヅトソン（音吉の娘？）の墓石。［筆者撮影］

右に同じ。

音吉が家族と暮らしたいまのシグラップ（Siglap）地区のアーサー街（Arthur，sRoad)。

このあたりはいまも高級住宅地。［籏者撮影］

;ii;ii篝i霧iii 'h馨沙頚

麟蝋鰯讓紳〃

音吉ことJohnMatthewOttosonの埋葬記録。［theNationalArchivosofSingapore蔵］
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"オットソン'，と呼ばれた日本漂流民

AJapaneseCastawaycalled“Ottoson'， 

WhileJapanclosedthecountry，noJapaneseshipwasallowedtosailintothe 

openseafortrade・Thescopeoftradeactivitywasexclusivelylimitedto

coastaltradewithinthecountry・ＯｎｅｌａｒｇｅＪａｐａｎｅｓｅｓｈｉｐｉｎｔｈｅＥｄｏｐｅriod

wascalled“Sengokubune"，ｗｈｉｃｈｍｅａｎｓｉｔｃａｎｔａｋｅｉｎｏｎｅｔｈｏｕｓａnｄｈｏｂｕｏｆ 

ｓｔｒａwricebags，Themerchantshipsnavigatedmainlｙａｌｏｎｇｔｈｅｃｏａｓｔｂｕｔｔｈｅｙ 

ｗｅｒｅｎｏｔｃｏnstructedtowithstandstormyweather、Overtakenbytempests

theywereattimeswrecked，ｏｒｔｏｓｓｅｄａｂｏｕｔａｔｔｈｅｍｅｒｃｙｏｆｔｈｅｗａves，ending 

castashoreinaforeigncountry． 

Evenifthecrewescapeddeath，whatawaitedthemwashardshipThe 

Japanesegovernment（i､e,theTokugawaSh6gunate）prescribedastrict 

punishmentforthereturneesfromabroad，ｓｏｔｈａｔｓｏｍｅｏｆｔｈｅｓｕｒｖｉｖｏｒｓｗｅｒｅ 

ｓｅizedwithfearofdeath． 

Otokichi（音吉のａＪｊａｓ`OOttoson'，）wasoneofthecastawayswhoabandoned

aｌｌｈｏｐｅｏｆｒｅｔｕｒｎｉｎｇｈｏｍｅａｓｈｅｗａｓｕｎwelcomebytheJapaneseofficials・Ａｓ

ａｒｅｓｕｌｔｈｅｆｏｕｎｄｈｉｍｓｅｌｆｗｏｒｔｈliving，helpingfellowcountrymenwho 

experiencedhardshipascastaways． 

ThisessaydealswithOtokichi'scheckeredlife・Ｈｅｗａｓａｓａｉｌｏｒｏｆｔｈｅｓｈｉｐ

ｎａｍｅｄ``HOjunmaru，，（宝順丸）ｏｆＯｎｏｕｒａ（i・enowadaysMihamachointhe

Chitapeninsula)，whichsailedfromNagoyatoEdo（i､ｅ・Tokyo）ｏｎｔｈｅ２０ｔｈ

ｏｆＮｏｖｅｍｂｅｒｏｆｔｈｅ３ｒｄｏｆＴeｍｐｏ（i・ｅｌｌＤｅｃ,1832)．Thisshipcarriedlarge

quantitiesｏｆｓｔｒａｗｒｉｃｅｂａｇｓｏｆｔｈｅＯｗａｒｉｃｌａｎａswellasotherarticles． 
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Whilevoyaging，shewasovertakenbyturbulentweather，soshestoppedand 

stayedatTobaura（鳥羽浦，ａｓｅａｔｏｗｎｌｏｃａｔｅｄａｔｔｈｅＥａｓｔｅｒｎｅｎｄofMie

prefecture)，ｆｏｒｌ２ｄａｙｓｉｎｈｏｐｅｔｈａｔｔｈｅｗｅａｔｈｅｒｗouldimprove・Laterthe

HOjunmaruleftTobaurafoｒＥｄｏ，however，sheencounteredastormagain， 

finallylosingasteeringwheelandasolemast、Sincethenthedismastedship

begantodriftinthePacificOcean． 

ＩｔｗａｓｉｎＯｃｔｏｂｅｒｏｒＮｏｖｅｍｂｅｒｏｆｔｈｅ４tｈｙｅａｒｏｆＴｅｍｐｏ（ＬｅＮｏｖ・ｏｒＤｅｃ、

1833）ｔｈａｔｔｈｅｓｈｉｐｗａｓｆｉｎａｌｌｙｄｒｉｖｅｎｔｏＣapeFlatterylocatedintheNorth 

westofOlympicpeninsula，nearWashington，Ｕ・ＳＡ，afterdriftingforl4

months． 

Whiledrifting，１４ｓｅａｍｅｎｏｆｔｈｅｓｈｉｐｗｅｒｅａｂｌｅｔｏｐｒｏｌｏngtheirlivesby 

eatingriceanddrinkingrainwater・Howeverｌｌｏｕｔｏｆｌ４ｍｅｎｄｉｅｄｏｆｓｃｕｒｖｙ・

Threemensurvived,namelyOtokichi（16)，Hisakichi（17）andlwakichi（30)． 

Whenthethreemenreturnedtoshore，theywerecapmredbytheRed 

lndians・TheseJapanesewerecompelledtoliveasslavesinthelndianvillage

forabout7monthsLuckilytheJapanesecaptiveswerefoundandrescuedby 

CapWilliamMacNeil，theskipperofthemerchantship“Ｌａｍａ”which 

belongedtotheHudsonBayCompany． 

ThethreeJapanesestayedatthefurｆａｃｔｏｒｙｏｆｔｈｅｃｏｍｐａｎｙｆｏｒａｂｏｕｔ４ 

monthsｌｔｗａｓｉｎＡｕｇｕｓｔｏｆｔｈｅ５ｔｈｏｆＴｅｍｐｏ.(i､ｅ・Sep，1834）thatthe

JapaneseweretakentoFortVancouverwheretheywereplacedunder 

patronageofDr､JohnMcrolin，thegeneralmanageroftheHudsonBay 

Company． 

１naboutNovemberofthesameyear（i,ｅＤｅｃ､1834)，thethreeJapanesewent 

onboardtheEagle，abrig，andsailedfromFortVancouverforLondon， 

droppingattheSandwichlslandsonthewayandthenproceededtoEnglandvia 

CapeHorn． 
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“オツトソン”と呼ばれた日本漂流民

MostlikelytheEaglearrivedattheｐｏｒｔｏｆＬｏｎｄｏｎｏｎｔｈｅｌ３ｔｈｏｆＭａｙｌ８３５ 

ａｎｄｌｅｆｔＬｏｎｄｏｎｆｏｒＭａｃａｏｏｎｔｈｅ２８ｔｈｏｆｔｈｅｓａｍｅｍｏｎｔｈＷｈｉｌｅｔｈｅｓｈｉｐｗａｓ 

ａｔａｎｃｈｏｒｏｎｔｈｅＴｈａｍｅｓ，thethreeJapanesewereinternedonｔｈｅｓｈｉｐｆｏｒ 

ａｂｏｕｔｌＯｄａｙｓＢｕｔｐｒｉｏｒｔodeparturetheywereallowedtolanｄｔｏｓｅｅｔｈe 

sightsofLondonwiththeirguide・TheywerethefirstJapanesewhohadever

beensightseeingintheGreatＣｉｔｙ． 

１t'sprobablethatthesemenweretransferredtotheGeneralPalmerenroute 

toMacao・TheshiparrivedintheMacaoroads，Lintienlsland（伶灯島)，in

Decemberl835・cap､ＤｏｗｎｓｏｆｔｈｅＧｅｎｅｒａｌＰａｍｅｒｎｅｘｔｃｏｎｓignedthemto

GeorgeBestRobinson，theSecretaryoftheEnglishBoardofTrade，requesting 

forthereturnoftheJapanesetotheirhomes、ＳＯＧ・BRobinsonsentthe・

JapanesetoMacaoleawingtheminthｅｃａｒｅｏｆＲｅｖ､０Ｆ.Ａ・Giitzlaff，aChinese

interpreterwhoworkedfortheEnglishBoardofTrade． 

CaptainEliott，anUndersecretaryoftheBoardofTrade，servedinMacao・

Ｈｅｅｘａｍｉｎｅｄｔｈｅｓｅｍｅｎｉｎｐｅｒｓｏｎａｎｄｗasfirmlyconvincedthattheywere 

JapanesecitizensaftershowingthemtheJapanesemapmadebyKurusenstern・

CaptainEliottsuggestedthatthethreeJapａｎｅｓｅｓｈｏｕｌｄｂｅｓｅｎｔｔｏＪａｐａｎｂｙＨ， 

Ｍ・Ｓhipwithutmostcareandfriendship．

ShortlytheJapanesesailorsbeganｔｏｌｉｖｅｗｉｔｈｔｈｅｆａｍｉｌｙｏｆＭｒＧＵｔｌａｆｆ 

ThelatterbegantotranslatetheGospelofStJohnandtheletterswrittenby 

himintoJapanese，askingforclosecooperationofthethreetravelers・Ｉｔｔｏｏｋ

ｈｉｍａｂｏｕｔａｙｅａｒｔｏｃｏｍｐｌｅｔｅｔhetranslationswhichwerelaterprintedin 

Singapore． 

ＮｏｔｍｕｃｈｉｓｋｎｏｗｎａｂｏｕｔｔｈｅｌｉｖｅｓｏｆｔheseJapaneseinMacaqbutitis 

understoodthattheybecomeChristiansandattendeddivineserviceson 

Sundays・Whenayearandafewmonthspassed，fourmoreJapanese

castawaysfromKyUshulslandweresenttoMacaofromManila，escortedby 

theSpanishauthoritieｓＴｈeywerealsoplacedundertheprotecｔｉｏｎｏｆＭｒ、
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Giitzlaff 

ThoughtheBritishrepresentativeｗａｓｎｏｔｓｏｅａｇｅｒｔｏｓｅｎｄｔｈｅＪａｐａｎｅｓｅ 

seamenbacktotheirhomes，OliphantCompany，basedinCantonformedaplan 

torepatriatethem・Ｔｈｅｃｏｍｐａｎｙｓａｗｔｈｅｒｅｔｕｒｎｏｆｔｈｅｓｅｍenasagood

opportunityforopeningcommunicationwithJapanMovedbythemercantile 

andmissionarypurposes，theAmericanfirminMacaofittedouｔｔｈｅｂｒｉｇ 

"Morisson,，（564t.）specificallyforthatpurpose,inwhichthesevenJapanese， 

Ｍｒ､ａｎｄMrs･King，Ｄｒ・Parker，amissionaryphysician，ａｎｄＲｅｖ．Ｓ・Wells

Williams，andafterwardsaChineseinterpretertoCommodorPerry，ssquadron 

tookonboardandsetsailforJapan． 

TheMorrisonleftMacaoforJapanonｔｈｅ３ｒｄｏｆＪｕｌｙｌ８３７ａｎｄａｆＮａｆａ， 

RyUkyUlsland（i､ｅ・Okinawa)，wherethevesseltouched，Ｍｒ､GUtlaffalso

joinedtheJapaneseexpedition 

Ｏｎｔｈｅ３０ｔｈｏｆＪｕｌｙ，1837,theMorissonarrivedintheoffingofUraga，Ｅｄｏ 

Ｂａｙ・Havinganchoredsome2km，fromtheshore，ｔｈｅｓｈｉｐｗａｓｓｏｏｎｖｉｓｉｔｅｄ

ｂｙａｎｕｍｂｅｒofJapaneseboats・Some200curiouslocalsvisitedtheMorisson

andwereentertainedwithsweetwineandlightmeals・Winewasnotpopular

amongtheｍ，ｂｕｔwhitebreadcaughtthepublicfancy． 

Contrarytothecrew'sgreatexpectations，theMorissonwassuddenly 

bombardeｄｏｎｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇｍｏｒｎｍｇｂｙｔｈｅｃａｎｏns，sufferingdamagesonthe 

portside・SoCaptainIngersollmadeuphismindtoleaveUragoforthetime

being、Theunexpectedattackcauseddeepgrieftothereturnees・Ｔｗｏｏｕｔｏｆ

ｔｈｅｓｅｖｅｎshipwreckedmenonboardheldgrudgesagainstthebadtreatmentof 

theauthorities，andexpressedtheirdeteminationtoforsaketheirmother 

country． 

TheMorisson，forthepurposeofasecondtrial，enteredtheBayof 

Kagoshima，Kynshulsland，intheprincipalityofSatsuma，ｏｎｔｈｅｌ２ｔｈｏｆ 
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August，ｈｏｗｅｖｅｒｔｈｅｓｈｉｐｗａｓｏｎｃｅａｇａｉｎｂｏｍｂardedinthesamemannerasin 

Uraga・ThereaftertheMorissonreturnedtｏＭａｃａｏｏｎｔｈｅ２９ｔｈｏｆＡｕｇｕｓｔ

ｗｉｔｈｏｕｔgreatresults． 

Laterthe7Japanesepartedthecompany，livinginvariousplacesinChina、

IwakichimovedtoNingpowherehemarriedaChinesewoman，however，ｈｅwas 

killedbyherformerhusbandHisakichimovedtoHongKongwhereheworked 

fortheBritishBoardofTrade・Ｉｎｌ８５２ｈｅｒｅｓｉｇｎｅｄｈｉｓｐｏｓｔａｎｄｍｏｖｅdto

Shanghai． 

lnregardtoOtokichi，ｈｅｌｅｆｔＭａｃａｏｉｎａｂｏｕｔｌ８４８ｏｒｌ８４９ｆｏrShanghai， 

ｗｈｅｒｅｈｅｗｏｒｋｅｄｆｏｒＤｅｎｔ＆ＣＯ.,、Ｈｅｗａｓｃａｌｌｅｄ“Ottoson'，byhiscolleagues・

ＨｅｇｏｔｍａｒｒｉｅｄｔｏａＭａｌａｙｗｏｍａｎｗｉｔｈｗhomhehad2sonsandadaughter・

DuringhisstayinShanghai，hevisitedJapantwice，ｏｎboardBritishwarships 

asainterpreter・ＩｎＭａｙｌ８４９，ｈｅｗａｓａｂｏａｒｄＨ.Ｍ､Ｓ・`Mariner，，commanded

byCommodoreMattheson，withofficialdutiesofsurveying． 

WhenOtokichimetwiththeJapaneseofficialsonthedeck，heassumeda 

falsenameof“Linaduo'，（林阿多）preservinghissafety、Hisconductaswell

ashisgoodJapaneseabilitygaverisetosuspicion・Whenhewasquestioned

abouthisnativeplace，ｈｅｒｅｓｐｏｎｄｅｄｔｈａｔｈｅｗａｓｂｏｒｎａｎｄｂｒｏughtupin 

Shanghai・HealsosaidthathelearnedJapanesefromhislatefatherwho

visitedNagａｓａｋｉｌ５ｔｉｍｅｓｉｎｈｉｓｌｉｆｅｔiｍｅ． 

Ｏｎ７ｔｈｏｆＳｅｐｔｅｍｂｅｒ，1854,OtokichivisitedNagasakiasaninterpreteron 

boardH・Ｍ・Ｓ．“Winchester''，commandedbyJamesStering、Onthisoccasion

hetoldhislifestorywithoutconcealmenttotheJapaneseofficials． 

OnthefirstofFebruary，1862,OtokichiandhisfamilyleftShanghaifor 

Singapore，avoidingthedisturbancesoftheTaipingRebellionlnSingapore 

heranafreiｇｈｔｏｆｆｉｃｅａｎｄｌｉｖｅｄｉｎｃｏｍｆｏｒＬＩｎｔｈel860swheneverthe 

JapanesemissiondroppedatthisBritishcolony，Otokichiwentandmetwith 
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hisfellowcountrymen，piningforhome． 

Onthe20thofDecember，1864,Otokichi（JohnMatthewOttoson）became 

anaturalizedcitizenof（country)．Also，hewasbaptizedataPresbyterian 

Churchshortlyafterward、HediedofhemophileinJanuaryl867，ａｇｅｄ５０，ａｔ

Arthur,sRoad,Siglap（Leresidentialquarter）andwasburiedonthel9thof 

January，１８６７attheChristianCemetery，BukitTimahRoad、Thecemetery

waslaterdestroyedandahospitalnowstandsinit'ｓplace． 

ｌｔｓｅｅｍｓｔｈａｔｔｈｅｏｎｌｙｒｅｍｉｎｄｅｒｏｆＯｔokichiisthegravestoneofEmilyLouisa 

Ottoson（diedat4yearsand9months）atFortCaningPark，butwhethershe 

wasthedaughterofOtokichiisnotyetconfirmed． 

ＭｙｇｒａｔｅｆｕｌｔｈａｎｋｓａｒｅｄｕｅｔｏｔｈｅＰｕｂlicRecordOfficeinLondon，the 

NationalLibrary，theNationalArchivesinSingapore，theCentralLibraryin 

HongKongandArquivoHist6ricoinMacaoforpermissiontoconsultandcopy 

relerantdocuments・ＴｈａｎｋｓａｒｅａｌｓｏｄｎｅｔｏＭｒＨｅｎｒｙＬｅｏｎｇ（Record

managementofficer)，Ｍｒ・ＨａｚｌａｎＡｂｕＳａｍａｈ（Archivesreferenceassipat

theNationalArchivesinSingapore，ＭｓＡｌａｗｉａＡｈｍａｄ（Te6nicoauxilian）at 

ArquivoHist6ricoinMacaoforprovidingassistanceduringmyresearchin 

thesecities． 
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